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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　その夢は、いつも雨の音からはじまる。

　灰色の雨は冷たく、右手だけが温かい。夢を見ているはずなのに、感覚はやけに鮮せん明めいだ。

　またこの夢か……、と思っているうちに同じ光景が浮うかんでくる。

　降りしきる雨と、雨にけぶる蒼あお色いろに埋うめ尽つくされた丘おか。

　そして、男の子の声。

『ふみかにも、にじのまほう、おしえてあげる』

　手をつないだ彼が毎回小さな声で教えてくれるその呪じゆ文もんを、目が覚めると忘れている。間ま違ちがいなく聞いたはずなのに、なにを聞いたのか覚えていない。

　そのうえ、幾いく度どとなく見ているためかこれが夢なのか古い記き憶おくなのかすら定さだかではなくなってしまっている。




　幼い頃ころから繰くり返し見ているこの夢に、なにか特別な意味はあるのだろうか。




　　　　＊＊＊




「店長、そろそろ失礼します。六年間……、お世話になりました」

「清せい野のくん、本当にごめんなさいね。どうか、どうか身体からだに気をつけて……！」

「はい、……ありがとうございます」

　涙なみだぐむ店長に最後のあいさつをして、清野史ふみ佳かは店を後にする。外はすっかり暗くなり、灯あかりの消えた店の看板を振ふり返ると一度だけ頭を下げた。

　大学卒業と同時に就職した花屋は、こぢんまりとしているが珍めずらしい花々を取り扱あつかう、知る人ぞ知る有名店だった。

　祖母の影えい響きようで草木を育てることに興味を持ち、農学部に進学した史佳は花屋を天職だと思っていたのだが──。ネットショッピングが主流になったこのご時世、物珍しい花も携けい帯たい電でん話わがあれば手に入る。わざわざ店に出向いて買う人間が減ったことで店の経営は徐じよ々じよに苦しくなり、退職してくれと頼たのまれたのが、つい二週間前のことだ。

（あの店で、家庭を持ってないのはおれだけだから選ばれたんだろうな……）

　自分なりに結論づけて、大好きな花屋の仕事から離はなれることに決めた。自己犠ぎ牲せいでもなんでもなくこれが最良の選せん択たくだったと思っている。そう思わなければ、有休がたっぷりと残っているにもかかわらず、退職日まで律りち儀ぎに働くことなどできやしない。

　いつもであれば足取り軽く帰る道のりも、今日はさすがに気が重い。ため息をついたとき、ジーンズのポケットに入れていた携帯電話が震ふるえた。

「はい、もしもし？」

『あっ、史佳？　久しぶりー！』

「……相変わらず元気そうだね、彩あや佳か」

　今の気分ではあまり聞きたくなかった声に、余計に下がりかけたテンションをどうにか維い持じして妹の名を呼んだ。

『今、帰り道でしょ？』

「そう。ちょうど職場を出たところ」

『やっぱり！　じゃあ、これからまっすぐこっちに来て』

「え？　な、なんで？」

『なんでもいいから早く来て！　待ってるから！』

　一方的に用件を言った彩佳に異議を唱える間もなく通話は強制終しゆう了りようされてしまう。

（相変わらず勝手だな……。少しはこっちの都合も考えてくれればいいのに）

　肩かたを落として携帯電話を鞄かばんにしまい、史佳は自宅とは別方向に足を向けた。

　双ふた子ごの妹の彩佳は、自宅から離れた夜間の定時制高校に通うため、中学卒業と同時に祖母である稀き見み佳かの家へ移り住んだ。なにもかもを直感で決め、自分の意志を曲げない妹に、合わせるのはいつも史佳だった。そしてそれは、今も変わっていない。

　これでも、幼い頃はよく似た双子だったのだ。

　栗くり色いろの癖くせ毛げがトレードマークで、髪かみの長さと服装を揃そろえてしまうと両親でも見分けがつかないくらいに似ていた。ところが、思春期を過ぎ、彩佳の身長が早々に止まった頃から比ひ較かくされるようになってしまった。

（正反対だからな……。積極的で行動力もあってキラキラしてるのが彩佳で、そうじゃないのがおれ。……そんなこと、わざわざ言われなくても自分が一番よくわかってるのに）

　長年比較され、彩佳への褒ほめ言葉と同じように『それに比べてお兄ちゃんは……』と言われ続けて、いつのまにか妹との間に一定の距きよ離りができていた。ここのところ、祖母の家に行かなくなっていたのはそれが理由だった。一度離れた距離を縮めるきっかけはなかなか見つからず、史佳は一方的な気まずさを常に感じている。

　そんなことを考えていても、バスは時間通りにやってきて史佳を目的地へと運んでいく。元職場から車で二十分、バスを使うと三十分ほどの場所に稀見佳の自宅はあった。

（……久し振ぶりだ）

　バスを降り、住宅地に入るとすぐ大きな金きん木もく犀せいが見えてくる。遠くからでも立派な枝えだ振ぶりが見て取れるその樹きは、祖母が丹たん精せいして育てたものだ。近づくにつれて強くなる香かおりに引き寄せられるように足を進めた。

　初夏には鮮あざやかな花を咲さかせる薔薇ばらのアーチをくぐり、稀見佳の自宅に入る。史佳は、そのまま広い庭の真ん中にある金木犀に近づいた。

「いい匂におい……。今年もきれいに咲いてくれたんだね」

　太さのある幹を撫なで、樹の状態を確かめる史佳の足元に黒くろ猫ねこのヒーリがすり寄ってくる。

「ヒーリ、久し振り」

　喉のどを鳴らしながら足に纏まとわりついてくる祖母の愛あい猫びようを抱だき上げ、玄げん関かんへと向かった。

「いらっしゃい！」

「わ！」

　呼び鈴りんを押す前にドアが開き、鮮やかなオレンジと黄緑色のタータンチェックのシャツを着た彩佳が顔を覗のぞかせる。

「びっくりした……」

「ふふ！　そろそろ来る頃だと思って。早く中に入って！　あ、ヒーリったらまた散歩に行ってたの？」

　史佳の腕うでの中にいるヒーリの頭を軽く撫でた彩佳が背中を向けると、耳元のピアスがしゃらりと音を立てた。

　肩かた口ぐちまでの長さの緩ゆるくウェーブした栗色の髪に、健康的な肌はだの色と意志の強そうな瞳ひとみ。耳を飾かざる少々派手なピアスは、彼女の明るい雰ふん囲い気きを表しているようだ。

　双子で、一番近い存在であるはずの彩佳に気き後おくれする。はっきりとした物言いも、裏表のない性格から来る言葉だとわかっているからこそ苦手だった。

「なぁんでいっつも、そういう暗い色の服なの？　この前あたしが送ってあげたシャツは？」

　リビングのソファにヒーリを下ろす史佳に腕うで組ぐみをした彩佳が歩み寄ってくる。

　彩佳はよく、『似合うから着てみて！』というメッセージとともに服を送ってくる。だが、それはどれも自分では到とう底てい選ばないような色味で、実際に袖そでを通したことのあるものは少ない。

（この前のシャツはネオンカラーに近いくらいの黄色だったっけ……）

　彼女の気き迫はくに思わず後ずさりしそうになるのを堪こらえていると、そんなことはおかまいなしに彩佳はぐっと間合いを詰つめた。

「史佳は放ほうっておくと本しか買わないから、似合う服見立ててるのに。ねぇ、なんで着ないの？」

「だ、だって仕事で汚よごれたらもったいないから……」

「汚れたら洗えばいいだけでしょ！　髪もボサボサだし。ちゃんとすればそこそこカッコいいのにもったいない！」

　自分から一番かけ離れた単語を投げかけられた史佳は、思わず眉まゆを寄せる。

「……これが楽なんだ。彩佳に迷めい惑わくかけてるわけじゃないからいいだろ」

「もー、またそんなこと言って。そういう問題じゃないんだってば！」

　ふーっと大きなため息をついた彩佳は両手を腰こしに当てる。

「あのね、いつも言ってるけど！」

「またその話？　〝自信持てばなんでもできる〟？」

「そうよ、あたしは史佳が羨うらやましいんだからね！」

　ことあるごとに言われる小言を聞き流し、力なくかぶりを振った。ソファの上で気持ちよさそうに丸くなっているヒーリの背中を撫でていると、彩佳が突とつ然ぜん焦あせったような声を出す。

「あっ、大変！　時間ないんだった！　史佳、早く奥の部屋に行かなきゃ」

「え？　奥って仕事部屋だろ？　なんで？」

「いいから早くっ」

　腕を引かれ、リビングを通り抜ぬけて一階の一番奥にある稀見佳の仕事部屋に向かう。急せかされるままドライフラワーの飾られている分厚いドアをノックすると「どうぞ」と穏おだやかな声が返ってきた。

「こんばんは」

「久し振りね、史佳。お花屋さんは今日までだったのかしら？」

「……さすがおばあちゃん。なんでもお見通しだ」

　思わずそうつぶやいた史佳に、稀見佳は頭からふわりと被かぶっている紫むらさき色いろのベール越ごしに柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　踝くるぶしまでの長さの紫し紺こんのロングワンピースに身を包んでいる祖母の稀見佳は、『紫の魔ま女じよ』の異名を持つ、その筋では名の知れた占うらない師しらしい。インターネットにもその手の雑誌にも一いつ切さい情報が載のっていないにも拘かかわらず、稀見佳の占いはよく当たると口コミで評判を呼び、予約客は後を絶たない。

（そりゃあ確かに占いはよく当たるけど、魔女は言い過ぎだろ……）

　多た忙ぼうな毎日を送っているようで身体からだが心配だったが、祖母曰いわく、趣しゆ味みの範はん疇ちゆうで始めた店のおかげで以前のように遊びに出ることがなくなり、かえって生活が落ち着いたのだそうだ。

　稀見佳は優やさしく穏やかな祖母であり、そんな彼女が魔女と呼ばれていることは本人が気にしていなくとも史佳にとっては複雑だった。

「さ、お座りなさいな」

　声をかけられ、立ち尽つくしていた史佳は稀見佳の対面にある椅い子すに腰を下ろす。

（あれって……、マント？）

　本ほん棚だなを背に座っている稀見佳の傍かたわらの壁かべに黒いマントのようなものが掛かけられている。見覚えのないそれが出ているせいなのか、部屋の雰囲気がいつものそれとはどことなく違ちがっている気がした。

「元気にしていた？　史佳が来てくれないから庭の金木犀も元気がなかったのよ」

　稀見佳が目をやったレースのカーテンが閉められている窓からは金木犀が見える。風に揺ゆれる樹から、橙だいだい色いろの小さな花が散っていた。樹の下にいれば、芳かんばしい花がまるで星の欠片かけらのように見えるだろう。

「ここのとこずっと、仕事が立て込んでて……。でも、今年もきれいに咲いてくれてたからよかった。さっき少し見てきたけど、幹もちゃんと元気だったし」

「あなたがそう言うなら安心ね」

　そう言って穏やかに笑う彼女には、史佳の足がここから遠とお退のいていた本当の理由などお見通しなのかもしれない。

「……さて、本題に入ろうかしら」

「え？」

「今日、あなたを呼んだのは大切な用事があったからなの」

「おれに？」

　訊きき返すと、それに小さく頷うなずいた稀見佳が史佳の後ろに立っていた彩佳に視線を移した。稀見佳の視線を受けた彩佳はその場を離はなれ、本棚の端はしに置かれていた銀色のトレーを運んでくる。そしてそれを、稀見佳が座っている紫色のテーブルクロスがかけられたテーブルの上に置いた。

「……これ、なに？」

「あなた宛あての手紙よ。申し訳ないとは思ったけれど、再就職先、決めさせてもらったわ」

「は？　さ、再就職先？」

「ええ。早く目を通して」

　手を出そうとしない史佳に、稀見佳がトレーから手紙を取り上げて差し出してくる。なにを言われているのか理解できないまま、史佳は手紙を受け取った。

　真っ白な封ふう筒とうは、英国貴族の紋もん章しようを象かたどったような赤い封ふう蠟ろうで閉じてある。その手紙には、宛あて名なも書かれていなければ差出人も書かれていない。その見た目から日本の物ではないということだけは伝わってくるが、それ以外はただの封書にしか見えなかった。

「開けてみて、史佳」

「あ、うん……」

　まじまじと封筒を見つめていると彩佳からいつになく硬かたい声がかけられる。彼女の視線を手元に感じながら、史佳はぱりぱりと蠟を崩くずし封を開けた。

　それを見ていた彩佳が、こくりと喉のどを鳴らす。

「どうかした？」

「気にしなくていいわ。さ、中を確かく認にんしてごらんなさい」

「は、はい……」

　ちらりと見た彩佳は緊きん張ちようした面おも持もちだった。ただの手紙のはずなのに、この反応はなんなのだろう。訝いぶかしみつつ、封筒の中から取り出した厚手の便びん箋せんを開いた。

「えぇと……、えーでるふぇると……学園？」

　手て触ざわりからして上質だとわかる便箋の、一番上に英語で印字されていた文字をつぶやき、史佳はそのまま文字を目で追う。そして、その内容に目を瞠みはった。

「……『清野史佳殿どの。貴き殿でんの臨時教師としての採用決定をここに証明する』……って、えぇ!?　き、教師？」

　見たことも聞いたこともない学校名と仕事内容に、素すっ頓とん狂きような声を上げる。そんな史佳を見ても稀見佳は穏やかに微笑んだままだ。

「な、なんで？　採用試験を受けた覚えもないのに決定通知が届くなんておかしくないか？　そもそも、教員免めん許きよも持ってないのに……」

「採用試験も教員免許も、その学園には必要ないわねぇ。それはあくまで、人間界のルールだもの」

「にんげんかい……？」

「ええ。今、わたしたちがこうして暮らしている、この世界のこと」

　耳慣れない言葉を繰くり返した史佳に、稀見佳はそう言ってにっこりと笑う。

　今いる場所を『この世界』と言い切った。ということは、つまり、祖母は他ほかの世界も知っているということなのだろうか。

　まさかそんなことが──、と否定しかけたが、頭の中に『紫の魔女』という稀見佳の異名である単語がよぎる。

　なにひとつ理解できず、不本意ながら妹に助けを求めるような視線を向けた。それに気づいた彩佳は、ふっと息を吐はいてから諦あきらめたような声を出す。

「そこ……、あたしの母校なんだ。中学卒業してから通ってたの」

「彩佳の？　だ、だって高校は……」

「行ってない。エーデルフェルトに通うために、実家を出る口実にしてただけよ」

「え!?　な、なにそれ？　聞いてない！」

「言ってなかったもん。……ほんとに、なぁんにも覚えてないんだ」

　覚えているもなにも、そんな名前の学園が存在していることすら今の今まで知らなかった。

　助けを求めたはずが余計に混乱させられ、史佳は手元にある便箋を何度も見返す。一言一句、指で辿たどりながら時間をかけて確認しても内容が変わることはない。

（これは一体、どういうことだ……？）

　わかっているのは、彩佳が通っていたのは高校ではなく、手紙の差出人である『エーデルフェルト学園』だということだ。そしてその学園から、なぜか史佳の臨時教師採用決定通知が届いて、そこが再就職先だという。

　双ふた子ごの妹が通っていたからといって、兄である自分がそこの教師になるという道理はない。そもそも、その学園がどこにあるのかすら知らないのだ。

「──意味が、全然わからない」

　苛いら立だち交じりの史佳の声に、彩佳はこめかみを押さえてかぶりを振ふりながら稀見佳に向き直った。

「ほらもう、やっぱりダメだった！　常識人で融ゆう通ずうが利きかない史佳に、あっちの説明したって意味ないって。あたしの言った通りだったじゃない」

「そのようねぇ。少しだけでも教えておいたほうがいいと思ったのだけれど」

「え、なに？」

「自分の目で見て確かめないと史佳は納なつ得とくしないだろうし、もう行ったほうが早いって！」

「ちょっ……、痛い！」

　強ごう引いんに腕うでを引かれ、無理やり立ち上がらされる。そして、部屋の隅すみに連れていかれた。

　壁かべ際ぎわにあったのは、埃ほこりから守るためか紫の薄うす布ぬのがかけられた大きな荷物だけだ。

「なんなんだよ、さっきから！」

「いいから、おとなしくしてて！」

　ぴしゃりと言った彩佳が布を引く。

　すると、そこに現れたのは木製の枠わくに野の薔ば薇らの彫ちよう刻こくが施ほどこされた姿見だった。

「か、鏡？」

「……会えなくなるのは寂さびしいけど、史佳ならきっと大だい丈じよう夫ぶだって信じてる」

「え？　会えなくなるってなに……っ」

「大丈夫、行けばわかるから」

　ぐいぐいと背中を押され、バランスを崩して曇くもり一つない鏡に右手をついた。ひんやりとした感かん触しよくが手のひらから伝わってくる。

　どうしてこんなことをされているのかわからず、抗こう議ぎしようと顔を上げると、稀見佳が姿見に右手をかざし、瞼まぶたを閉じてなにかを唱えているのが見えた。

　目を開けた彼女が彫刻の野薔薇に触ふれた瞬しゆん間かん、それまでしっかりと鏡についていたはずの手のひらがずぶずぶとその向こう側に入り始める。

「なっ!?　なに、なにこれ！」

　慌あわてて目の前を見ると、そこに映っているはずの自分の姿は見えず、ゆらゆらと銀色が揺らめいていた。つい先ほどまで、手をついていたのは間ま違ちがいなく鏡だったはずなのに。

「彩佳っ、おばあちゃん!!」

　ゆっくりと、身体からだが銀色に吞のみ込まれていく。

　助けを求める史佳に、彩佳と稀見佳はただただ困ったように微笑ほほえむだけだ。

「これは、あなたが自分でどうにかしなければいけないことなの。もうずっと以前から、こうなることは決まっていた」

「決まってたってなにが、以前っていつ……っ」

「頑がん張ばって。お兄ちゃんなら、きっと大丈夫だから」

「!!」

　彩佳に背中を突つき飛ばされ、史佳の身体は鏡の中に消えて行った。







　なにかに引き寄せられるかのように、身体が深い闇やみの中へと落ちていく。来きたるべき衝しよう撃げきに備えてきつく目を閉じていたのだが、いつまで経たっても想像していた痛みはまるで訪おとずれなかった。

「……？」

　それどころか、ふわふわとした柔やわらかな感触に包まれて、史佳はおそるおそる瞼を開ける。

「!?」

　視界いっぱいに飛び込んできたのは光こう沢たくのある薄い藍あい色いろの布地と、そこから覗のぞく鎖さ骨こつだった。そして、背中に感じるのは忙せわしなく動くなにか。もしかすると──、目の前にいる相手の手のひらだろうか。

「しっ、失礼しました!!」

　思わず謝り、そこから出ようとする。状じよう況きようはなにひとつ把は握あくできないが、ここにいてはいけないと本能的に察しての行動だった。

　だが、その行動とは反対に動いていた手がぐっと史佳の服を握にぎる。

「え、えっ？」

　ここから出て行かせないとでもいうように、絡からみついていた腕はますます史佳を抱だき込み、身じろぎすら許さない。

「な、なんでっ……」

「やっと再会できたのに、最初の言葉が謝罪だなんて。ああ、だけど、声も可愛かわいらしい」

「え？」

　頭上から聞こえてきたうっとりした声に顔を上げる。相手の顔を見る前に顎あごを掬すくわれた。

　そして、あろうことかそのまま唇くちびるが重なる。

「──っ！」　>>>♥

　触れるだけのキスをされ、驚おどろきに目を見開く。

　突とつ然ぜんのことに、振り払はらうことも突き飛ばすこともできなかった。

「……本当に、本当に史佳だ。夢じゃないんだね」

　離はなれていった唇から零こぼれた声は、爽さわやかでいてほのかな色気を感じさせる。

　史佳が見つめた先にいる声の主は、その声に劣おとることのない風ふう貌ぼうだった。

　月光のように煌きらめく銀ぎん髪ぱつは腰こしまであり、瞳ひとみの色は左右で異なっている。スッと通った鼻筋は大理石でできた彫刻に似て、非の打ちどころがない。それでいて女性的でも中性的でもなく見えるのは、彼の纏まとう雰ふん囲い気きによるものだ。凜りんとして、どこか張り詰つめた雰囲気を感じる。

（……こんな、お伽とぎ話ばなしから出てきたみたいな人間が本当にいるなんて）

　思わず見み惚とれていると、男は史佳の頰ほおを薄いガラスに触れるように撫なでてきた。

　突然のキスのせいか、いつのまにか熱を帯びていた頰に感じる少し低い体温が心地ここちいい。

　思わず、自分が置かれている状況を忘れかけたが、ふるりとかぶりを振って史佳は眉まゆを吊つり上げた。

「なんでっ、なんでキスなんか……！」

　抗議の言葉に返されたのは、小さな笑い声だった。

　状況はわからないが、見ず知らずの男に突然キスされるなんてありえない。

　非日常的な出来事に怒いかりを覚えると、頭がほんの少しだけ冷静を取り戻もどす。

「……あの、ここは一体どこですか？　それに、初対面ですよね……？」

　先ほど言われた『再会』という単語が引っかかっていた。こんな見た目の人間に一度でも会っていたなら忘れるはずがない。

　史佳の問いかけに、男はふっと小さなため息をついた。

「きみにとってはそうかもしれないけれど、それは事実じゃない。……僕は、ずっとずっとこうして会えるのを待っていた。きみを待っていたんだ、史佳」

　告げた覚えのない名前を呼ばれ、驚く史佳の顔に男の指が伸のびてくる。指先でまつ毛に触れられ、額から鼻筋までのラインを確かめるように辿られた。

　身体に巻きついたままの腕の力は強く、史佳を放してはくれないが、その一方で触れてくる指先はどこまでも優やさしい。まるで壊こわれ物を扱あつかうようで、力ずくで振り払うのが躊躇ためらわれた。

　その雰囲気に吞まれ文句も言えずにいるうちに、ぐるりと視界が回った。見上げる体勢に、自分が組み敷しかれたことを知る。

　黙だまっていられない状況に、史佳は慌てて口を開いた。

「ちょっ、と！　ちょっと待ってください……！　訳がわかりません!!」

「なんのこと？」

「とぼけないでください！　この状況も、あなたが誰だれなのかもわからない。それに、最初の質問にも答えてもらっていません！」

　とにかくこの体勢から逃のがれたくて叫さけぶように言うと、「あぁ……」と残念そうな声が聞こえてきた。その声に腹立たしさを覚えたが、自分の上から退どいてくれたことにひとまず安あん堵どする。

　しかし、男は史佳を放す気はないらしく、起き上がったところで再び腕が伸びてきた。どうにかそれをかわし、充じゆう分ぶんな距きよ離りを取る。やっと腕から逃れられた、と周囲を見回すと自分がやたらと大きなベッドの上にいることに気づいた。

「どうして、ベッドなんかに……」

「史佳」

　かけられた声にびくりと肩かたが揺ゆれた。いきなりキスをしてきたうえに、つい先ほどまで自分を組み敷いていた相手に警けい戒かいしないわけがなく、史佳の表情が険しくなる。

「そんな顔をしないで。きみに会えたことが嬉うれしくて順番が逆になってしまったけれど、きちんと説明するから」

「……本当に？」

「本当に。史佳、僕からの手紙を持っているね？」

「手紙……って、これ？」

　無意識に握りしめていたせいですっかりくしゃくしゃになってしまった手紙を見せると、彼は微かすかに目を細めた。

「まずは、今きみがいるこの場所の説明をしよう。ここは、魔ま法ほう界にあるエーデルフェルト学園。魔力を持って生まれた、魔法使い志願の十二歳から十八歳までの子どもたちが世界中から集まってくる学校だ」

「ま、魔法界に魔力……!?　それに、魔法使いって……？」

　つぎつぎに飛び出した単語は、史佳にとってはどれも現実味のないものだった。

　驚いて訊きき返すと、男は至し極ごくあっさりと頷うなずいた。

「ああ。そして、僕はここの学園長、ユリウス・アレクサンテリ・エーデルフェルト」

「ゆ、ゆり？　あれく……？」

「ユリウスでいい」

　自らをユリウスと名乗った男は、おもむろに指を鳴らす。パチン、と乾かわいた音が部屋に響ひびくと同時にユリウスは左手を開いた。すると、なにも載のっていなかったはずのそこに、突とつ如じよ透すき通った水すい晶しよう玉だまが現れる。

「えっ!?」

　稀見佳の自宅にあったものより一回り小さなそれは、ユリウスの手のひらでキラリと光った。

「初めて見るわけではないだろう？　これはウトゥルマ。望んだものを見せてくれる水晶だよ。覗いてごらん。魔法界が映るから」

　そんな都合のいい物があるわけがないと思ったが、おずおずとユリウスに近づくと背後から肩を抱かれる。すぐさま逃にげ出そうとした史佳の耳元で「なにもしない」とささやいた彼は、史佳にウトゥルマを持たせた。

　すると、それまでただの水晶玉にしか見えなかったウトゥルマの中心に真っ白な煙けむりのようなものが現れる。煙はくるくると渦うずを巻き、球体を内側から埋うめ尽つくした。

「なに、これ……っ」

「怖こわがる必要はない。大だい丈じよう夫ぶ、よく見て」

　得体の知れない水晶を取り落としそうになった史佳の両手をユリウスが包む。落ち着いた声と手に背中を押されるようにして、史佳はウトゥルマを覗き込んだ。

　いつの間にか煙は消え、その代わりにどこかの景色が映っている。

「……う、わ」

「これが、この学園のある魔法界。人間界の裏側にあるけれど大半の人間はその存在すら知らないし、知る必要もない。多かれ少なかれ、魔力のある者しかここには来ることはできないからね。つまり、魔力があれば人間界と魔法界を行き来できる」

　ウトゥルマの中に映し出されているのは、ヨーロッパのような街並みだった。魔法界と言われなければイギリスかどこかだと勘かん違ちがいしていただろう。豊かな自然と、その自然とともに生活している人々がゆっくりと街を行き交かっている。

　ただ、ここがヨーロッパどころか史佳がよく知った世界ですらないと実感させたのは、時折、空を翔かける馬や箒ほうきに跨またがった子どもたちが見えたことだ。

　──見み間ま違ちがいだと思いたい。

「そしてここが、魔法界唯ゆい一いつの魔法学校。魔法使いになるためには、ここに通うか名のある魔法使いに弟で子し入りしなければならないけれど、弟子を取る魔法使いも減ってしまったからね。最近ではここを卒業するしか手はない。ちなみに、きみのおばあさまも妹君もここの卒業生だよ」

「おばあちゃんも!?」

「ああ。東洋の紫むらさきの魔ま女じよは魔法界でも有名だ。妹君は残念ながら、そこまでの魔力を継つがなかったようだけれど」

「──……」

　ユリウスの言葉に、彩佳が史佳の再就職先を『母校』だと言っていたことを思い出す。それはつまり、彩佳も魔法使い志願者だったということなのだろうか。

（ここが魔法界だとして、それならどうしてちゃんと教えてくれなかったんだ……？）

　ユリウスの話が事実ならば、稀見佳も彩佳もこの世界について知っていたのだろう。そのうえでなにも教えられなかったということは、史佳には教える必要がなかったからということか。──それとも、ただ単に教える意味がなかったということなのかもしれない。それはつまり、魔法使いの素質が史佳には皆かい無むだったということだろう。

　そう思えば合が点てんがいく。肉親から蚊帳かやの外にされていた疎そ外がい感かんは拭ぬぐえないが、納なつ得とくはできた。

「学園のことは、自分の目で確かく認にんするといい。新任教師の清野史佳先生」

　ユリウスの言葉に、先ほど無意識にジーンズのポケットに突つっ込んだ手紙の内容について思い出す。

「そうだ、教師って！　手紙には臨時教師に採用するって……！」

「そう」

「なにかの間ま違ちがいです！　おれは占うらないもできないし、人に教えられることなんてなにもありません」

　きっぱりと言い切った史佳の肩を抱だくユリウスの腕うでに、微かに力が込められる。

「間違いなんかであるものか。こうして腕の中にいるきみは、間違いなく僕の史佳だ」

「そういうことを言っているわけじゃなくて……っ」

　つむじにキスを落とされて、ふるりとかぶりを振ふった。こちらが意図したような答えはなに一つとして返ってこない。話が通じるような相手ではなかった。

（ユリウスは、おばあちゃんを『紫の魔女』って呼んでた。どうして知ってるんだろう。それに、おれを待ってたってどういうこと……？）

　つぎからつぎへと疑問を抱いだく史佳の手からウトゥルマを取り上げたユリウスは再び指を鳴らすと、それはパッと彼の手の上から消えた。

「これも魔法……？」

　小さなつぶやきに返事をすることなく、ユリウスはふわりと微笑ほほえんだ。隙すきのない完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべたまま、彼は史佳の顔を覗のぞき込む。

「さ、説明も終わったし、そろそろいいよね？」

「いいってなにが……っ、」

　訊き返した史佳の肩を引き、ユリウスが正面に回った。再びベッドに組み敷しかれた史佳は抗こう議ぎの声をあげる。

「なにをするつもりですか!?」

「なにって……。再会を果たしたからには、愛を確かめ合わなければ」

「あ、愛!?　おれ、男ですけど！」

「それがなにか？　男性でも女性でも、僕は史佳が史佳ならそれでいい」

　頭痛がする。魔法界には性別の概がい念ねんはないのだろうか。

　迫せまられているのは自分だが、心当たりがまったくない。いくら記き憶おくを辿たどってみても、こんな姿の知り合いはいなかった。

「あの頃ころとは違ちがう、大人のキスをしてみようか。なにか思い出すかもしれない」

「え……っ？」

　見み惚とれるほどきれいに笑ったユリウスの長い銀ぎん髪ぱつが、さらりと頰ほおを掠かすめた。頰に触ふれるしっとりとした髪かみ質しつに気を取られ、逃げるのが遅おくれた史佳の唇くちびるに彼のそれが重なる。

「ん！」

　唇の感かん触しよくを楽しむように擦こすり合わせられ、ゆっくりと食はまれた。もがこうにも両手を縫ぬい留められていては身動きもとれない。つぅっと上下の唇の狭はざ間まを舐なめられ、震ふるえた瞬しゆん間かんを逃のがすことなく舌が入り込んでくる。

「ぅ、んん……！」

　歯列を割り、怯おびえて縮こまった舌先をつつかれた。搦からめ捕とられ、吸い上げられても同じように返すことはできない。

（なんっで、こんな、こんなことに!!）

　史佳は渾こん身しんの力を込めてユリウスの手から自分の両手首を引き抜ぬき、腕を突っ張った。その甲か斐いがあったのか、ユリウスはやっとキスを解く。一いつ瞬しゆんの隙にベッドの端はしまで逃げると、彼が艶なまめかしい視線を向けてきた。

「残念、逃げられた。それに、なにも思い出さなかったみたいだね」

　怒いかりとキスの余よ韻いんで荒あらい呼吸を繰くり返す史佳に向かって、ユリウスは濡ぬれた唇を親指で拭ふきながら飄ひよう々ひようと言う。

「久し振ぶりに触れた……。力加減ができなかったけれど、痛くはなかった？」

　それを聞いた史佳の怒りがついに頂点に達した。

「だから、なんの話をしてるんだ！　誰だれかと勘違いしてるんじゃないのか!?」

　耐たえ切れずに怒ど鳴なると、ユリウスはほんの少しだけ眉まゆを上げてから破顔した。

「ようやく史佳らしい顔を見せてくれたね」

　慈じ愛あいに満ちてさえ見えるその表情に、神経を逆さか撫なでされているように感じる。

「ちゃんと説明してくれ！」

「史佳、愛している」

「だからっ、答えになってない!!」

　知り合ったばかりの、しかも男性に告白されても嬉うれしくもなんともない。

　怒鳴っても無む駄だだと早々に悟さとった史佳は、まずは怒りを収めるべく口を噤つぐむ。

（なんなんだ、魔ま法ほう界って！　こんな人間が学園長で大丈夫なのか、ここは！……仮にここが魔法界だとしても、いや、それが本当ならなおさら、怪あやし過ぎる。どうにかして帰らないと！）

　ベッドの端で膝ひざを抱かかえながら、少しは冷静になった頭でそんなことを考えている史佳を、ユリウスは飽あきることなくじっと見つめてくる。その視線に熱が込められている気がして居い心地ごこちが悪い。

　じりじりと距きよ離りを詰つめてきたユリウスが、史佳への配はい慮りよなのか手を伸のばせば触れられる位置で止まった。

「癖くせ毛げはそのままなんだね、史佳。髪かみを撫でてもいい？」

「ダメです」

「撫でるのがダメなら、触れるだけでも」

「やめてください」

　伸びてきた手を振り払はらうと、ユリウスがくすりと笑う。

「つれないね。そんなところもいいけれど」

　どんなに素っ気なく返してもまるで動じないユリウスを尻しり目めに、史佳は人間界に戻もどる方法だけを考えていた。

　そうして思い出したのは、あの不思議な光景だ。

（鏡！　鏡があれば、また戻れるんじゃないのか？）

　にわかに信じ難がたいが、突き飛ばされた先は間違いなく稀見佳の姿見の中だったのだ。それならば、鏡があれば帰れるかもしれない。

　そう思い立った史佳はベッドから下りて鏡を探す。きょろきょろと部屋を見回し、壁かべに嵌はめ込まれた棚たなの横に大きな姿見を見つけた。猫ねこ足あしのついた銀色のそれに歩み寄る。

「史佳？　その鏡がどうかした？」

　かけられた声に反応することなく、鏡の前に立った。どう見ても普ふ通つうの姿見だが、稀見佳の部屋にあった鏡もなんの変へん哲てつもなかったのだ。この猫足の姿見も、なにかしらのきっかけさえあれば突とつ然ぜん変化するかもしれない。

　史佳はこくりと喉のどを鳴らし、おそるおそる鏡に触れる。

「……？」

　だが、伝わってくるのはひんやりとした感触だけで、あのときのように手が鏡の中に入るような不可思議なことは起こらない。

（どうして？　いや、確かにこれが普通なんだけど、でも！）

　両手で触れても、そのまま押しても、拳こぶしで軽く叩たたいてみても鏡は鏡のままだ。

　嫌いやな予感に、背中に冷や汗あせが伝う。そこに痛いほどのユリウスの視線を感じたが、かまってはいられない。鏡がダメならば他ほかの方法を探さぐるだけだ。

　まずはこの部屋から出てみればなにかわかるかもしれないと今度はドアに近づく。

　手入れの行き届いた飴あめ色いろのドアの縁ふちには、どこかで見たことのある野の薔ば薇らが彫ほられていた。

「史佳、部屋から出るなら廊ろう下かに気をつけて」

（……廊下に気をつける？）

　室内を動き回る史佳を制止することなく見守っていたユリウスの忠告に違い和わ感かんを覚えながらも、史佳はドアを開いた。

　音もなく開いたドアの向こうには薄うす暗ぐらい廊下があった。ヨーロッパ建築よろしく天てん井じようは優ゆう雅がにカーブを描えがき、照明としてのロウソクを立てる台ですらそれぞれ蘭らんの彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

（暗い……。さっきまで夕方だったのに）

　祖母の自宅に着いたのは夕刻だったが、こちらはすでに夜になっているようだ。

　廊下は薄暗く、端が見えない。

　先ほどの言葉は足元に注意しろという意味だったのかと思いながら足を踏ふみ出す。廊下に右足の踵かかとが触れた、その瞬間にピリリと空気が揺ゆれた。

「っ？」

　頭で考えるより先に、危険を察した身体からだが右足を部屋の中に引っ込める。それを合図にしたように、廊下が勢いよく動き出した。

「え!?」

　ロウソクの灯あかりが線になるほどの速さで壁と廊下が動いている。あまりの速度と光景に、反対にこちらが進んでいるような錯さつ覚かくを起こしかけた。

「ろ、廊下が伸びてる……!?」

　にわかに心しん拍ぱく数すうが上がり、動どう悸きを感じる。

　頭がおかしくなってしまったのか、それともただの見み間ま違ちがいか。見間違いであってほしいと思いながら史佳はゆっくりと部屋のドアを閉め、深呼吸してから再びドアを開く。

　だが、状じよう況きようはなにも変わっていなかった。

「なんで、廊下が……」

「だから気をつけるように言っただろう」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす史佳のドアを押さえる手に、背後に来ていたユリウスの手が重なった。

「！　放せ……っ」

「いくら史佳の頼たのみでも、それは聞いてあげられない。可愛かわいい鼻がなくなったら大変だ。ここの廊下はかなりの速さで伸びるからね」

「こんなの変だ……。なんなんだよ、ここは……！」

「エーデルフェルト学園。きみの、再就職先だ」

　ドアを閉めたユリウスに手を取られ、音を立てて甲こうにキスが落とされる。史佳の混乱などどこ吹ふく風で、ユリウスは上じよう機き嫌げんだ。バッと手を振ふり払い、彼の唇の感触が残る甲をシャツで乱暴に拭ぬぐった。

「信じられない。……信じたくない！」

　つぶやいた言葉は本心だ。

　だが、つぎからつぎへと突つきつけられた現実に魔法界の存在も魔法そのものも認める他なくなってしまう。考えなければいけないことは山ほどあるが、それ以上に入ってくる情報が多過ぎて頭がどうにかなってしまいそうだった。

（夢なら一刻も早く覚めてくれ……！）

「すぐには信じられなくても、いずれすべてを理解できるようになる。……史佳はもともと、こちら側の人間だから」

「違う、おれは普通の人間だ！」

「今は……、ね。でも、ここで生活していれば、きっとなにもかも思い出せる」

「思い出すってなにを？　ここに来たのも、アンタに会ったのも今日が初めてなのに！」

　振り返り、ユリウスの双そう眸ぼうを見上げるようにして詰め寄ると、彼は微かすかに頰を染めた。おずおずと伸ばされた両手が史佳の肩かたに置かれる。

「僕がそれを教えることはできないんだ」

「じゃあ、元の世界に戻る方法を教えてくれ。こんなところでなんか暮らせない！」

「──それはできない」

「できないってどうして!?」

　声を荒あらげた史佳を宥なだめるようにユリウスの手が肩をさすった。

「今の状態のきみがここに来ることができたのは、紫むらさきの魔女の助けと魔法界と人間界の間にできた歪ひずみのおかげだ。つぎの歪みが生じるのは明日かもしれないし、数百年後かもしれない。……それがいつなのか、誰だれも知ることはできないんだ」

「で、でもっ！　それなら、どうしておばあちゃんは歪みができるってわかったんだ」

「紫の魔女は常に二つの世界の間を見ていた。……きみを、この世界に送り込むためにね」

「そんな……、それじゃあ……」

　史佳の声から力がなくなっていく。落ち込んだ史佳に目を伏ふせ、ユリウスが首を横に振った。

（もう、帰れない……）

　言葉にしてしまうことすら怖こわくて、史佳はユリウスから視線を外した。

「だから史佳。きみはここで生きていかなければならない」

「…………」

「その手助けは僕がする。きみには生活も仕事もなにもかも、不自由はさせないと誓ちかおう。困ったことがあったらすぐに言って。きみを傷つけるすべてのものから、絶対に守るよ」

　切々と言ったユリウスを信じることしか、史佳に残された選せん択たく肢しはなかった。

　鏡に突き飛ばされる直前に聞いた彩佳の声が頭に浮うかぶ。

『お兄ちゃんなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだから』

　ここ何年も呼ばれていなかった呼び方で史佳を呼んだ彼女の言葉が、やけに耳に残っていた。

「…………わかった、ここで暮らす」

　史佳から了りよう承しようの返事を聞いたユリウスの表情が輝かがやく。

　信じられなくとも、駄だ々だを捏こねようとも、ここから帰れないという状況は変わらない。ならば、今できることを探すだけだ。

　正直、頭は混乱したままでなにも理解できていないが、それでも立ち止まっていられないことだけはわかる。ここで生活しているうちに、運よく歪みができるかもしれないのだ。

「それなら、まずは部屋に案内しよう」

　楽しげに言ったユリウスが、廊下へと続くドアにひたりと手を当てる。そのまま手を滑すべらせるようにひと撫なでしてからドアを開くと、そこには史佳が最初に見た景色が広がっていた。

「ど、どうして……？」

「おいで、史佳」

　手を引かれて廊下に出る。壁かべに等とう間かん隔かくに並んだロウソクの灯りに照らされ、厳おごそかにすら感じる雰ふん囲い気きのそこを数歩進んだところで、彼は立ち止まった。

「この辺り……かな」

　壁に向き直ったユリウスがその場で右手の指をパチンと鳴らすと、ズズン……という重低音とともになにもなかった壁から突とつ如じよドアが姿を現す。ユリウスの部屋と同じ、外そと枠わくに野薔薇の彫刻が施されたドアだ。

「な……っ」

「僕の寝しん室しつとバスルームでつながっているけど、この部屋でいいよね？」

　自分の感覚がおかしいのかと思うほど、ユリウスは涼すずしい顔をしている。

　彼にとっての常識は、史佳にとっては非現実的なものばかりなのだから混乱するのは当然だ。不服なことばかりだが、なにをどう言えば伝わるのか見当もつかない。

「さ、入って。今日からここが、史佳の部屋だ」

　通された部屋は、自宅の部屋の三倍はあった。

　中央に二人掛がけのテーブルセット、正面には大きな窓があり、天井から床ゆかまでの長いカーテンが閉められている。クィーンサイズはありそうな天てん蓋がいつきのベッドは部屋の右側に置かれ、その反対側の壁は半分が本ほん棚だなになっていた。端はしには、デスクまで備えつけられている。

（この部屋におれ一人……？）

　充じゆう分ぶん過ぎる広さで住むには困らないだろうが、ユリウスが言った彼の寝室とつながっているという事実はいただけない。

「……場所だけ変えてほしい」

「困ったね。それならあの長い廊ろう下かを延々と進まないと。辿たどりつけるかどうかはわからないけれどね」

「う……、ずるい……」

　史佳の頰ほおにまたキスをして、ユリウスは満足気に笑う。

　この現実味のない外見をした男は、なぜこんなにも自分に触ふれてくるのだろうか。不快感をあらわに眉まゆ根ねを寄せてみたところで、彼は特に気にもしていないようだった。

「必要な物はひと通り揃そろえておいた。もし他ほかにほしい物があるときはいつでも言って」

　ユリウスがまたパチンと指を鳴らすと、それに応こたえるようにクローゼットが開き、デスクの上に置かれていたライトが点つく。再びパチンと指の鳴る音がしたとき、ライトの首が動き、照らす向きが変わった。淡あわい光に照らされた本棚には見覚えのある本が並び、読みかけだった文庫本もそこに収まっている。

「ど、どうしておれの本がここに……？」

「全部、きみの部屋から持ってきておいた。史佳が好きそうなこの世界の本も何冊か選んできたから、時間があるときに目を通してみるといい。きっと、おもしろいと思うよ」

　史佳の手を放したユリウスにそっと髪かみを撫でられた。それを振り払はらう気力もない史佳の栗くり色いろの癖くせ毛げに指を絡からませ、ユリウスは続ける。

「すぐそこにあるドアがバスルームとトイレで、その奥がさっきまでいた僕の寝室。いつでも訪ねて来て。歓かん迎げいするよ」

　彼の言葉に史佳は顔をしかめた。部屋の作りを説明してくれたのはありがたいが、一番奥の部屋には絶対に行きたくない。

「こんな時間だけれど、軽い夕食を準備しておいた。それを食べて、明日に備えてゆっくり休むといい」

「……明日？」

　首を傾かしげた史佳の前まえ髪がみを撫で梳すき、ユリウスは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「そう。明日から、ここエーデルフェルト学園の新学期が始まる。明日は始業式と史佳の就任式だけで授業はないけれどね」

「しゅ、就任式って……。本気なのか？　本当におれを教師にするつもり？」

「もちろん。きみは、生まれながらにしてその資格がある」

「そんな！　だっておれは……っ、んん！」

　言葉を封ふうじるようにキスをされ、最後に唇くちびるをひと舐なめされた。

「おやすみ、また明日」

「ちょっと待って！　話はまだ……っ、」

　史佳の制止も空むなしく、ユリウスは聞く耳も持たずに部屋を出ていってしまう。

　パタン、と小さな音を立ててドアが閉まり、部屋に一人きりになった途と端たん、得体の知れない疲つかれがどっと襲おそってきた。

「訳わかんない……」

　このままベッドに倒たおれ込みたい衝しよう動どうにかられたが、それではなにも解決しない。怪あやしい世界の怪しい男に用意された部屋で、このまま眠ねむってしまっては危険過ぎる。

　ぐるりと部屋を見回して、とりあえず、ユリウスが指を鳴らしてから開いたままになっていたクローゼットを閉めるために近づいた。

　成人男性でも五人は入れそうなほどの広さがあるその中には、史佳の着慣れた私服や仕事着にしていた色味の少ないシャツとジーンズがあり、お気に入りの靴くつも何足か並んでいる。

　それ以外にも明るい灰色や濃のう紺こんに白のストライプが入った真新しいスーツ、それに合わせられるようなワイシャツに、自分では決して選ばない細めのネクタイ、いくつかの靴箱があった。そして、一番奥には子どもの頃ころに見た絵本や映画に出てくる魔ま法ほう使つかいが着るような、腕うでを通さずに身体からだをすっぽりと覆おおう真っ黒なマントが吊つるされていた。

「これ……、今日おばあちゃんの部屋で見た……」

　手に取ってみると、裏布が濃こい紫色のマントはこの世界に来る直前に稀見佳の仕事部屋で見た、その場の雰囲気を変えるほど存在感のあったものによく似ている。

（……本当に、二人とも魔法使いだったんだ）

　ユリウスにその事実を告げられたときは、たった今自分のいる場所が魔法界だと教えられたときほど驚おどろかなかった。むしろ、こんなにも現実離ばなれした話だというのに素す直なおに納なつ得とくすらした。

　思えば、幼い頃から不思議なことはいくつもあったのだ。

　統計学や易学に基もとづくものだとされている占うらないと稀見佳のそれは、似て非なるものだと子どもながらに感じていた。事実に基づき計算して占っているというよりは、自分の正面に座った相手の将来を見て話しているように思えたのだ。なにより、彼女の占いは的確だった。

　そして、その稀見佳の能力を彩佳が継ついでいる。祖母ほどではないにしろ、彩佳もまた、すぐそこの未来が見えるようだった。天気を言い当てることはもちろん、数日先のことであればおおよそ見当がつくらしく、「史佳、交差点に気をつけて」と言われた日には危あやうく事故に巻き込まれそうになり、「夢が叶かなうわよ」と言われた直後に花屋から採用決定の連れん絡らくが届いた。

　だから、そんな彩佳が稀見佳の跡あとを継ぐと言ったときもさほど驚きはしなかった。「彩佳ちゃんは将来、二代目になるのかな？」と、祖母の常連客から口々に言われていた彼女が、その道を選ぶのは自然な流れにしか思えなかった。

　史佳と彩佳の両親は、若くしてこの世を去っている。その両親に代わって二人を育てあげたのが、夫を早くに亡なくした祖母だった。

　双ふた子ごで、育った境きよう遇ぐうも同じだが、考え方は正反対だ。両親が残してくれた、小さくとも温かな家に住み続けていた史佳と、自宅から通えないこともない距きよ離りにある祖母の家に早々に移り住んだ彩佳。なにをしても、褒ほめられるのはいつも彩佳ばかりだった。

　置いてけぼりにされるのが嫌いやで、稀見佳と彩佳の真似まねをしようとしたこともある。だが、祖母のように水すい晶しよう玉だまに手をかざしても、妹のように空を見上げても、史佳にはなにも見えなかった。

　能力を持っていない自分が哀かなしくて空しくて、そして、それを持っている彩佳と比ひ較かくされることが悔くやしくて、それでも諦あきらめるしかなかった。だから、普ふ通つうの人間でなにが悪いのかと自分に言い聞かせ、折り合いをつけて生きてきたというのに。

「なんで……、なんで今さら魔ま法ほうなんて……！」

　やり場のない怒いかりに任せて、マントが掛かけられたハンガーをクローゼットの奥に押しやる。決して袖そでを通すことのないそれは、史佳にとってコンプレックスの象しよう徴ちようのようで耐たえられない。できることなら、二度と見たくなかった。

　視界にマントが入らないように、しゃがみ込んで靴箱を開けて中の靴を確かく認にんする。一箱、二箱、と中を見て最後の箱を持ち上げると真っ白な物体が史佳に向かって転がり落ちてきた。

「……毛玉？」

「ふぁー」

「毛玉から声っ!?」

　慌あわてて立ち上がり、後ずさった史佳の前で真っ白なそれがもぞもぞと動く。長いしっぽと背中に入った三本のセピア色の縞しま模も様ようからしてシマリスなのかもしれないが、いかんせん史佳が知っているリスの色ではない。身体を覆っている毛が真っ白だった。

「あー、よく寝ねた……」

「喋しやべった[image: !!!]」

　驚きのあまり、目の前の事実を指し摘てきすることしかできなかった。口をぱくぱくさせた史佳が指差したリスらしき生き物は、ぱちぱちと黒い瞳ひとみを瞬まばたかせ、こちらを見て小首を傾かしげる。

「……もしかして、おまえが史佳？　あちゃー、寝過ぎた」

「なんでおれの名前!?　ちょっと待って、もしかして……っ」

　思い立ち、再びしゃがみ込んで近づいた。威い勢せいのいいリスをしっぽごと鷲わし摑づかみにし、史佳は腹か背中にあるはずのスイッチを探す。

「痛ぁ！　しっぽ！　しっぽ痛い!!」

　話せる動物なんて、おもちゃでしか見たことがない。それならばこの白いリスらしき動物にも、どこかに電源がある──はずだった。

「あ、あれ？　どこにもない……」

「なにがないんだ？　まさか、このオレをおもちゃかなんかだと思ったわけじゃないだろうな！　正しよう真しん正しよう銘めい、生きた白いシマリスだぞ!!」

「リスが喋るなんて普通じゃないっ！」

　史佳がそう言うと、リスはするりと手から抜ぬけ出した。捕つかまえようとした史佳より早く腕をよじ登り、右みぎ肩かたで止まる。

「わ、わっ」

「っかー、重じゆう症しよう！　人間界に染まり過ぎ！　ここは魔法界だ、シマリスが喋ってなにが悪い！　つっても、白くて喋れるシマリスなんてオレぐらいだけど？」

「今度はなんなんだ……、声でかいし……」

　ため息交じりの声には半分以上諦めが含ふくまれていた。理解できないことが多過ぎて、もはやすべて『魔法界だから』で片づけてしまえるのならそれでもいいかとすら思う。

「なんか言ったか？……それにしても」

　右肩にいるリスは史佳の襟えり足あしに近づき、そこに鼻を寄せる。ピスピスと小さな音を立てて匂においを確認し、長いしっぽを揺ゆらした。

「聞いてた通り、ほんっときれいだな。惚ほれた欲よく目めだけじゃなかったってことか」

「きれい？」

　肩に手を伸のばすとリスは逃にげるように頭に移動した。頭頂部で「決めた！　今度はおまえにする！」となにやら宣言しているが、さっぱり意味がわからない。

「……スイッチどこ？」

「だーかーらー、そんなもんないっての。普通のシマリスだ！」

「全然普通じゃないだろ」

　髪かみを摑つかまれたかと思えば耳元でキィキィと騒さわがれ、次し第だいに面めん倒どうになってくる。

　黙だまり込んだ史佳に気づいたリスは右肩に戻もどり黒目がちの大きな瞳でじっと史佳を見つめ、首を傾げた。

　ユリウスからの説明にすら頭がついていかなかったというのに、そのうえリスまで喋り出すだなんて誰だれが思うだろう。

　項うな垂だれる史佳の腕を伝い、降りてきた彼が膝ひざの上にちょこんと座る。

「あ、自己紹しよう介かいしてなかったな。オレはヴァロ。シマリスだけど、おまえより年上だぞ」

「年上って……。リスの寿じゆ命みようでってこと？」

　言葉の意味をそのまま受け取ることはできずに訊きき返した。ヴァロは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、小さく咳せき払ばらいをする。

「ま、まぁ、それについてはおいおい説明してやる。史佳、オレの名前呼んでみろ」

「……ヴァロ」

　言われるままに返すと、ヴァロの身体の輪りん郭かくが淡あわく光った気がした。

「ん、やっぱりそうだ。……よし、史佳。オレは当分おまえと一いつ緒しよにいてやるから、なんでも訊いてくれ。魔法界のことでも学園のことでも、大たい抵ていのことなら知ってるぞ」

「へぇ……。それ、本当ならすごくありがたいかも」

「あっ、そうだ！　オレ、腹減ってたんだ。なんか食べたい！」

「自由だな……」

　肩に移動した彼を乗せたままテーブルに向かう。テーブルの縁ふちには野の薔ば薇らの彫ちよう刻こくがあしらわれていた。その上にはユリウスが準備してくれた色いろ鮮あざやかな果物やサラダ、小さめのパンなどが載のったトレーが置かれている。

「おぉ！　その黄緑の粒つぶ食べてみたい！」

「これのこと？」

　椅い子すに腰こしを下ろしヴァロにマスカットを一粒渡わたす。

　甘いっ、うまい！　とそれを口いっぱいに頰ほお張ばるヴァロを見て、史佳は何度目になるかわからないため息をついた。

（前ぜん途と多難どころか、実感がまるで湧わかない。ユリウスは胡う散さん臭くさいし、白いリスは喋るし……）

　すべて夢ならばいいが、口に運んだマスカットは瑞みず々みずしくて甘い。夢にしてはリアル過ぎる味に、史佳は際限なくついてしまいそうになるため息と一緒にそれを飲み込んだ。
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　朝が来て目が覚めれば元の世界に戻っているかもしれないという史佳の淡い期待は、ドアをノックする音で無残に打ち砕くだかれた。

　瞼まぶたを開いて天てん蓋がいのベール越ごしに見た天てん井じようは高く、少し視線を移すと小こ振ぶりのシャンデリアが煌きらめいていた。どう考えても、自分の部屋とは似ても似つかない。

「……なんにも変わってない」

　ベッドから身体からだを起こしてそうつぶやいた史佳は、枕まくら元もとで小さく丸まり、白い毛玉のようになって寝ね息いきを立てているヴァロにちらりと目をやった。今は静かだが、起き出したらまた勢いよく話し出すのだろう。

（もしかしなくても、魔法界のままだ……）

　コンコン、と再度ドアをノックされ、ベールを払はらってベッドを下り、ルームシューズを履はく。用意されていたパジャマが膝ひざ丈たけで、しかも上だけだったせいで落ち着かないうえに歩きにくい。毛足が長く柔やわらかな絨じゆう毯たんの上を進み、廊ろう下か側にあるドアの前に立った。

（まさか、開けたらまた廊下が伸びたり……？）

　こんなに明るい時間に再びあの光景を見たら、一日を穏おだやかに過ごせる自信はなかった。とはいえドアを開けないままでいるわけにはいかず、史佳は意を決してアンティーク調のドアノブを握にぎり、ゆっくりと扉とびらを開いた。

「おはよう、史佳。よく眠ねむれた？」

　ドアを開けると、そこには両手でシルバーのトレーを持ったユリウスが立っていた。

「……おはよう」

「元気がないね。昨夜はあんなに威勢がよかったのに……。朝食を用意したから一緒に食べよう？　中に入ってもいいかな」

　空腹を覚えていた史佳は断る理由もなく頷うなずく。それを見たユリウスはにっこりと笑って部屋に足を踏ふみ入れた。

　彼が纏まとう雰ふん囲い気きは、朝の光にも負けないほどに眩まぶしい。なんの変へん哲てつもない細身の白いシャツと黒いパンツを身につけているだけなのだが、モデルのような体形と整った顔のためか嫌いや味みなほど爽さわやかだ。

「そんなにじっと見つめて……、見み惚とれてくれているのかな？」

　ちゅ、と額にキスをされて慌あわてて距きよ離りを取った。

「朝からなにっ」

「朝でも夜でも、いつだってきみに触ふれていたいと思っているよ。さ、食事にするから顔を洗っておいで。それとも、手伝ってほしい？」

「結構です！」

　ユリウスの提案を間かん髪はつ容いれずに断り、きびすを返してバスルームに向かう。

　バス・トイレ以外にも洗面台と脱だつ衣い所のあるスペースは、ここだけで史佳の自室と同じくらいの広さだ。

　華きや奢しやな蛇じや口ぐちを捻ひねりながら見た鏡に映った自分の顔が心なしか赤く染まっていて、史佳はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

（軽口を真に受けて赤くなるなんてありえない。そもそも、どうしてあんな美形が、おれなんかをかまうんだ）

　冷たい水で勢いよく顔を洗いタオルで拭ふくと、頭の中が少しすっきりした。

　栗くり色いろの癖くせ毛げは今日もカールしていて、櫛くしで梳とかしてもさほど代わり映ばえしない。鏡の中の自分を一いち瞥べつして部屋に戻ると、白い物体がパジャマの裾すそに飛びついてきた。

「史佳、おはよ！」

「ぅわっ、ヴァロか……。おはよう」

　あいさつを返した史佳に満足気に鼻を鳴らし、ヴァロはそのまま慣れた様子で史佳の身体をよじ登り、右肩に辿たどり着く。どうやらそこを自分の定位置に決めたらしい。

　その様子を見ていたユリウスは、部屋の中央にあるテーブルに朝食をセットしていた手を止めて腕うでを組んだ。

「やっぱり気に入ったかい？」

「おう！　おまえなんかより、断然史佳だなっ」

（……おれがなんだっていうんだろう）

　話題は自分のことのようだが、いかんせん当の本人にまったく説明がない。

「なんかって言われるのは心外だけれど、そうしてもらえると僕も助かる」

「まだ弱いけど、今でもこれだけきれいなんだ。間ま違ちがいないと思うぞ」

「ああ、それについては同感だ」

「……あの、なんの話をしているのか全然わからないんだけど……」

　自分を置いて進んでいく会話に痺しびれを切らしてそう尋たずねると、ユリウスは史佳の問いかけに答えることなく、にっこりと笑う。

「それにしても、パジャマ姿も可愛かわいいね、史佳」

「そんなことで誤ご魔ま化かすのか？」

「とんでもない。僕は思ったことを言っただけだよ」

　飄ひよう々ひようと言ってテーブルセッティングを再開したユリウスにそれ以上なにも言う気になれず、史佳は口を噤つぐんだ。

「あのさぁ、昨夜からずっと思ってたんだけど。史佳のパジャマはなんで上だけなんだ？　ズボンはないのか、ズボンは」

　小さな手でパジャマを摘つまんだヴァロに指し摘てきされ、史佳は改めて自分を見下ろした。いくら丈たけが長いとはいえ、パジャマの裾からは体毛も薄うすく貧弱な素す足あしが覗のぞいている。本来であれば誰だれにも見せられない、だらしない恰かつ好こうをしていることが急に恥はずかしくなった。

「……部屋にあったのがこれだけだったんだよ」

「ふぅん……。……まさか、おまえが用意し忘れるわけないよな？」

　訝いぶかしんだ声で尋ねたヴァロにユリウスが返したのは完かん璧ぺきなまでの笑え顔がおだった。

「このほうが史佳に似合うじゃないか」

「似合う……!?　そんな理由でおれはこんな恰好をさせられてるのか？」

「すきな子に似合う恰好をさせたくなるのは男の性さがだ」

　慣れた手つきでティーポットから紅茶を注ぐユリウスとの会話をこれ以上続けようとは到とう底てい思えない。史佳はげんなりしながら話題を変えるために右みぎ肩かたから降りてきたヴァロに尋ねる。

「そういえば……、ヴァロはユリウスと知り合いだったんだな？」

「知り合いもなにも、コイツが生まれた頃ころからのつきあいだ」

「へぇ、生まれた頃か……って、えぇ？」

　そうなると、ヴァロはユリウスよりも年上ということになる。確かに昨夜、史佳よりも年上だと言ってはいたが、それはあくまでもリスの寿命を人間のそれに換かん算さんしての話だと思っていた。

（どういうことだ？　話せるリスは寿じゆ命みようも長いのか？　そんなこと普ふ通つうじゃないけど、全部、『魔ま法ほう界だから』で片づけられそうだな……）

　史佳が信じるかどうかに拘かかわらず、魔法界は存在し、そこで暮らす人々は実在する。ただそれだけの話なのかもしれない。とはいえ、そう簡単に割り切れるようなものでもないのだが。

「なー、早くメシにしようぜ」

「そうしようか。時間も限られていることだし」

　三人分のお茶を注ぎ終えたユリウスがパチンと指を鳴らす。すると、なめらかに椅子が動き史佳に座面を向けて静止した。

「さ、座って」

（椅子が動いたぐらいじゃ驚おどろかなくなってる自分が嫌いやだ……）

　自分の順応力の高さが素す直なおに喜べない。辟へき易えきしながら腰を下ろすと、椅子は史佳を乗せたままテーブルに向き直った。

　天井から床ゆかまで続いているカーテンを開けただけで、室内は随ずい分ぶんと明るい。

　昨夜は見えなかったが、窓から見える景色は緑豊かだ。よく茂しげっている木々の葉を見下ろすことができるということは、この部屋は高い場所にあるのだろう。

「食事にしよう」

　彼の声に応こたえるように、史佳はいただきますと両手を合わせた。その様子を見ていたユリウスが史佳に倣ならって手を合わせている間に、改めて調ととのえられたテーブルを見る。

（……うわぁ）

　ホテルの朝食よろしく、数種類の葉物で作られたサラダボウルと白色の濃のう厚こうそうなスープに、飾かざり切りされたフルーツでデコレーションしてあるデザートと紅茶、バスケットには数種類のバゲットが入っている。メインはオムレツのようだが、すべての料理にどこか違い和わ感かんを覚えた。盛りつけが奇き抜ばつだとか、匂においがおかしいというわけではないのだが、全体的に色が濃こく鮮あざやか過ぎて作り物のようにさえ見える。

「史佳の口に合うといいけれど」

　空腹を訴うつたえていたヴァロに、全ぜん粒りゆう粉ふんで作られたような少し茶色がかったバゲットをちぎって渡わたす。それから、ユリウスの視線を手元に感じつつ、フォークを手に取りサラダを口に運んだ。

　新しん鮮せんな野菜をシャキシャキと音を立てながら咀そ嚼しやくする。

「おいしい。ドレッシングはちょっと……、癖くせがあるけど」

「よかった。ニラウの涙なみだが入っているから、塩気が強いかもしれないと心配していたんだ」

「……ニラウ？」

　聞き慣れない単語を繰くり返すと「大きな羽を持った海鳥だよ」と教えられた。

「う、海鳥の涙……？」

　見たことも聞いたこともない食材名に首を傾かしげる史佳に、ユリウスが別の皿を勧すすめてくる。

「このオムレツはどうかな。食べてみて」

　促うながされるままに形よく作られた鮮やかな黄色のそれを一口食べた。

　ほんのりとした甘さが広がる。口当たりがとろりとまろやかなのは、チーズかなにかが入っているのだろうか。

「お、おいしい、けど……」

「採とれたてのイクサルの卵とナウヴィンの乳で作ったチーズのオムレツだ。イクサルは獰どう猛もうな一角鳥……、つまり角を持った鳥。それに、ナウヴィンは水中でしか生きられない牛だよ」

「…………」

「少しでも早く魔法界に慣れてもらおうと思ってね。昨夜は人間界から取り寄せた食事にしたけれど、いつまでもそういう訳にはいかないだろう」

　にこやかに説明されても、どう反応を返していいかわからない。

「……お気き遣づかい、どうもありがとう」

　ひとまずぎくしゃくと返事をした史佳は、テーブルの上に並んでいる食事に目を移す。

（これ、全部魔法界の食材で作ったってことか……）

　ビシソワーズのようなスープも、フルーツが飾られたババロアも、どちらもおいしそうに見えるが口にする前に食材の説明を聞こうと決めた。

「ところで、これは誰が作ったんだ？　お抱かかえのシェフがいるとか？」

　気を取り直し、とりあえずこの中では一番無難そうに見えるサラダを食べ始めた史佳に、ユリウスもフォークを手にする。

「いや、この学園にシェフはいない」

「え？」

「食材さえ準備すれば、あとは……」

「指を鳴らすだけだよな。つまり魔法だ、魔法」

「……へぇ」

　史佳の気のない返事にヴァロが笑った。

　料理のように手間のかかる作業が、指を鳴らすことだけで済んでしまうという。

（……でも、それってなんか違ちがう気がする）

　うまく表現できないが、なにもかもを魔法で解決することに違和感を覚えた。クローゼットを開けたり、椅い子すを引いたり、単純なことであれば問題はない。だが、たとえば料理のようになにかを作るためにも魔法を使ってしまっては達成感もなにもないのではないだろうか。魔法も自分の力だと言われてしまえばそれまでだが、史佳には自らの手を使うという行こう為いそのものに意味があるように思えるのだ。

　それは、植物を育てることと同じだと思う。植物に合った土を用意して、種を蒔まき水をやる。芽が出る前から時間と手て間ま暇ひまをかけ、芽め吹ぶいてからはそれまで以上に愛情を注ぐ。そうして大輪の花が咲さいたときの喜びは、なかなか味わえるものではなかった。なにものにも代えがたい、その瞬しゆん間かんを味わっていたくて花屋を一生の仕事に選んだはずだった。

（なのに、どうしてこんなことになってるんだろう……）

「史佳は、まーだなんにも信じらんないのか？」

　ヴァロの声で思考が遮さえぎられる。思い出したように手を動かしながら史佳は口を開いた。

「昨夜からこれだけいろいろ見せられれば、さすがに少しは信じたよ。でも……、すんなり信じられる人は、多少なりとも魔力を持っている人だと思う」

「あー、なるほど。史佳は、魔力とか全然ないってことか」

「そういうのは全部、双ふた子ごの妹が継ついでるんだ。おれは占うらないもできないし。……そもそも、魔力とか魔法使いってどういう存在なんだ？」

　あまりに自然にその単語が使われていたせいで、尋たずねることを忘れてしまっていた疑問を今さらながら投げかけると、ユリウスが膝ひざの上のナプキンで口元を拭ぬぐった。

「魔力は魔法を使うときに必要な力のことだよ。強い魔力を持っていれば、強い魔法を使うことができる」

「魔法使いは？　普通の人間とどう違うんだ？」

「難しい質問だね。厳密に答えるなら、種族が違うということになるかな。もっとも、最近では魔法使いと人間の混血も増えているけれどね」

「じゃあ……、おれは混血になるのか」

　祖母の稀見佳が純じゆん粋すいな魔法使いだとしても、写真でしか見たことのない祖父と古い記き憶おくの中でしか会えない両親までがそうだとは考えにくい。

　自分なりに整理してつぶやくと、ユリウスが銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして首を傾げた。

「なぜ？　きみは僕と同じ、純血の魔法使いだよ」

「……え？」

「紫の魔女だけでなく、史佳のおじいさまもこの学園出身の純血の魔法使いだ。お母さまもお父さまも純血だったそうだけれど……。ご両親は残念ながら、途と中ちゆうで人間界に戻もどられたと聞いているよ」

「ええっ!?」

　初めて聞く事実に、思わず大きな声を出してしまった。まさか、祖父や両親までもこの学園に在ざい籍せきしていたなんて。

　自分を普通の人間だと思っていたのは史佳だけだったという事実に、打ちひしがれているとユリウスが目を細める。

「史佳が自分から僕に質問をしてくれるなんて、今日は素す敵てきな一日になりそうだ。こんなに素す晴ばらしい朝の時間を過ごしたことはないよ。これから朝食は一いつ緒しよに摂とろう。明日からはもう少し早い時間に起こしに来るけれど、いいかな」

　史佳の気分とは裏腹に上じよう機き嫌げんでユリウスは言った。ちらりと彼を見ると、外見に見合った優ゆう雅がな仕草で食事を進めている。

「……何時に食事にするか教えてくれれば自分で起きる」

「それは、僕から起き抜ぬけの可愛かわいいきみを見る楽しみを取り上げたいということ？」

　臆おく面めんもなく言われ、背筋が寒くなる。口を開けばこんなことばかり言ってくるユリウスは、『残念な美形』以外のなにものでもない。

「……可愛くないし、寝ね起おきなんて誰だれにも見せたくない」

「恥はずかしがりやだね。それなら、寝ている史佳をこっそり見に来ることにする」

　なにがわかったらその結論に至るんだ。

　頭を抱えたくなっている史佳をよそに、ユリウスはティーカップを持ち上げゆっくりと香かおりを楽しんでから口にする。そのさまが、やたらと堂に入っていて悔くやしい。

「昨夜も言ったけれど、今日は始業式だからこうしてゆっくりしていられるだけだ。でも、明日からは通常授業が始まるからね、あと一時間は早く起こしに来るよ」

（結局、起こしに来るんじゃないか）

　得体が知れない食材で作られたとはいえ、出された料理を残すことはしたくない。皿に残っていたオムレツを平らげた史佳は、絶対にユリウスが来るより早く起きていようと決めた。

　本さえあれば時間などいくらあっても足りないのだから、二時間でも三時間でも彼より先に起きて、空いた時間はすべて読書にあててしまえばいい。

　幸い、早起きは得意だから問題はない。花屋に勤めていた頃ころは、回り番で市場に仕入れに行くこともあったのだから、それに比べれば楽なものだ。

「史佳といると時間を忘れる。あと五分もすれば行かなければいけないのに」

　名残なごり惜おしそうなユリウスの言葉に、史佳は自分が置かれている状じよう況きようを思い出す。

「本当に……、おれなんかが教師になるのか？」

「なんかって言葉はよくないな」

「だっておれ、魔ま法ほうなんかなにも……」

　自分でそう言いながら、ふと気づく。

　人間界では片へん鱗りんもなかったが、魔法界にいる今ならば多少の魔法は使えるのかもしれない。なにしろ、身体からだには紛まぎれもなく魔法使いの血が流れているのだ。

「ひょっとして、ここでならおれも魔法が使える……とか？」

　ほんの少しの期待を込めてユリウスに尋ねた。すると、彼はふっと表情を消す。黙だまったままのユリウスに、もしかして──と思っていると、彼は首を横に振ふった。

「いや……、きみに魔法は使えない」

「……そう、か」

　わかっていたはずの答えに自分で思っていたよりもずっと落らく胆たんした声が漏もれた。

　それは、魔法が使えないと言われたからではなく、ユリウスの左右で色の違う双そう眸ぼうに悲ひ哀あいと同情が浮うかんでいるように見えたからだ。幼い頃から幾いく度どとなく向けられてきたその視線を、まさかここまで来て受けるとは思わなかった。

（彩佳が、どこにいてもついてくる。彩佳にはある魔力が、おれにはないから）

　その事実からは逃のがれようがない。すべてわかっていて、どうしようもないのだから怒いかりを覚えるのも本当は違う。そこまで理解できていても、簡単には割り切れなかった。

「史佳」

　柔やわらかな声で呼ばれ、無意識に俯うつむけていた顔を上げる。

「魔力の有う無むは関係ない。それに、魔力がないからこそ教えられることがある。だから僕は、史佳に教師になってほしいと思った」

「え……」

「きみじゃなきゃダメなんだ。いきなりこの世界に来て戸と惑まどうことばかりだろうけれど、僕は史佳に期待してる」

「……期待」

　持っていて然しかるべき能力がなくてもいいと、他人に言われたのは初めてだった。

　能力を持たないからこそできることがあるなんて、人間界ならいざ知らず魔法界で言われるとは。そのうえ、ユリウスは史佳に期待しているとも言った。

（人間界に戻れないおれを慰なぐさめるために言った、とか……？）

　ただのリップサービスかもしれないと思いつつ、言われ慣れていない言葉に胸が高鳴っている。それに気づかないふりをして、史佳はユリウスから少しだけ顔を背そむけた。

　だが、テーブルに置いていた手をそっと包まれる。顔を戻すとすぐ近くにユリウスが立っていた。

　彼は史佳の額にかかった癖くせ毛げを払はらい、あらわになったそこに頰ほおを寄せる。ぴたりと触ふれ合った場所から、自分よりも少し低めの体温が伝わってきた。

「ユリウス……、こういうのはやめてくれ」

　零こぼれそうになるため息を吞のみ込んでそう言っても、ユリウスは離はなれようとしない。

「なぜ？　すきな子に触れるのはいけないこと？」

「昨夜会ったばかりで、すきとか……っ、む！」

　抗こう議ぎの言葉はユリウスの唇くちびるに止められた。触れるだけのキスの最後に、薄うすい下した唇くちびるを優やさしく食はまれる。

「んっ！　や……めろって、言ってるだろ！」

　ユリウスが離れたのと同時に唇をパジャマの袖そでで拭っていると、ヴァロが笑った。

「ははっ！　ユリウス脈なし！」

「うるさいぞ、ヴァロ。僕は、史佳のことをこんなに愛いとおしく想おもっているのに」

「い、愛おしいとかそういうのも、軽々しく言うなっ」

「それに関しては承しよう諾だくできないな。やっと本人に言えるようになったんだ、いくらでも言わせてもらうよ。……さ、僕はそろそろ失礼する。始業式の準備をしなければいけないからね。ヴァロ、あとは頼たのんだ」

「おう、任せとけ！」

　いつの間にか食事をきれいに食べ終えていたユリウスは、またパチンと指を鳴らす。すると、テーブルの上から使い終えた皿が跡あと形かたもなく消えた。

「史佳は就任式に間に合うように来てくれればいい。生徒に示しがつかなくなるから、遅ち刻こくにだけは気をつけて」

　そう言い残し、ユリウスは部屋を出て行く。

　一人残された部屋で、史佳はティーカップを両手で包むように持った。じんわりと温かいそれに息をつき、考えを整理する。

（魔法界とか教師とか、おじいちゃんも魔法使いで、父さんと母さんもここに通ってたことがあるとか……。なんだか全部、夢みたいだけど）

　昨夜触さわった鏡は鏡のままで、それを通って帰ることはできなかった。部屋から一歩足を踏ふみ出せば廊ろう下かが伸のび、白いシマリスは人間の言葉を話す。一晩明けても状況はなにも変わらず、その気配さえ皆かい無むだ。

「……やるしかない、か」

　そう腹を括くくった史佳は、ぐっとカップを呷あおった。







　朝食を済ませ、食器をきちんと洗ってから、ヴァロに言われるままに向かった先は、聖堂にある舞ぶ台たいの袖そでだった。ひとまとめにされた濃のう紺こんに金糸で刺し繡しゆうが施ほどこされた緞どん帳ちようを少しだけ手で押しやり、史佳はそっと聖堂全体を見回す。

　高い天てん井じようはアーチを描えがき、その中央からはクリスタルで作られたような大きなシャンデリアが吊つるされている。奥の壁かべには全面青を基調にしたステンドグラスがあしらわれ、室内の照明はすべてロウソクだった。十じゆう字じ架かと祈いのりを捧ささげる椅い子すこそないが、まるでミサを執とり行う場所のような雰ふん囲い気きだ。

『聖なる場所』という意味を持つらしい、プーディストスと呼ばれているこの場所は、今日のように学園での大切な催さい事じの際にのみ入ることが許されるそうだ。

「本当にここでいいのか？」

「いいんだよ。もう少しで呼ばれると思うから、そしたらユリウスの隣となりに立てばいい」

「わかった」

　小声で短く返事をして、壇上のユリウスを見やる。

　表情こそ見えないが、演台に軽く両手を乗せた彼は真っ黒なマントを着ていた。大きなシャンデリアが反射する太陽の光よりも輝かがやく銀色の髪かみがマントに映はえ、物語の中から出てきたように現実味がない。生徒を前に話しているためか、口調もまるで別人だ。

（それにしても……、結構人数は少ないんだ。年ねん齢れいも本当にバラバラ）

　よく通るユリウスの声を聞き漏もらさないよう熱心に耳を傾かたむけているのは、同じく黒いマントを身に纏まとった生徒たちだ。その数はおおよそ百名ほどで、性別も、肌はだの色から察するに国こく籍せきも様々なようだった。ここに集まっているのが学園の全生徒なのだとすれば数はそう多くはない。

　ただし、年齢は見たところ小学校高学年から高校生までと幅はば広ひろく、俗ぞくに言う思春期真まっ只ただ中なかの年齢層を一度に教えるとなれば苦労は絶えなそうだ。

「クラスはいくつあるんだ？」

「いや、これで一学年。クラスは一つで学年制もないし、卒業には三年かかる。今回の人数は確か九十人だったかな。前学園長は八十って決めてたけど、ユリウスが学園長になってから応おう募ぼが増えて、仕方なく十人増やしたんだ」

「ユリウスになってからって……、どうして？」

　史佳が尋たずねると、ヴァロはしばし黙り込んだ。

「史佳からすれば、アイツはウザいだけかもしれないけど。魔ま力りよくを持ってる者からすれば、そうじゃないんだよ」

「それってどういう意味？」

「……まぁ、ここで生活してればそのうちわかる」

　はっきりしない言い方に疑念は晴れなかったが、深く追つい及きゆうするのも面めん倒どうで史佳も曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

「それにしても史佳、ほんとにマントいらなかったのか？」

　史佳が着ている服を眺ながめて、ヴァロは右みぎ肩かたで首を傾かしげる。

　朝食後に、クローゼットの中から史佳が選んだのは、グレーに白いストライプが入ったスーツだ。それに、白いワイシャツと紫むらさきのネクタイを合わせてある。

　どれも新品で、誂あつらえたようにサイズがぴったりだった。ユリウスが用意した物を身につけることに抵てい抗こうはあったが、式典に出席するためにはやむを得ない。

「いらない。おれは魔法使いでもないしね」

「それはそうかもしれないけど、ここではマントが正装なのに」

「いいんだ。着ても着なくても、白い目で見られることに変わりないから」

　なにをどう考えても、自分は場ば違ちがいだ。

　昨夜のユリウスの話が事実であれば、魔力もないのにこの世界にいるということ自体がおかしいだろう。ただの人間が、たとえ魔力を必要としない授業だとしても魔法学園の臨時教師だなんて、もしも自分がここの学生だったとしてもすぐさま納なつ得とくできるはずがない。

　それ以上に、いくら正装と言われようとも魔法使いの象しよう徴ちようであるマントを着て人前に出られるほど、史佳の神経は太くなかった。

「史佳がそう言うなら仕方ないけど、……」

　歯切れ悪くヴァロが言ったとき、ユリウスの一ひと際きわ大きな声が響ひびく。

「では、ここから就任式に移る。今学期からの臨時教師を紹しよう介かいしよう。……こちらへ」

　ぼんやりしていると、ヴァロに髪を引かれた。「呼ばれたぞ！」と耳元で教えられ、史佳はびくりと肩を震ふるわせて袖から出る。

　一歩舞台に足を踏み出すと、明るさに目が眩くらんだ。袖からは見えなかった壁かべ際ぎわに立っている教師陣じんからの視線が全身に絡からみつく。

（き、緊きん張ちようする……！）

　嫌いやな汗あせが背中を伝う。ドクドクと必要以上に大きく脈打つ心臓を宥なだめる術すべもなく、どうにかそのままユリウスの隣に立った。

　すると、それまで史佳の靴くつ音おとだけが響いていた聖堂がにわかにざわめき始める。

（……だから言ったのに。おれなんかがこんなところで教師なんて、無理に決まってる）

　史佳に向けられている視線に、好意的なものなどない。目を丸くする生徒に、嫌そうに顔をしかめる生徒、面おも白しろがって口笛を吹ふいている生徒もいれば、隣となり同どう士しでなにかささやき合っている生徒もいる。

　魔力のある者からすれば、そこにいるのが魔力を持たないただの人間だと一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだろう。生徒だけでなく、教師たちもざわついているのが目に入った。

「静せい粛しゆくに」

　低く、よく通る声が聖堂を震わせた。ユリウスの一言で場の空気が張り詰つめる。

「……こちらが、今学期から新設した生活科を担当する清野史佳先生だ」

　紹介されたままでいるわけにもいかず、まったく気は進まなかったが一歩前に出て礼をした。

　ユリウスに咎とがめられた生徒たちから声はないが、憮ぶ然ぜんとした表情がすべてを物語っている。それもそうだろう。人間になにを教わる必要があるのか、と誰だれしもが思っているはずだ。

「生活科という教科に、魔力は必要ない。そのため、授業では一いつ切さいの魔法の使用を禁止する。この学園では特例的な教科になるが、それぞれ勉学に励はげむように」

　滞とどこおりなく言い終えたユリウスが視線を送ってきた。それを合図に、もう一度頭を下げて逃にげるように袖に戻もどる。一刻も早く、突つき刺ささるような無数の視線から逃のがれたかった。

「ヴァロ……」

　光の届かない場所に戻り、大きく息を吐はいてから縋すがるように名前を呼んだ。

「あー……。うん、史佳がなにを言いたいのか大体わかるけど、後でゆっくり説明するから」

　閉会のあいさつも済み、始業式は無事に終しゆう了りようしたようだ。生徒たちが聖堂から出て行く足音が聞こえ始める。だが、史佳はその場から動くことができずにいた。

「史佳」

　名前を呼ばれ、のろのろと俯うつむいていた顔を上げるとそこにはユリウスが立っていた。

「顔色が悪いね。緊張していたうえにあれだけの視線だ、毒気に中あてられたかな」

「……こうなるだろうとは思ってたから」

　心配そうに眉を下げたユリウスに無理やり笑ってみせる。史佳の笑え顔がおを見た彼は、痛みを堪こらえるような顔をした。

「──いつだって、きみは強いね」

「え？」

　ふわりと頰ほおを包まれ、額を合わされる。

「だから……、こういうのやめろって言っただろ」

　力なく振ふり払はらった史佳にユリウスが見せた笑顔は先ほどのものとは対照的に明るい。見み間ま違ちがいだったのかもしれないと思いながら、つられるように史佳も笑った。

（……なにを笑ってるんだ）

　我に返り、唇くちびるを引き結ぶ。

「さ、まずはきみの教室に案内しよう。それを済ませて、気が進まないだろうけれど職員室に。教師陣に改めてきみを紹介しなければならないからね」

　舞台袖から出て舞台を降りると、すでに誰も残っていなかった。

　靴音を響かせながら歩き、聖堂の外に出てから扉とびらに向き直る。マントからスッと腕うでを出すと、黒いそれが翻ひるがえった。ちらりと見えたユリウスのマントの裏布は、よく晴れた青空のように鮮あざやかな青色だ。

　ユリウスがそこでパチンと指を鳴らすと、ロウソクの灯ひがすべて消え、一いつ斉せいにカーテンが閉まった。さらにもう一度指を鳴らすと観音開きの重じゆう厚こうなドアがゆっくりと閉まり錠じようの落ちる音がする。

「手品……じゃ、ないんだよな」

「ないよ。タネも仕し掛かけもない、ただの魔法だから」

　史佳の言葉に小さく笑ったユリウスが、左ひだり肩かたに手を回してくる。その手の甲こうをつねって退どかすと、彼はなぜか嬉うれしそうな顔をした。

「……変態なのか？」

「史佳が望むなら、そうなっても構わないよ」

「望んでない」

　並んだままで広く長い廊ろう下かを進む。ところどころに飾かざられた絵画や花か瓶びんは、どれもこれも高価そうなものばかりで、中には美術の授業で習った名のある作品によく似たものもあった。

「ここにある絵とかって……」

「ああ、これはここの卒業生の作品。史佳の世界でも有名だろう？」

「卒業生？　だってこれ」

　思わず指差した絵は、向日葵ひまわりをモチーフにしている。史佳の記き憶おくの中では黄色やオレンジで描えがかれていた花々は、額がく縁ぶちの中では緑色だ。

　絶句した史佳に右肩のヴァロがさらりと言う。

「おう、そいつもれっきとした卒業生だ。炎ほのおの画家、だっけ？　人間界では生きにくかったんだろ、早々にこっち戻って来てたからな」

　早世の画家としても有名な彼も魔法使いだったと言外にほのめかされ、深く考えることは諦あきらめた。史佳が考えていたよりもずっと、魔法界と人間界は深いつながりがあるらしい。

　廊下のつきあたりにあった階段で二階に移動する。促うながされるまま足を進めた生活科の教室は、二階の一番奥にあった。

「明るい……」

「おー、昼ひる寝ねするにはもってこいだなー」

「日当たりのいい部屋を選んだからね。史佳には太陽がよく似合う」

　教室の中に入り教きよう壇だんに立ってみる。六人掛がけの作業台が十五個並び、コンロとオーブンも本格的な物が各作業台に備えつけられている。史佳のよく知っている、普ふ通つうの──つまり、人間界での──家庭科室か調理室のような作りだが、いかんせん数が多い。

（これから生徒を……、しかも九十人も一度に教えるのか。そんな経験、一度もないのに）

　何度教室を見回しても、自分がここで授業をするイメージなどまるで湧わかなかった。

「授業は明日からだけれど、生活科は三日後にスタートするようにカリキュラムを組んである」

「おれに、三日で準備しろって？」

「史佳なら、それで充じゆう分ぶんだろう？」

「……。生活科っていわれても、なにをどうやって教えればいいんだ。教科書は？」

「エーデルフェルトでは教科書は使っていない。教師がその年その年の生徒を見定めてカリキュラムを組んでいく。卒業時に到とう達たつしていなければならないレベルは決まっていてもマニュアルはないんだ。だから史佳も、きみが生徒たちに伝えたいことをそのまま授業にすればいい」

「……おれ次し第だいってことじゃないか」

「さすがは史佳、飲み込みが早くて助かるよ」

　そう言ったユリウスは目を細めて笑った。

　伝えたいことを伝えるだけで授業になると言われても、その方法は教科書を用いるよりも難しい。この学園における生活科がどんな教科なのか、まずは史佳自身が定義を見つけなければならないだろう。

　顎あごに右手を当てて考え込んだ史佳の背後に、いつのまにかユリウスが回っていた。伸のびてきた腕から逃げるように窓まど際ぎわに移動する。そこから見下ろした先には丘おかのふもとが見え、それで初めてこの学園が丘の上に建っていることを知った。

「……きれいな緑」

「この丘は有名だぞ。エーデルフェルト学園は、別名、『丘の上の魔ま法ほう学園』っていうくらいだからな。それに、月夜も格別だ」

「そうなんだ」

　ヴァロから教えられ、食い入るようにそこを見つめた。丘が揺ゆれているように見えるのは、そこになにかが生えているからだろうか。

「そろそろ職員室に行こうか」

「あ……、うん」

　冷ややかな視線を向けてきた教師陣じんがいる場所にいかなければならないことで身体からだが勝手に強こわ張ばったが、それに気づかないフリをして史佳は窓から離はなれる。

「ああ、そうだ。これを」

「なに？」

　教室のドアに近づくと、そこで史佳を待っていたユリウスに一冊の本を手て渡わたされた。分厚く、ずっしりと重い青い装そう丁ていの本には、辞書のような見出しがついている。

「これは……？」

「魔法界の辞典だよ。この世界のありとあらゆることが載のっているから、役に立つと思う」

「おれ、この世界の文字なんか読めないけど」

「読めないかどうか、確かめてごらん」

　細やかな銀の箔はく押おしが施ほどこされた表紙を開き、ぱらぱらとページをめくると見たこともない文字が並んでいた。

「やっぱり読めない」

「よく見て」

「…………。……なんで」

　ページが進むにつれて、まったく読めなかった文字が読めるようになっていく。表現しがたい感覚は、気持ちのいいものではなかった。

「気持ち悪い……。もしかして、これもユリウスの魔法？」

　指を鳴らす音は聞こえなかったが、思い当たる節などそれしかなく、史佳は辞典から顔を上げて尋たずねる。だが、ユリウスは穏おだやかに微笑ほほえんだまま首を横に振った。

「いや……、史佳に魔法は効かないよ。たとえ誰だれであっても、きみに魔法をかけることはできないんだ」

「え？　それって、どういう……」

　訊きき返した史佳に背を向けてユリウスが歩き出す。歩ほ幅はばの差は大きく、立ち尽つくしていると見る間に距きよ離りが広がっていった。

「史佳、ユリウスに置いてかれると面めん倒どうだぞ」

「あ、うん」

　ヴァロに髪かみを引かれ、本を小こ脇わきに抱かかえたまま廊下を急いだ。階段にさしかかる前に追いつき、ユリウスと肩かたを並べる。

「言い忘れていたけれど、学園の廊下は複雑だ。迷わないように気をつけて」

「廊下、全部まっすぐだったけど？」

「それはユリウスと一いつ緒しよに歩いてたからだな。ここの廊下はいたずら好きで、勝手に動くんだ。生徒たちなんて、入学してしばらくはみんないたずらされて、必ず三回は授業に間に合わなくなるからなー」

「……それはすごく困る」

「心配すんなって！　史佳にはオレがついてるんだから、迷うわけないだろ？」

　右肩にいるヴァロに心強さを感じていると、ユリウスがぴたりと足を止める。

「ここが職員室だよ」

　示されたドアの右上には、読めるようになったばかりのこの世界の文字で『職員室』と書かれた表札のようなものが掲かかげられていた。

　無意識にこくりと唾つばを吞のみ込んだ史佳をよそに、ユリウスがドアを開ける。一気に集まってきた視線に怯ひるみそうになったが、踏ふみ止とどまってまっすぐ前を見み据すえた。

「仕事中に失礼する。式でも紹しよう介かいしたが、こちらが生活科担当の清野史佳先生だ。先生には、基本的に生活科室か準備室にいてもらうことになるため、なにかあればそこを訪ねてほしい」

　学園長であるユリウスの手前、近くにいた教師たちが史佳に握あく手しゆを求めてくる。会え釈しやくをしながらそれに応じたが、どの教師の目にも侮ぶ蔑べつに似た色が浮うかんでいた。

　形だけは和なごやかに、史佳を歓かん迎げいしているように取り繕つくろわれた雰ふん囲い気きの中、ユリウスに背中を軽く押された。自己紹介しろ、ということなのだろう。

「清野史佳と申します。不慣れでご迷めい惑わくをおかけすることも多々あるかと思いますが、これからよろしくお願いいたします」

　最後に深く頭を下げた。式典に出ていたためか、マントに合わせた黒い靴くつがいくつも視界に入ってくる。その中で一足だけ、落ち着いた色合いの赤いハイヒールが目に留まる。

「史佳先生が魔法界にもこの学園にも詳くわしくないのは、すでにおわかりかと思うが……。そうだな……、レータ・ラッシラ」

　ユリウスの声に応こたえて静まり返った教師陣の中から出てきたのは、つい先ほど見た赤いハイヒールを履はいた女性だった。

　史佳よりも身長が高く女性的な体形の彼女は、腰こしまである長い髪が印象的だ。色白で切れ長の一ひと重えの瞳ひとみに薄うすい唇くちびる、そして靴よりも鮮あざやかな赤いマニキュアで指先を彩いろどっている。

「はい、学園長」

「ミス・レータ。きみが忙いそがしいことは重々承知しているが、史佳先生の指導役をお願いしたい」

「わ、わたくしが、ですか……？」

「学園内のことや授業のことをいろいろと教えてやってほしい。頼たのまれてくれるか」

「はい……！」

　レータと呼ばれた女性教師は、花が綻ほころぶように微笑んだ。彼女は胸むな元もとを右手で押さえ、膝ひざを曲げて上品にお辞じ儀ぎをしてから史佳に向き直る。

「史佳先生、よろしくお願いいたします」

「こ、こちらこそ……。よろしくお願いします……」

　握手を求められ、ぎくしゃくしながらそれに応えた。

　レータは、胸元にフリルがあしらわれた白いシフォンブラウスと黒のタイトスカートを身につけている。自信に充みち溢あふれた堂々とした立ち居い振ふる舞まいと、その場が華はなやぐような彼女の見た目は、双ふた子ごの妹を連想させた。

「お疲つかれでなければ、学園内をご案内させていただきますけれど……」

　年ねん齢れいは史佳よりも上だろうが、はっきりとした物言いと栗くり色いろの髪のせいで余計に彩佳とイメージが被かぶる。

（初対面で申し訳ないけど……、少しだけ、苦手なタイプかもしれない……）

　笑えみを浮かべたレータに、史佳もぎこちなく笑顔を返して口を開いた。

「あ……、ありがとうございます。助かります」

「では、このまますぐに。学園長、よろしいでしょうか」

「ああ、よろしく頼む。史佳先生、……楽しんでおいで」

「……っ、はい」

　他ほかの教師の目があるこの場所では丁てい寧ねいな返事しかできない。彼の思おも惑わく通り返答した史佳に楽しげに笑ってユリウスは職員室を出て行った。

（ユリウスのヤツ……っ）

　ぶつける先のない怒いかりを覚え、辞典を持ったままの左手に力が入る。

「ご覧になりたい場所があれば、そこからご案内いたしますわ」

　レータの声にハッとして、史佳は頭を切り替かえる。

　学園についてなにも知らないことは事実だ。この機会に、せめて教室の場所だけでも把は握あくしておきたい。

「えぇと……、学園に来たのは初めてなので、どこになにがあるのかよくわからないんです。ひと通りお願いできますか？」

「……それもそうですわね。では、時間が許す限り見て回りましょう」

「はい」

　職員室のドアに向かったレータに背を向けて、史佳は教師陣に頭を下げてから部屋を出た。ユリウスが退室してから、すっかり重苦しくなっていた室内の空気から解放されただけでほっとする。

「まずは、今、わたくしたちがいる場所から。本館と呼ばれているここは三階建てで、一階にプーディストスと職員室、事務室と職員用更こう衣い室と保健室、それから学園長室。二階に座学教室、三階に学園長の私室があります」

　ハイヒールを鳴らし、レータは聖堂とは逆の方向に向かって廊ろう下かを進む。

「すでにどちらか見ていらした場所はありますか？」

「生活科室は見てきました」

「では、本館の二階には行かれたということですわね。生活科室以外の座学教室は今学期以降は使われませんから、本館での授業は史佳先生の生活科だけということになります。見ておいでなら、二階の説明は省略させていただいてもよろしいかしら？」

「はい。……あの、今学期からは座学はないということですか？」

　すらすらと淀よどみなく説明してくれるレータの話の腰を折るつもりはないが、気になったことを尋ねてみた。質問を受けつけそうにない口調だった彼女は、史佳の声に頷うなずく。

「ええ、これから先は実習がメインですから。これまでに頭で学んだことを、魔ま力りよくで魔法に変えていくのが今学期のテーマになっている授業が大半ですわ」

「なるほど……」

「教室には、先ほど始業式が行われたプーディストス以外にはこうして室名札が掲げられていますから、もし場所をお忘れになっても問題はありません」

　質問に答え、なおかつ本館一階にある部屋の説明も終えたレータは、緩ゆるくウェーブした腰までの長さの栗色の髪に手をやる。赤い爪つめが白くすんなりとした指によく映はえていた。

「さぁ、つぎは渡わたり廊下を通って西にし棟とうへ参りましょう。せっかくですから、地下教室からご覧になっていただきたいわ」

「ち、地下にも教室が……？」

「ええ！　とても素す敵てきな教科の教室がありますのよ」

　本館を出たところでレータが大きく息を吐はく。横顔を窺うかがい見ると、職員室にいたときよりも顔色がよくなっている気がした。

（ユリウスって、あんなだけど学園長なんだもんな。レータ先生、緊きん張ちようしてたのかも）

　接しているうちに徐じよ々じよに口調もくだけてきたレータの心中を想像しているうちに、廊下を渡り終える。そうして西棟の校舎に辿たどり着いた。

「本館の一階からしか西棟へ来ることはできませんので、ご注意くださいな。西棟は、地下一階と地上二階で……」

「……あの」

「なにか？」

「レータ先生は、生徒たちにどんな教科を教えていらっしゃるんですか？」

　先ほど質問に答えてくれたレータに、今度は彼女自身のことを尋たずねてみた。もともとの身長差とヒールの高さもあり、軽く見上げるようにして彼女を見ると、レータは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情を浮かべ、すぐに唇を綻ばせた。

「魔ま法ほう陣じんですわ」

「魔法陣……」

「ええ、その中でも主に召しよう喚かん魔法や消しよう却きやく魔法を教えています。生徒たちには、卒業までに自分だけの魔法陣を描えがけるようになってもらうことがわたくしの授業の最終目的なので、今学期からは屋外実習ばかりですけれどね」

　右手の人差指で宙にくるくると円を描いた彼女に、右みぎ肩かたにいたヴァロが身み震ぶるいする。

「ヴァロ？」

　小さな声で尋ねると、ヴァロはなにも話さずぎゅっと肩にしがみついてきた。

「ここから、わたくしの教室もある地下に降りることができます」

　いつの間にか、石造りの扉とびらの前に来ていた。それまで歩いていた廊下とは見た目からして異質なドアに手をかけたレータが史佳の右肩に視線を移す。

「もしかしたら、シマリスさんには少し寒いかもしれませんわ」

「そうですか……。ヴァロ、胸ポケットに入る？」

　スーツのジャケットを摘つまんだ史佳に応えてヴァロが肩から移動する。やはり会話はなにもなく、不自然さを感じたがレータの前で追つい及きゆうするわけにもいかず、そのまま地下へと降りる階段に進んだ。

　階段は螺ら旋せん状になっており、それまでいた木目調の校舎とは打って変わって石いし壁かべだった。石いし畳だたみの階段のところどころにロウソクが灯ともされているが、風が吹ふいているせいで不規則に揺ゆらめく。明るさだけでなく空気そのものが暗く、重い。

「……本当だ。少し肌はだ寒ざむいですね」

「ええ。地下には魔法陣専用座学教室と、薬学実習室の二教室が。教室の中もご覧になります？」

「い、いえ。今日は……」

　人ひと気けもなく薄うす暗ぐらい教室を覗のぞく気にはなれず、やんわりと断った。

「まぁ、残念」

「えぇと……。そのうち見せていただければ……」

「ふふ、ご無理なさる必要はありませんわ。人間界からいらした史佳先生には、少々刺し激げきが強い場所かもしれませんから。魔法陣も薬学も、自分を守るだけでなく相手を攻こう撃げきする魔法に繫つながるもの。その歴史は楽しく明るいものばかりではなく、おぞましい史実も多い……」

　奥から吹いてきた風が髪かみを揺らす。絡からみつくような生なま温ぬるい風に、史佳の表情が強こわ張ばった。

「お、おぞましい……ですか」

「あら、史佳先生。ご興味がおありかしら？　長くなってもよろしければ、いくらでもお話しいたしますわ」

　真っ赤なルージュがひかれた唇くちびるがゆっくりと弧こを描く。ぞくりと背筋に悪お寒かんが走り、史佳は勢いよく首を横に振ふった。

「ふふふっ！　それでは、一階へ戻もどりましょう」

「……はい」

　正直なところ、地下に降りてきて感じたのは肌寒さだけではなかった。空気が身体からだに纏まとわりついてくるような感覚は、今も続いている。

（なんだろう。地下だから空気がこもってるせいなのかな……）

　階段を登り、太陽の光が届く場所まで出てやっと肩が楽になった。

「少し休みましょうか？」

「いえ……、大だい丈じよう夫ぶです。続けてください」

「では、つぎは今いる一階を。ここには、占せん星せい術じゆつと地学の教室、瞑めい想そう室と音楽室が」

「……はぁ」

　耳慣れない言葉の連続に相あい槌づちのタイミングが遅おくれてしまう。

　地学と音楽そのものはわかるのだが、それと魔法がどう関係するのだろうか。

（占星術って、占うらないで使うやつだよな。瞑想は……、確か、目を閉じて心を無にとかいう……？）

　無意識に首を傾かしげた史佳にレータがくすりと笑った。

「あっ、すみません」

「いいえ、わたくしのほうこそ。史佳先生には説明が足りませんでしたわね。魔法使いは自然の力を借りることも必要ですから、大地を知るという意味で地学を学びます。音楽は、ときとして音を魔法陣代わりにすることもありますから必ひつ須す科目なんですの」

「は、はい……」

　説明されても理解できず、史佳の頭の中には疑問ばかりが浮うかぶ。とはいえ、ユリウスに忙いそがしいと言われていたレータに多くを訊きいても迷めい惑わくだろう。まずは自分で調べてみて、それでもわからなかったときには質問させてもらおうと決める。

（これでも調べられるかもしれないし……）

　持ち歩いているうちに、分厚い本にも少しずつ愛着が湧わいてきた。贈おくり主がどうであれ、本に罪はない。

「食堂も一階にありますから、昼食はそこで召めし上がってくださいませね。それから、学生寮りようと職員寮も、西棟の一階とつながっていますわ」

「なんだか複雑ですね……」

「西棟の二階で教室の説明は終わりです。と言っても、学園の敷しき地ち内には野外実習場所もありますから、ゆくゆくはそちらも覚えていただくことになると思いますけれど」

「……」

　言葉をなくした史佳にくすくすと笑ったレータは、歩く速度を緩める。

（レータ先生、いい人だな。優やさしいし……）

　気を遣つかわれているのがわかったが、甘えてしまうことにした。

　見た目と雰ふん囲い気きから苦手意識を持ってしまっていたが、彼女の態度は他ほかの教師たちとまったく違ちがう。ユリウスに頼たのまれたから仕方なく史佳を案内しているわけでもなさそうだ。そう思い至ると、身体から余計な力が抜ぬけた。

　西棟一階の廊ろう下かは、本館のそれほど広くはない。調度品も飾かざられていないが、それぞれの教室のドアには教科に合わせたデザインのレリーフが施ほどこされている。

（占星術室は北ほく斗と七しち星せい、地学室は火山か。瞑想室は水すい晶しよう玉だまで……、音楽室はやっぱり楽がく譜ふだ）

　本館の一階と違って室名札は掲かかげられていないが、こちらはこちらで教室を間ま違ちがう可能性はなさそうだ。

「音楽室と食堂の間にあるこの階段で二階に上がることができます。二階はフロア全体が図書室になっているんですけれど……」

　そう言いながら腕うで時ど計けいに目をやったレータが、女性らしい仕草で頰ほおに手を当てる。

「史佳先生。申し訳ないのですが、わたくしそろそろ……」

「あ……、そうですよね。お忙しいのに案内していただいて、ありがとうございました」

　職員室で冷ややかな視線を集めた自分の指導役に任命されるなど、レータからすればいい迷惑だろう。申し訳ないのはこちらのほうだと、史佳は頭を下げた。

「嫌いやですわ、そんな。こうして指導役に選ばれたのも、なにかの縁えん。なにかわからないことがあればおっしゃってくださいね」

「助かります」

「それでは、わたくしはこれで」

　さっと頭を下げた史佳に軽い会え釈しやくを返したレータは、ハイヒールの靴くつ音おとを響ひびかせながら廊下を戻っていった。その場で彼女の背中を見送っていると、ヴァロがごそごそと動き出し、胸ポケットから出てくる。

「ぷはぁ！　あー、苦しかったっ」

「具合でも悪かったのか？　いきなり喋しやべらなくなったから心配した」

「んん……。オレ、地下は好きじゃないんだ。特に、……魔法陣教室は」

「どうして？」

　重ねて尋たずねると思い切り顔をしかめられた。ヴァロにも訊かれたくないことはあるのだろうと口を噤つぐむ。

「ま、気にすんな。それと、オレ、今のとこ史佳とユリウスとしか話す気ないから」

「え？　そうだったのか」

「そ。じゃあ、とりあえず図書室行こうぜ。史佳もきっと気に入るからさ」

「う、うん」

　右みぎ肩かたに戻ったヴァロに促うながされ、階段の手て摺すりに軽く手を置く。

　踊おどり場もなくまっすぐな階段を上りきると、観音開きの扉が現れた。外そと枠わくに施された彫ちよう刻こくは野の薔ば薇らで、史佳の部屋のドアとよく似ている。

（まさか、開けたら部屋が伸のびたりしないよな……？）

　こわごわドアノブに手をかけ、扉を開ける。

　微かすかに軋きしんだ音を立てて開いたドアをくぐると、そこは紛まぎれもなく図書室だった。

　広大なスペースの図書室は、正面が一枚ガラスの大きな窓になっており、そこからたっぷりと差し込む陽ひの光が室内を照らしている。フロアの中央には飴あめ色いろになるまで使い込まれたテーブルセットや、座り心地ごこちが好よさそうな革かわ張ばりのソファが置かれていた。

　そして、なによりも目を惹ひいたのは左右の壁かべの天てん井じようから床ゆかまでをぴたりと埋うめ尽つくしたアンティーク調の本ほん棚だなだ。見上げていると首が痛くなるほどの高さを持つそれは、どの棚たなもびっしりと本が入っている。史佳からすれば、夢のような空間だ。

「うわぁ……」

「な、気に入っただろ？」

「うん、すごい……！　全部読むのにどれくらい時間がかかるかな」

　目を輝かがやかせ、ほう、と感かん嘆たんのため息とともにつぶやいた史佳にヴァロが「はぁ!?」と声を上げる。

「史佳、全部読む気？」

「さすがにそれは無理かな。読んでみたいとは思ったけど」

「はー……。史佳の部屋から持ち出した荷物、本が一番多かったってユリウスが笑ってたけど、どんだけ本好きなんだよ」

　ヴァロと話しながらフロアを歩く。つい先ほどまでは、この世界の文字が読めるようになっていたことを気持ち悪く思っていたというのに、今では本の背表紙を眺ながめるだけでも楽しい。

（この世界の植物のことも知りたい。いや、それよりもまずは魔ま法ほう界の歴史から知るべきか？）

　史佳は近くにあった猫ねこ足あしのソファに腰こしを下ろしてみる。クッションと日差しが柔やわらかく、こんなにも恵めぐまれた場所で読書できるなんて生徒たちは幸せだと心から思った。

「そういえば……、ヴァロに教えてほしいことがいっぱいあるんだけど」

「いっぱい？」

「なんでも訊けって言ったのに、ずっと、後で後でってはぐらかして」

「あ、……あー、うん。そんなことも言った……っけ？」

　なおもしらを切り続けようとするヴァロに返事をせずにいると、彼は頭を搔かいた。人間じみた仕草のあとで観念したようにふーっと長く息を吐はき出す。

「わーかったよ。どれから説明する？」

「じゃあ、ユリウスが学園長になったら入学希望者が増えた理由から」

　ソファの背もたれに背中を預けて座ると、ヴァロが右肩から腕うでを伝って降りてくる。そのまま手のひらに乗せて目線を合わせた。

「そこからか……。理由はひとつ。ユリウスが魔法界に名を残すほど、強い魔法使いだからだ」

「名を残すってなに？」

「簡単に言えば、ユリウスは今この世界で一番強い魔法使いだってことだな。最強だ、最強」

「さ、最強……？」

　物語の中でしか聞く機会のないような単語を繰くり返した史佳にヴァロが頷うなずく。

「そもそも、エーデルフェルト家は魔法界で一、二を争うほど古い家系で、代々強い魔力を持った魔法使いを輩はい出しゆつしてきた。魔力の強さがものを言うこの世界じゃ、エーデルフェルトは特別なんだよ」

「……ここの学園名にも、エーデルフェルトがついてる……」

「そりゃ、エーデルフェルト家が魔法界から依い頼らいされて創つくった魔法学校だからな。それに、この世界全体から一目置かれる存在の学園を治める学園長は、その時代で一番強い魔法使いであれと定められてる」

「それが、今はユリウスなのか。ユリウスって、そんなにすごい魔法使いだったんだ……」

　由ゆい緒しよ正ただしき魔法使いの家系に強い魔力を持って生まれてきたなんて、本当にお伽とぎ話ばなしの世界のようだ。見た目だけでなく血筋までも輝かしいなんて、ますますユリウスが遠い存在に思える。

「学園長の座は、魔法界で一番の名めい誉よだ。それを最年少で継ついだユリウスは、魔法界史上最強の魔法使いってことになるな」

「史上最強……。あの、ユリウスが」

　若くして学園長を名乗っている以上、魔力が強いのだろうとは思っていた。だが、まさかここまでとは考えてもみなかった。

「あんなにへらへらしてるのに」

　ぽつりと零こぼした言葉にヴァロが声を出して笑う。

「はははっ！　まぁな。でも、それは史佳にだけだ。少なからず魔力を持った者からすれば、アイツは類たぐい稀まれな魔法使いだ。その証しよう拠こに、ユリウスは呪じゆ文もんを唱えなくても魔法が使える」

「……あ」

　思い出したのはユリウスが指を鳴らすあの音だった。パチン、と長い指を鳴らす音は、どの場所で聞いてもよく響いていた。

「あれは、ユリウスにしかできないことだったのか……」

　よくよく考えてみれば、生徒たちや教師陣じんはみなマントから短い杖つえを覗のぞかせていた。あれが、魔法を使うときに必要なものなのだろう。

「でも、そんな最強の魔法使いにも弱点はある。それが、生徒と教師が史佳を見てざわついてた理由だ」

「え？　あれは、魔力もない人間がいきなり教師になるって知らされたせいじゃ……」

「まぁそれも一理ある。だけど、それ以上に驚おどろく理由があったんだよ」

「ヴァロ……、もう少しわかりやすく説明してくれないか」

　内容が理解できないと言った史佳にヴァロが「うーん……」と唸うなりながらしっぽの毛け繕づくろいを始める。どうやら、考えているらしい。しばらく撫なで続け、すっかり毛並みが整った頃ころに、彼はしっぽを放して言う。

「あのとき、史佳はユリウスのすぐ隣となりに立ってたよな。それこそ、すぐ触さわれるくらい近くに」

「隣に立つように言ったのはヴァロだろ」

「いいから聞いてろって。史佳にわかりやすくたとえるとだな……、生命力の強い植物の隣に、弱い植物は植えられないんだろ？」

　唐とう突とつに植物の話をされ、意味を測りかねつつもこくりと頷く。

「そうだね。生きる力が弱いほうが、強いほうに養分を取られて枯かれるから」

「それと同じだ。魔力が弱いとユリウスの隣に立っただけでユリウスに負ける。強い魔力にやられて、ケガしたり熱出したりするわけだ」

「……そんなことありうるのか？」

「あるんだな、これが」

　うまく説明できたことに満足気なヴァロは、しっぽをひと振ふりした。

（強すぎる魔力は周りには毒になるとか、そういう話なのか……？）

　仮にそうだったとすれば、新しい疑問が生まれる。

「じゃあ、どうしておれはユリウスの影えい響きようを受けないんだ？」

「あー……っと、それはだな……」

「もしかしなくても、魔力をまるで持ってないから？」

「う、うーん……。えぇと、その……」

　説明してやると言ったわりに言葉を濁にごすヴァロが史佳から視線を逸そらした。つられるように同じ方向に顔を向けると、そこには額がく縁ぶちが並んで飾かざられていた。

「あれ……、あそこの壁だけ本棚になってない。なんの額縁？」

「……歴代の学園長の肖しよう像ぞう画が」

「へぇ」

　光が反射しているせいでソファからは絵が見えない。近くで見るために、ヴァロを右肩に乗せてから立ち上がって歩み寄る。

「みんな銀ぎん髪ぱつなんだな。ユリウスの前は女性の学園長さんか。……ん？」

　見上げた先、穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべた女性の右みぎ肩かたに見覚えのある白いリスが描えがかれていた。

「これ……、もしかしてヴァロ？」

　よくよく見ると、白いリスは他ほかの肖像画にも点々と現れている。

「まさか！　いくらオレだってそんな長生きしてないぞ。まだまだピチピチだ！」

「そっか。これがヴァロだったら、ものすごくおじいちゃんになってないとおかしいか」

「な！　他リスの空似ってやつだろ。白いシマリスなんてどこにでもいるしな！」

「いや……、どこにでもはいないと思う」

　勢い込んで話すヴァロは肩かたでぴょんぴょんと跳はねている。

　訊ききたかったことを訊いてはみたが、肝かん心じんな部分は結局はぐらかされたままだ。些さ細さいなことも気にはなっているが、それらはおそらく魔法界のことを知らな過ぎることが原因のように思える。

「自分で調べて、自分で納なつ得とくしよう。それに、授業の準備もしないといけない」

　ぽつりと独り言ごちると「それでこそ史佳！」と称しよう賛さんなのか茶ちや化かされているのかわからない声をかけられる。それに苦く笑しようして、史佳は生活科に関する本を探すために本ほん棚だなに向き直った。
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　そうして迎むかえた三日後──。初めての授業は、はっきり言って散々だった。

　生徒たちが口を開いたのはそれぞれの自己紹しよう介かいのときだけだった。口裏を合わせたかのように黙だまり込み、史佳を見る目は一様に冷たい。いくつか授業に関する質問をしてみたが、誰だれ一人として答えてはくれなかった。

　毎日一時限の枠わくが確保されている生活科の授業は必ひつ須す科目で、カリキュラムに組み込まれてしまっているから仕方なく出席してやっている、とクラス全体が無言で訴うつたえてくるような重い雰ふん囲い気きに、吞のまれないようにすることで精せい一いつ杯ぱいだった。

　もちろん、生徒たちが全員史佳を疎うとんでいるというわけではないだろう。現に、年ねん齢れいの低い生徒たちはそこまで嫌けん悪おを抱いだいていないように見える。その分、史佳と年齢の近い、いわゆる高校生に分類される生徒たちの態度の悪さが目立っていた。最強の魔ま法ほう使つかいに憧あこがれて入学してきたというのに、なぜわざわざ人間の授業を受けなくてはならないのか、という苛いら立だちが伝わってくるようだ。

　だが、一週間授業をしてきてこの学園の生徒たちにどうして生活科という学問が必要なのか少しずつわかってきた。なにもかもを魔法に頼たよって生きることは、楽かもしれないが味気ないことだ。

　それを彼らに伝えるために、史佳は今日も頭を悩なやませている。

「史佳ー、今日はなに？」

「球根の鉢はち植うえ作り。手を動かすほうが楽しんでもらえるかと思って」

「ふぅん」

　ただ話を聞いているよりはいいだろうと、今日の授業は初めて実習形式にした。あまり土をいじった経験がなさそうな生徒たちが取り組みやすいよう、必要な物はすべて予あらかじめ準備済みだ。

　植うえ木き鉢ばちの底に敷しく、土が零こぼれないようにするための網あみもすでに適当な大きさに切ってあるし、土に関しては鉢はちに入れる順番に作業台の上に並べた。ただし、球根だけは咲さくまでの楽しみを取っておくために数種類の花の色を用意してある。軽くて小さめのガーデニング用スコップに軍手、制服が汚よごれないようにビニールエプロンも揃そろえた。どれも魔法界では手に入らないと思っていたのだが、これについてはユリウスが全面的に協力してくれた。

「土の匂においがする」

「うん、ユリウスに許可をもらって丘おかの隅すみから取ってきたばかりだからね」

「え。史佳が持ってきたのか？　いつの間に？」

「ヴァロが準備室で眠ねむってる間に」

　人数分の土を教室に運び入れるのはかなりの重労働だったが、久し振りに汗あせをかいた身体からだに残っている疲ひ労ろう感かんは心地ここちいい。球根をひとつひとつ確かく認にんする作業も、どんな花を咲かせてくれるのかを考えるだけで楽しかった。

「首しゆ尾びはどうかな、史佳先生」

「上々だけど……って、ユリウス。今度はなに？」

　音もなく教室に入ってきたユリウスが史佳のすぐ隣に立った。授業で鉢植えをしたいと申し出た史佳にすんなりと許可を出した若き学園長は、よくこうして生活科室にやってくる。

「きみの初めての実習だからね、様子が気になって。……ああ、シャツの袖そでが汚れそうだよ」

「う……。あ、ありがとう」

　水みず捌はけをよくするために鉢に入れる軽石だけが見つからず、魔法界のホキビという岩で代用した。それを細かくしていると、中ちゆう途と半はん端ぱにまくっていたせいで下がってしまった右の袖をユリウスが折り返してくる。

　それだけならばよかったのだが、シャツの袖をきれいに折った彼が史佳の背後に回り、手が離はなせないとわかったうえでつむじに形のいい鼻先を押しつけてきた。

「ひゃっ！　な、なにして……！」

「史佳は甘くて優やさしい匂いがする」

　すん、と鼻を鳴らしたユリウスの腕うでが史佳の腰こしに伸のびてきた。

「やめろってば！」

「……ふふ、そろそろ授業も始まることだし、おとなしく退散するよ。また後で、ね」

　史佳が肘ひじでユリウスを押し退のけるより先に、彼は身体を離し教室から出て行った。

「なんだったんだ……」

　ユリウスは、史佳の授業に毎回顔を出す。最初の授業など、一時限が終わるまで教室の後ろに立っていた。一週間が経たち、さすがにずっといることはなくなったが、彼が教室の隅にいると落ち着かない。ユリウスにしてみれば、魔力のない史佳がきちんと授業を展開できているのかどうか気になっているだけなのだろうが。

「これでよし……っと」

　なんとか生徒たちが教室に来る前にすべての準備を終えることができた。

　軍手を外し、手を洗ってからシャツの袖を直していると生徒たちが数人がやがやと入ってくる。見た目は男子高校生の彼らは、作業台に並んだ鉢や土を見るなり嫌いやそうに顔をしかめた。

「なんだこれ、土？」

「砂場遊びでもするつもりかよ」

「魔法使いになんのに必要なくね？」

　ぼそぼそと小さな声が聞こえてくるが、この程度のことにはすっかり慣れた。

「椅い子すに用意してあるのはビニールエプロンです。制服を汚さないために、上着を脱ぬいでつけて待っていてください」

　にこやかに告げた史佳に、彼らはしぶしぶ従う。続々と入ってくる生徒たちにも同じく声をかけたが、返事はない。それでも、全員が授業開始時間前にエプロンをつけて自分の席に座った。

　リーンゴーン……、と始業ベルが鳴る。

「それでは授業を始めます。今日は、球根の鉢植えを作りましょう」

　相変わらず反応のない生徒たちに、史佳は穏やかに話しかけながら手順をまとめたプリントをグループごとに渡わたしていく。史佳が教室の前方にいるときには後方の生徒が、後方にいるときには前方の生徒が、それぞれひそひそと話しているのが耳に入るが、極力気に留めない。

「すべてリリスの球根です。できるだけ簡単にできるようにしてありますが、わからないことがあれば声をかけてくださいね。まずは一人一つずつ、植木鉢を手元にどうぞ」

　史佳の号令に生徒たちが立ち上がる。各グループごと、作業台に備えつけの洗い場に立った生徒たちの間を歩いていると、どこからかぼそりと「ベジプッシ」と聞こえてきた。呪じゆ文もんのようなそれと、くすくすと笑う声に身構えたがなにも起こらない。

「あっれー？　おかしいな」

「じゃ、つぎオレだ」

「ちょっと待てって。もう一回やってみるから」

　会話から、間ま違ちがいなく生徒たちが自分に魔法をかけようとしているのがわかった。

（やっぱりなぁ……。実習は自由が利きくから、そうなるか）

　ヴァロが髪かみを引っ張っているのは、気をつけろとでも言いたいのだろうが、そうは言われてもどうすればいいのかがわからない。それに、生徒たちの反応は当然のように思えるのだ。

　魔力も持たないただの人間が、しかも生活科なんて授業を受け持っている。衣食住に関することを教え、生きていくうえでの常識に興味関心を持たせるのが授業の目的だが、なぜ今さらと疑問を抱いても仕方がない。

「最初に、鉢の底に網を敷きます。先ほど渡したプリントを見ながら、順番に土を入れていってください」

　あくまで淡たん々たんと授業を進めていく史佳が歩いていると、今度は背後から「アイルティッキ！」と声がした。意味はさっぱりわからないが、自分に向けられてのものだということはわかる。残念ながら、誰が言っているのかまでは背中を向けているせいで把は握あくできなかった。

「白い石が砕くだいたホキビです。これを入れることで水捌けがよくなり、球根が腐くさりにくくなります」

　史佳が淡々と授業を進めても相変わらずなにも起こらない。そのせいで、一部の生徒たちは「なんで？」「わかんない」と実習以外のことでざわついている。

（まだ魔法がちゃんと使えないのか……？）

　生活科では魔法が禁止されているが、心の準備だけは一応してある。だが、史佳が考えているような事態は訪おとずれない。それならば、嫌いや々いやながらかもしれないがきちんと実習に参加してくれている全体の半数ほどの生徒たちのために、彼らを注意しなければ。

　息を整え、意図せず少しやんちゃそうな生徒たちが集まってしまったグループへと足を向けた。

　そのとき、突とつ如じよとして教室の後方から低い声が響ひびき渡る。

「おや……、生活科は魔力のいらない教科だと伝えたように記き憶おくしていたが、私の記き憶おく違ちがいだったか。それとも、聞こえてきた呪文は気のせいだったか……」

（ユ、ユリウス……!?）

　まるで、たった今そこから出てきたかのように、彼は壁かべから背を離はなした。

　授業開始以降、ドアが開く気配など微み塵じんも感じなかったというのに、いつの間に入ってきていたのだろう。

　突とつ然ぜん現れた学園長の姿に、史佳以上に驚おどろき顔色を変えたのは一部の生徒たちだった。

「空気砲ほうも水みず鉄でつ砲ぽうも、鉢植えには必要なさそうだが」

　ふう、とわざとらしくため息をついた学園長に生徒たちが縮こまる。一ひと際きわ身体を小さくしている二人が、先ほど呪文を唱えた生徒たちだろうか。

（やっぱりあれは魔ま法ほうをかけてたんだ……）

「みな、作業に戻もどりなさい。きれいな花が咲くまで、世話を忘れないように」

　諭さとすようなユリウスの口調に、それまで固かた唾ずを吞のんで状じよう況きようを見守っていた他ほかの生徒たちが緊きん張ちよう感かんを残しつつ一いつ斉せいに動き始める。

　その様子を見届けたユリウスは史佳に合図するように片目をつぶってみせた。それに小さく咳せき払ばらいを返し、気を取り直した史佳が先ほどと変わらない声をかける。

「どこまで進みましたか？」

　ユリウスから注意を受けた生徒たちは作業を続けながら苦々しげに史佳を見ている。

「わからないところはありませんか？」

　逃にげるわけにはいかないと穏おだやかに声をかけたが、返ってきたリアクションは舌打ちだけだった。魔法をかけようとしていた男子たちだけでなく、同じグループの女子たちからも睨にらまれ史佳は顔を引きつらせる。すると、タイミングよく「史佳先生ー！」と他のグループから呼ばれた。

「今行きます。なにかあれば呼んでくださいね」

　最後にひとこと添そえて背中を向ける。

「……ただの人間のくせにムカつく」

「学園長に守られてるとかどうなの？　男として恥はずかしくないわけ？」

（……大だい丈じよう夫ぶ。まだ、頑がん張ばれる）

　先生、と呼んでくれる生徒もいるのだから責任を果たさなければいけない。ひとまずはこの授業を、リリスの鉢はち植うえを作り上げることが先決だと史佳は唇くちびるを結んだ。







「あーあーあー、今度は寄せ植えっ！」

　授業の資料を探しに行った図書室から準備室に戻ると、床ゆかには割れた白い鉢と中身の土が散らばっていた。今度は、とヴァロが言うのも無理はなく、一回目はマグカップが割られ、二回目はユリウスからもらった辞典が水みず浸びたしにされ、今回の寄せ植えで三回目になる。

「これ全部、絶対アンテロの仕し業わざに決まってる!!」

　怒いかりにしっぽの先まで震ふるわせたヴァロが言ったのは、鉢植えの実習のときに史佳に呪文を唱えてきた男子生徒の名だ。

　確かに、三つのいたずらはすべて実習後から始まっているが、彼が犯人だという確証はどこにもない。

「根こん拠きよもないのに決めつけたりできないよ」

「なんでそう悠ゆう長ちようなんだ、史佳は！　さっさとユリウスに言いつけてやれ！」

「割れた鉢を片づけて、別のに植え替かえれば問題ないよ。ユリウスに言うほどじゃない」

　借りてきた本をデスクに置き、スーツのジャケットを脱いでから箒ほうきとチリトリを手にした史佳の肩かたでヴァロが地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「イライラするー!!」

「はいはい」

　ヴァロを宥なだめはしたが、史佳とて気にはしている。

　アンテロかどうかはともかく、このいたずらは彼がいる十四グループのメンバーたちがしているのだろう。だが、それを追つい及きゆうしようとは思っていない。生徒全体に迷めい惑わくがかかる生活科室ではなく、史佳にしか影えい響きようのない準備室を選んでいるあたり、まだ許容範はん囲いだ。

　もっとも、この程度であれば学園長に言われないだろうな、と思いながらいたずらを繰くり返しているように感じるのは、どうにも陰いん険けんで気持ちのいいものではないが。

「まぁ……、反はん抗こう期みたいなものじゃないかな」

「そんなもん、家でしとけ！」

「ははっ、それは確かに」

　集めた鉢の残ざん骸がいを紙かみ袋ぶくろに入れ、手早く別の植うえ木き鉢ばちに中身を植え替えた。幸い、根が伸のび始めていた球根はどれも無事だ。破は片へんが残っていないか確かく認にんしてから椅い子すに座る。今週最後の授業はすでに終わっているため、あとは来週の準備をするだけでいい。

「つぎは調理実習用のエプロンにステンシルでもしようかな」

「ステンシルってなんだ？」

「んー、布用スタンプ。自分で型から作ってもらうのも楽しいと思って」

「ふぅん。オレは調理実習がいいな。史佳の料理が食べてみたい！」

　鉢植えを作った実習は、結果的には成功だったと思っている。

　史佳が思っていた通り、土をいじった経験のない生徒が多かったらしく予想以上に評判は上々だった。手順が進むにつれて質問されることも増え、授業が終わる頃ころにはほとんどのグループから一度は呼ばれていた。もっとも、件くだんの十四グループは一度も史佳を呼ぶことはなかったが。

　できあがったリリスの鉢植えは、生活科室の窓側に並べた。そろそろ芽が出始める頃ということもあり、生徒たちは授業のたびに土の状態を確認し水をやっている。その姿を見るのが、史佳の楽しみにもなっていた。

「それもいいけど、調理実習はもう少ししてから。せっかくやるなら、自分たちで育てた野菜とかハーブで料理作りをさせてあげたいんだ」

「へぇ？　最初は、『教師なんて無理だ』ってずっと言ってたのに。すっかり生活科の先生だな」

「……うん、少しだけど楽しくなってきた。問題はたくさんあるけどね」

　ヴァロに笑って数日間天日干しにして乾かわかした辞典を開いた。一度濡ぬれたせいでよれよれになってしまっているが、ユリウスからもらった手前、別の物を使う気にはなれない。

（これを引かなくてよくなる頃には、いたずらも懐なつかしく思えるといい）

　目次を眺ながめながら、すっかり見慣れた魔法界の文字を指でなぞった。

「っ……！」

　その瞬しゆん間かん、横に滑すべらせた右手の人差指に刺さすような痛みが走る。反射的に指の腹を見ると、そこはぱっくりと切れており、あっという間に傷口が見えなくなるほどに血が滲にじんだ。

「なっ!?　史佳、どうしたんだ、それ！」

「……紙で切ったみたいだ」

「紙ぃ？」

　訝いぶかしむような声を出したヴァロに頷うなずき、とりあえず心臓より高い位置に手を上げて指のつけ根を左手で強く握にぎる。簡易的な止血方法では血はなかなか止まらない。

　ヴァロにはああ言ったが、紙の端はしではなく表面をなぞっているときに指が切れるということがありうるのだろうか。あまり考えたくはないが、これも誰だれかが仕込んだことなのかもしれない。

　そう思っていると、準備室のドアがノックと同時に開いた。

「史佳先生、失礼します。……きゃあ！」

　入ってきたのはレータで、手首まで血を滴したたらせた史佳を見て短く悲鳴を上げる。

「大変……！　どうなさったんですか!?」

「紙で指を切ってしまって」

「なんてこと！　どうぞ、これをお使いください」

　鮮せん血けつに眉まゆを寄せ、レータは着ていたジャケットの胸から真っ白なポケットチーフを抜ぬき取る。

「え？　そんな、大丈夫ですから。汚よごれますし、たいした傷では……」

「汚れなんて気になさることありませんわ。今は止血が優先です！」

　史佳に断る隙すきも与あたえず、彼女はポケットチーフを指に巻きつけた。レータの指先を彩いろどる赤色が、指の腹から溢あふれ出ている血の色とよく似ていてぎくりとする。

「このまま上から押さえていてください」

「……すみません」　>>>♥

　先ほどの悲鳴が噓うそのように、レータの動きに迷いはない。

　白く、少しだけ光こう沢たくがあり、縁ふちにレースが細くあしらわれているポケットチーフにじわりと血が沁しみていく。

　思っていたよりも深く切れているようだ。布地に赤い色が広がっていくことで、改めて傷を意識してしまう。意識が向いた途と端たんに、そこが熱を持ったようにジンジンと痛み始めた。

「保健室に行って救急箱を借りてきますわね」

「あ……、ありがとうございます」

　なされるがままだった史佳に笑いかけてから、レータは準備室を出て行った。

「……さすがに、よく気がつくな」

「うん、止血のやり方も手慣れてて助かった」

　痛みを紛まぎらわせるように指を握ると、ヴァロが目を細める。

「そういう意味じゃないけど、……まぁいいや」

　ならばどういう意味だと訊きき返そうとしたとき、背後でドアが開く気配がした。

（あれ……、もう帰ってきたのかな）

　レータが忘れ物でもしたのだろうと振ふり向きもせずにいたが、するりとうなじを撫なでられて、入って来たのが別の人間だったことに気づく。

「わっ！　え、ユリウス？」

「三時間振ぶりだね、史佳」

　回り込んできたユリウスは薄うすい水色のシャツと黒の細身のパンツ、同じく黒いベストを着ている。授業に顔を出さなかった彼とは、一いつ緒しよに朝食を摂とって以来だ。

「指……、深く切ったみたいだね。痛みはない？」

「痛いけど我が慢まんできないほどじゃない。……というか、どうしてケガしたこと知ってるんだ？」

「それは……、愛だね。史佳のことならなんでも知っているよ。傷、見せて」

　もしや準備室の様子を監かん視しされているのかと表情を強こわ張ばらせた史佳の膝ひざの前にしゃがみ込み、ユリウスは巻きつけられている布をそっと剝はがす。思っていた以上の出血量に、史佳より先に右肩で「うう」とうめく声が聞こえた。

「……なるほどね。一度洗ってしまおうか。傷口がきれいだから、きっとすぐ治るよ」

　ケガをした右手を支えてくれているユリウスの声が硬かたい。

　洗い場に立ち、傷を流水にさらす。

　水が沁みることはなく、反対に冷たさが心地ここちよかった。流れていく水の赤黒さに顔を背そむけると、きれいな弓なりの眉を微かすかにひそめたユリウスと目が合う。

「ユリウス……？」

　見たことのない表情に呼びかけると、一いつ瞬しゆんにしていつもの彼に戻もどった。

「そんなに可愛かわいい顔をされて、応こたえないわけにはいかないな」

「だ、誰が可愛い顔なんか……っ」

「だから、いいよね？」

「いいってなにが、……っん！」

　史佳の返事を待たず、ユリウスは掠かすめるように唇くちびるを奪うばう。すぐに離はなれ、「続きは夜に」と鼻先を舐なめられた。

「……続きなんかなくていい」

　隙あらば繰り出されるユリウスのスキンシップに、さすがに最初の頃よりは慣れてきた。慣れはしたが許した覚えは一度もない。毅き然ぜんとした態度をとっているつもりだが、彼にはなにも伝わっていなそうだ。

「照れなくてもいいのに。さ、きれいになった。薬を塗ぬって包帯を巻こう」

　再び椅子に座った史佳の前でユリウスがパチンと指を鳴らすと、デスクの上にガーゼと包帯、そして、深緑色をした小こ瓶びんが現れる。

「さて、と。きみに魔法が効くのなら、こんな傷すぐに治してしまうのに。誰の魔法もかからないというのは、こうなると厄やつ介かいだな」

「魔法ってケガも治せるのか？」

「もちろん。治ち癒ゆ魔ま法ほうをマスターしないと攻こう撃げき魔法を覚えることはできない。それくらい、大切な魔法だ」

　ユリウスはガーゼで軽く水分を拭ふき取ってから小瓶の蓋ふたをあけ、とろりとした中身を傷の上に載のせた。すると、傷口に残っていた熱が治まっていく。

「僕は心配だよ。この程度の小さな傷ならいいけれど、いざというときにきみを守ることができなかったとしたら……」

「なんだよ、それ。切り傷ぐらいで大おお袈げ裟さな……」

　苦く笑しようする史佳の指に、魔法を使うことなく丁てい寧ねいにユリウス自らが包帯を巻いていく。

　その指先を見つめながら、魔法が治ち療りようも可能であることに感心する。どちらかといえば、魔法は攻撃的なものだと思っていた。戦力にすらなりうるものは、史佳にとって脅きよう威いでしかなかったのだ。

（でも、傷を癒いやすこともできる。魔法には、いろんな面があるんだ……）

　自分が魔力を持っていないことを理由に、魔法を怖こわいものだと決めつけていた。決めつけは視野を狭せまくする。わかっていたつもりだったのに、つもりでしかなかった。

（こうやって、生徒たちにも自分で気づいてほしい。気づくことができれば、きっと全部糧かてになるはずだから）

「うえぇ、まだ血が出てるっ」

　腕うでまで降りてきたヴァロが、おそるおそる血の滲んだ包帯を覗のぞき込んで声を上げる。

「苦手なら見なければいいだろう、ヴァロ」

「そ、そりゃ見たくないけどっ、オレだって史佳のこと心配してるんだ！」

「ありがとう。だけどヴァロ、しっぽが竦すくんでる」

　両手両足でシャツにしがみついたヴァロは腰こしが引けている。それを指し摘てきすると、「そんなことないぞ！」と虚きよ勢せいを張って大きくしっぽを振ってみせた。そのとき、背後で再びドアが開く気配を感じる。

「史佳先生、お待たせしてすみません」

　謝罪の言葉とともに救急箱を持ったレータが入って来る。

　だが、ユリウスが室内にいることに気づくなり、目を瞠みはった彼女はさっと顔色を変え、きっちりと頭を下げた。

「も、申し訳ございません！　学園長がいらっしゃるとは思わず、失礼いたしました……！」

　ユリウスに対する畏い怖ふすら感じるレータの反応に、史佳は先日のヴァロの話を思い出す。

　魔法界において、魔力を持たない史佳は当然異質の存在だ。だが、ユリウスもまたそうなのかもしれない。そうでなければ、史佳にさえ自然に接してくれている彼女がここまで硬くなることはないだろう。

「いや、構わない。だが、ミス・レータ。せっかく持ってきてくれたのに申し訳ないが傷の処置は済んでしまった。きみのポケットチーフはすっかり汚れてしまったけれど」

「そうだった！　レータ先生、これ、弁べん償しようさせてください」

「そんな、おかまいなく。これは、わたくしが持って帰りますので」

　レータの手がデスクの上に置いたままになっていたポケットチーフに伸のばされる。すると、彼女の手が触ふれるより先にユリウスがそれを押さえた。

「すまないが、これは私が預かってもいいだろうか」

「えっ？」

「史佳の血液がついたものを、他ほかの誰だれかの手に渡わたしたくない」

「なっ!?」

　あまりに変態じみた発言に、その場の空気が凍こおりつく。

「きみの身体からだを成形しているものすべて、僕のものだ」

「ちょっ、いきなりなに言って……！」

　まさかレータの前でまでこんなことを言い出すとは思わず、頭の中が真っ白になる。レータを見れば、彼女は当然のごとく顔を引きつらせていた。

「そ、そういうことでしたら、わたくしはこれで……。そのポケットチーフはどうぞ、学園長のお好きになさってくださいませ」

「ああ、ありがとう」

「う、噓うそだろ!?　返さないと……っ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから。……それでは史佳先生、お大事になさってくださいませ」

　慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮うかべているせいで、レータの本心が見えない。このままではあらぬ誤解を招くのは必至だ。深々と頭を下げたレータに史佳は言い募つのる。

「レータ先生、違ちがうんです！」

「心配はいりませんわ。エーデルフェルトでは学園内恋れん愛あいは禁止されていませんもの」

「いえっ、本当にそういうことじゃないんです!!」

　史佳の悲痛な叫さけびにもレータは笑え顔がおを崩くずさず、静かに部屋から出て行ってしまった。

「……っ、完かん璧ぺきに誤解された！　どうしてくれるんだ、ユリウス……！」

「誤解？　僕と史佳が愛し合っているのは事実だろう」

「なにをどう解かい釈しやくしたらそうなるんだ？　ああ、明日あしたからどうしよう……！」

　あんな話を聞かれてしまっては、明日からレータに合わせる顔がない。独どく占せん欲よく丸出しというよりも変態そのものの発言に血の気が引いたのは史佳だけではないはずだ。だが、彼女が先ほどの一部始終を他の誰かに話すとは思えない。

「レータ先生でよかったのかどうなのか……。……そうだ、ポケットチーフ返して」

「どうして？」

「あんなこと言うユリウスに持たせておいたら、なにに使うかわからなくて嫌いやだ」

「愛しているのにどうしても嫌？　返してほしい？」

「嫌だ」

　きっぱりと言った史佳にユリウスが困ったように眉まゆを下げる。困っているのはこっちのほうだと言いたいのを堪こらえて黙だまり込んだ彼が口を開くのを待った。

「わかった、それなら……」

「返してくれるんだな？」

　先回りして言った史佳を見つめ、ユリウスはなにかひらめいたらしくにっこりと笑う。

「史佳、デートしよう」

「…………は？」

　ケガをしていないほうの手を取り、まるでプロポーズをするかのように誘さそわれた。

　聞き間ま違ちがいでなければ、この恐おそろしく整った顔立ちの学園長は、同性で、しかもごく一いつ般ぱん的てきな人間の自分とデートがしたいらしい。脈みやく絡らくがないにもほどがある。

「ちゃんと話聞いてた？　ポケットチーフを返してほしいって言ったのに、どうしてそれがデートの話になるんだ」

「もちろん、そんなことはわかっているよ。だから、デートしてくれれば返してあげる」

「交こう換かん条件つきなのか。……卑ひ怯きようだぞ」

「卑怯だなんて心外だな。たかが布一枚じゃないか。僕はどちらでもかまわない」

　ひらひらとそれを左右に振ふってみせるユリウスの顔には、すでに勝ち誇ほこったような笑みが浮かんでいる。史佳が断ることなど思ってもいないのだろう。

　悔くやしいが、ここは条件を吞のむしかなさそうだ。たかだか一回のデートと、使用目的が不明過ぎる自分の血液が沁しみ込んだポケットチーフを取り戻もどすことを比ひ較かくすれば、答えは一つだった。

　史佳は海よりも深いため息をつく。

「……わかった、行くよ」

「本当に？」

　ぱぁっと、部屋が明るくなるほど眩まばゆい笑顔でユリウスが笑う。

「でも……、どうしておれと？　なんのために？」

　これまでずっと疑問だった。出会って数日しか経たっておらず、こんなにも想おもいを寄せられるようなことをした覚えはまったくない。

　眉を寄せ、首を傾かしげると、ユリウスは史佳の左手を自分の頰ほおに当て、うっとりと目を閉じる。振り払はらおうとしたがすでに手て遅おくれで、指先を握にぎられた。

「すきな子をデートに誘うのに、理由なんて必要ないよ。それともここで、僕がきみをどんなに想っているか説明しようか？」

　説明できるというのなら、わかりやすく端たん的てきにしてほしかった。だが、それをユリウスに求めたところで彼の説明内容など容易に想像できる。

「……すきな相手を、布一枚で脅おどすのか」

「まさか、脅したつもりはない。……きみが振り向いてくれるなら、僕はなんでもするよ」

　ユリウスの声が真しん剣けんで、史佳はそれ以上なにも言えなくなる。

（……そういえば、包帯と薬のお礼をちゃんと言えてない）

　緩ゆるくもきつくもなく巻かれた包帯と、握られたままの左手を見比べて史佳は肩かたを落とす。

「……それも返してほしいけど、この包帯のお礼も兼かねて明日はユリウスにつきあう」

「ありがとう！　最高の一日にしてみせるから」

「っ、う！　だから、こういうのはやめろって……！」

　手を放したユリウスが、史佳を椅い子すごと抱だきしめた。デートを承しよう諾だくする条件に、不必要な接せつ触しよくを禁止することも入れておけばよかったと思ったが、もう遅おそい。

「あーあー、見せつけてくれちゃって」

「……したくてしてる訳じゃない。ユリウス、放せ」

「嫌だ」

　抱ほう擁ようを弱める気配すらないユリウスに、仕方なく抱きしめられたままでデスクの上に置いてあった辞典を閉じると、背表紙に赤い色が付着していた。

（やっぱり血で汚よごしたか。消えないだろうなぁ……）

　汚れてしまったものは仕方がないと諦あきらめた史佳は、ユリウスとヴァロもその赤い色を食い入るように見つめていたことに気づかなかった。




　　　　＊＊＊




　雲ひとつなく晴れた翌日は、ユリウス曰いわく『絶好の初デート日和びより』らしい。

「史佳、準備はいい？」

　扉とびらをノックする音に「どうぞ」と答えるとユリウスが入ってくる。目の前に立った彼の姿に、史佳は目を丸くした。

（うっわ……）

　ごく薄うすい紫むらさき色いろのシャツに灰色のチーフタイを締しめ、黒のジャケットに細かいチェックのパンツ。足元はこげ茶色のジョッキーブーツを合わせ、どれもオーダーメイドに見えるほど、ユリウスによく似合っている。

「それ、勝負服だろー？」

「もちろん。史佳との初めてのデートだからね」

　ベッドの上で茶ちや化かしたヴァロに応こたえて、ユリウスがその場で一度ターンしてみせた。クローゼットを閉めながらそれを見た史佳は、出かける前から疲つかれ切ったため息を零こぼす。

「史佳の私服姿を見るのは二回目だね。シャツの色はペールグリーン……、いや、アクアマリンかな？　史佳の優やさしい雰ふん囲い気きと合ってる」

「……それはどうも」

　史佳は、以前彩佳が見立ててくれた細身のシャツに灰色のスウェット生き地じでできたテーラードジャケットを羽織り、ぴったりとした黒のジーンズを穿はいている。それに合わせて、靴くつも黒いスニーカーを選んだ。

　ジャケットにしたのはヴァロがうるさかったからに他ほかならず、「それで出かけるつもりか？　部屋着に見えるぞ？」と散々言われ、仕方なく最初に選んだパーカーをジャケットに変えて今に至っている。

「可愛かわいい服でおしゃれしてくれているのは、僕とのデートのため？」

「違う」

「恥はずかしがらなくてもいい。よく似合ってるよ」

「だから違うって……」

（……こんな人間の隣となり、歩くの嫌なんだけど……）

　そうでなくとも常にキラキラしているユリウスが、私服を着ているせいかいつもの数倍は眩まぶしい。どこにでかけるつもりなのかは知らされていないが、なるべく人の少ない場所に行きたいと思うほどに、今日の彼は人目を惹ひく。

「そうだ。せっかくのデートだし、僕に髪かみを整えさせて」

「え、いいよ別に……」

「よくない。きみの顔が隠かくれてしまうのはもったいないからね」

　ユリウスは史佳の手を引きベッドに座らせた。パチン、と指を鳴らす音とともにブラシと薄い円形の缶かんが膝ひざの上に落ちてくる。

「……この缶なに？」

「スティーリンという木の樹液で作った整せい髪はつ剤ざいだよ。少しだけ、僕に任せてじっとしていて」

「あ、ちょっ……」

　ブラシで史佳の髪を梳とかし、整髪剤を馴な染じませたユリウスの手がふわりと頭全体を撫なでていく。ほのかにミントのような爽さわやかな匂においが広がった。

「きれいな栗くり色いろだ。触さわり心地ごこちもすごくいい」

「……もういいから」

「あとちょっと」

　立ち上がろうとしたが肩を押さえられ、史佳は仕方なくベッドに座り直す。目の前にいるユリウスから顔を背そむけるように視線を落とした。

（ほんとに……、なんでこんなこと。放ほうっておいてくれてかまわないのに）

　彩佳といいユリウスといい、見た目が整っている人間が自分なんかをかまってなにが楽しいのだろう。ユリウスが動くたびに、どこか懐なつかしいような甘い匂いが漂ただよってきて、それが余計に史佳の居心地を悪くさせた。

「……よし、これでいい。もっと可愛くなった」

「自分じゃなにも見えないけど」

「僕がそう思うんだから間違いないよ」

　分け目ができたせいであらわになった額の右側にユリウスがキスを落とす。

「……っ、またこういうことして」

　ユリウスの唇くちびるが触ふれた場所にやった右手の人差指には、今日も包帯が巻かれている。

　傷口が塞ふさがり、痛みもないから必要ないと言った史佳にユリウスは断固として首を縦に振らなかった。

「それじゃあヴァロ、留守を頼たのむ」

「え!?　ヴァロは行かないの？」

「おう、ここで昼ひる寝ねしてるほうがいいからな。おみやげは焼き菓が子しで！」

　史佳の枕まくらの横に置いてある、ヴァロ専用のクッションから手を振られる。

「ど、どうして今日に限って……。一いつ緒しよに行くんだと思ってたのに」

「なんだ、史佳。オレがいないと寂さびしいか？」

「寂しいっていうか、ユリウスと二人きりはちょっと……」

　自意識過か剰じようかもしれないが、ヴァロの目がなくなることでなにかされるかもしれないという不安が強まった。そうでなくとも、こんなにも人目を惹く人間の隣を歩くなんて気が進まない。ヴァロがいてくれれば、その気持ちに共感してもらえるだろうと思っていたのに、まさか二人で行くことになるなんて。

「ひどいな。僕との初めてのデートに小こ姑じゆうとを連れて行くつもり？」

「誰だれが小姑だ!!」

　クッションの上で跳はねながら抗こう議ぎするヴァロを横目で見て、ユリウスはベッドに腰こしかけたままの史佳の手を引く。促うながされるまま立ち上がると、そのまま抱きしめられた。

「なっ!?」

「二人で行こう？　史佳のこと、独り占じめしたい」

　まるで恋こい人びとにするような抱擁とささやきに、史佳は顔が赤くなるのを感じる。ぐっと腕うでを突つっ張ると眉まゆを下げたユリウスと目が合った。

「どうしても嫌いや？」

　そんなに傷ついた顔をしないでほしい。史佳はまたひとつ、ため息を零す。

「断ったらおれが悪者みたいじゃないか……」

「まどろっこしいな、さっさと行けよ！」

　ユリウスの言葉にまだ怒おこっているのか、ヴァロは史佳たちに背を向けてクッションに横になった。

（ユリウスに流されてる。でも、今日のデートはそもそもこの前のお礼も兼ねてるし……）

　誰にともなく言い訳をして、無意識に握にぎった拳こぶしをユリウスの手が包んだ。

「傷に響ひびくよ。あまり力を入れないで」

「もう平気だって」

「心配なんだ、史佳。どうしても握りたいなら、僕の手を」

「……力入れないようにする」

　出かける前の段階で疲ひ弊へいしてしまった史佳が肩を落とすと、その肩にユリウスの腕が回される。振ふり払はらって、また訳のわからない理由を並べられるのも面めん倒どうだった。

「じゃあ、ヴァロ」

「おう」

　ヴァロに短く声をかけ、ユリウスと連れ立って部屋を出る。彼が隣にいるためか、廊ろう下かが伸のびる気配はない。

　人ひと気けもなくひっそりとした休日の本館の階段を三階から一階まで降りていく。

「今日はどこに行くんだ？」

「ヤルヴィに。湖のほとりにある街だよ。景色がよくて、この時季は花もたくさん咲さいているんだ。きっと史佳も気に入ると思う」

「ふぅん。そこまではどうやって行くんだ？」

「馬で」

　さらりと返ってきた答えに、史佳の思考が一いつ瞬しゆん止まった。

「馬!?」

「そう。普ふ通つうの馬ではないけれど、優しくていい子だ。史佳にも紹しよう介かいする」

　普通ではない馬で、ヤルヴィという街に行くのが今日のデートコースらしい。

（馬、馬って……。いつの時代だよ）

　普通じゃない馬とはどんな生き物なのだろうかと、ぐるぐる考えているうちに本館の玄げん関かんまで辿たどり着く。三メートルほどの高さがあり、一人の力では少し開くだけでかなりの時間がかかりそうな重じゆう厚こうな扉とびらに向かってユリウスが指を鳴らした。すると、その音に応こたえるようにギィ……と音を立てて扉が開く。

　外から差し込んでくる太陽の光は柔やわらかく、それに照らされて史佳は目を細めた。

「いい天気……」

「さ、史佳。足元に気をつけて」

「うん」

　促されて先に外に出る。短く揃そろえられた芝しばの先には、瑞みず々みずしい緑が丘おかいっぱいに広がっていた。

　暑くも寒くもない陽気に、時折吹ふく風は草花の匂いがして穏おだやかだ。確かに、出かけるには好都合の気候だろう。

　胸いっぱいに新しん鮮せんな空気を吸い込んだ史佳は、ふと足元に視線を移す。

（これは……？）

「ユリウス」

「うん？」

　再び指を鳴らし、閉めた扉にしっかりと施せ錠じようしたユリウスが史佳の隣に立つ。肩かたに回されそうになったユリウスの手から逃にげるように、史佳はその場にしゃがみ込んだ。

「これ、なんていう植物なんだ？　辞典とか図ず鑑かんには載のってなかったと思うけど……」

　手を伸ばして触れた葉に見覚えはない。元いた世界で見たことがないということは、魔ま法ほう界の植物なのだろうが、すでに数回は目を通した辞典にも載っていなかった。

「あ、蕾つぼみが出てる。花も咲くのか……」

　大きな葉に隠かくれるようについていた蕾は硬かたく、花の色も想像できないほど深い緑色をしていた。葉と同じ色で、ともすれば見落としてしまいそうなそれは綻ほころぶまでにはまだ時間がかかるだろう。

　慈いつくしむように葉や蕾に触れる史佳にユリウスが目を細める。

「……咲いていたんだ。昔はね」

　風が吹き、ユリウスの銀ぎん髪ぱつが揺ゆれた。

「覚えてない？」

「なにを……」

「ここに咲いていた花を」

　立ち上がり、質問の意図がわからずにユリウスを見ると左右で色の異なる瞳ひとみと視線がぶつかる。青い左目を見つめ返しているうちに、頭の奥でなにかが聞こえた気がした。

「──え？」

「史佳？」

「な、なんでもない……」

　耳を澄すませて聞こえるものではなく、頭の中に直接響くような声だった。

（今の、誰の声？　なにを言っていたのかは、さっぱりわからないけど確かに声だった。……おれ、そんなに疲つかれてるのかな）

　慣れない環かん境きように精神的に疲れているのかもしれない。初めての仕事という以上に、身近にいなかった種類の人間の相手もしているから、余計だろう。

「さ……、そろそろ行こうか」

　そう切り出したユリウスはその場で長く指笛を吹いた。

　ピューィ……と高く細い音が風に乗って消えていくと、遠くから馬の駆かける足音が聞こえてくる。だが、目を凝こらして見てもどこにも姿が見当たらない。きょろきょろと辺りを見回す史佳にユリウスがくすりと笑った。

「上だよ、史佳」

「あ……、えっ!?」

　長い指が空を示し、それにつられるように上を見る。するとそこには、まるで草原を駆けているかのように空を走る馬がいた。

「う、馬だ、けど……」

　驚おどろく史佳の前に、馬はふわりと降り立つ。その肩からは真っ白な翼つばさが生えていた。

「もしかして……、ペガサスとかいう……？」

「さすが史佳、その通り。アウリは雌めすの天馬だ」

　うっすらと青みがかった白毛の天馬は、名前を呼ばれて返事をするようにユリウスに顔をすり寄せていく。

「史佳、アウリにきみの名前を教えても？」

「名前？」

「天馬はなによりも礼れい儀ぎを大切にする、気高い種族だからね。まずは名前を伝えなければいけない」

　さあ、と背中に手を置かれた。数歩近づくとアウリにじっと見つめられる。

「あ……、清野史佳です。毛並みも目も、とってもきれい……。あなたに触さわってもいい？」

　もちろん返事はなかったが、ゆっくりとした瞬まばたきが史佳の申し出を了りよう承しようしてくれた気がした。おそるおそる手を伸ばすと、アウリのほうから近づいてきてくれる。横顔を撫なでると目を細める。漆しつ黒こくの瞳に、史佳は「アウリは美人だね」と微笑ほほえんだ。

「二人も乗って平気なのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。天馬は普通の馬よりも力も体力もある。問題は、アウリが乗せる相手を自分で選ぶことだけれど……、史佳は合格」

「え？」

「そうだね、アウリ」

　そう言ったユリウスに応えるように、アウリは史佳に顔をすり寄せる。乗せてあげる、とでも言ってくれているのだろうか。

「よろしくね」

「ヤルヴィまで、アウリなら二十分かからない。史佳、乗って」

「わ！」

　軽々と史佳をアウリの背に乗せ、ユリウスもまたひらりと史佳の後ろに乗った。鞍くらも鐙あぶみもなく、どこに摑つかまればいいのかもわからない。

「高い……！」

「背筋を伸ばして、翼のつけ根に手を添そえて。後ろに僕がいるから怖こわがらなくていい」

「そ、そんなこと言われても……っ」

　乗馬の経験なんて一度もない。ましてや天馬など、当然ながら見ることすら初めてだ。

「アウリを信じて。彼女は自分で選んだ相手を絶対に落とさない」

　ユリウスの右みぎ腕うでが史佳の腰こしに回される。抱だき込まれるような体勢のせいで、彼の体温が伝わってきた。

（う、馬の背中ってこんなに高かったんだ。アウリを信じればいいって、どういうこと？）

　高さに慣れた史佳が少しずつ姿勢を正す。史佳の体勢が整うのを待ってから、ユリウスが口を開いた。

「さぁ、行こう」

　その声に、アウリが翼を広げる。ばさりと羽ばたくと、史佳とユリウスを背中に乗せたまま浮うき上がった。

「う、浮いてる！」

「はは、史佳の反応は本当に可愛かわいいね。新鮮だ」

　蹄ひづめが宙を蹴ける。先ほど聞いた足音だ、と思ったときには視界がぐんと高くなっていた。

「ほんとに飛んでる……！」

「緊きん張ちようしないで、もっと力を抜ぬいていい。疲れてしまうよ」

　学園を取り囲んでいる森の木々よりも高い場所をアウリは駆けていく。頰ほおに触ふれる風が速さを教えてくれているが、不思議なほどに身体からだは揺れない。

「アウリ、すごいね」

「気に入ってくれた？　初めて学園から出るときは、アウリに乗せてあげたいと思っていたんだ」

「どうして？」

　すぐ近くから聞こえてくるユリウスの声に耳をくすぐられた。アウリの背中では至近距きよ離りを保つ以外に二人で乗る術すべはなく、ユリウスとの密着を拒こばまないのはこれが初めてだと気づく。

「アウリは僕の親友だからね。それに……」

「それに？」

「堂々と史佳を抱きしめていられる」

　その言葉通りに史佳の首筋に鼻先を埋うずめたユリウスは、腰に回した腕うでに力を込める。

「ちょっ……！」

「ヤルヴィに着くまででいいから、史佳に触れていたい。……こんなに、温かいなんて……」

　振ふり払はらうには、声が小さ過ぎた。いつもの軽い口調ではなく、嚙かみしめるように言われてしまうと拒きよ絶ぜつしようにも難しい。

　いくらアウリが自分で選んだ相手を落とさないと言っても、それは普ふ通つうに乗っている状態でのことだろう。馬の背中で暴れるなんて、振り落としてくれと言っているようなものだ。だから仕方がないのだと理由を見つけて納なつ得とくし、史佳は流れていく景色に目を向けた。







　ユリウスが言っていた通り、二十分ほどで到とう着ちやくしたヤルヴィは大きく穏おだやかな湖を中心に栄える石いし畳だたみの街だった。長年大切にされてきたのであろう建築物特有の、厳おごそかな雰ふん囲い気きが街全体を包んでいる。

「史佳、どこから見たい？　エスコートさせて」

「初めて来たから全部見てみたい気もするけど……。あ、ユリウス、あれはなに？」

「教会だよ。行ってみようか？」

「それもいいけど、ちょっと待って」

　見るものすべてが新しん鮮せんで、まずは街並みを堪たん能のうしたい。

　きょろきょろと辺りを見回す史佳にユリウスが嬉うれしそうに目を細めた。その見慣れた表情に、史佳はアウリの背中でのことを思い出す。

（さっきのユリウスはなんだったんだろう。ヤルヴィに着いたら元に戻もどったみたいだけど）

　回された腕に、なにかを確かめられているような気がした。風の音に消えそうなほど小さなつぶやきだったが、彼は温かいと言ったのだ。

（体温のこと、だったのかな……）

　気にはなるが問い質ただすほどでもない。話したいのなら話すだろうし、と史佳は深く考えるのをやめた。答えが出なそうなことを考えるよりも、ヤルヴィを堪能するほうが先だ。

「ここにはどんな店がある？」

「なんでもあるよ。ベーカリーにショコラティエ、仕立屋に本屋に雑貨屋。文ぶん房ぼう具ぐも魔ま法ほう具も薬も、焼き菓が子しだって揃そろう」

「へぇ……」

　石畳の両りよう端たんは市場のようになっている。ここがメインストリートになるのだろう、人通りも多く活気がある。

　一日かけても回りきれないほど店は多く、かといって賑にぎ々にぎしいというわけではない。落ち着いた雰囲気に長時間滞たい在ざいしても飽あきそうにない街だと思ったが、ただ一点だけ気になることがあった。

（……見られてるの、気のせいじゃないよな）

　街並みに感動しているときには気づかなかったが、ちらちらと視線を感じる。一人や二人ではなく、行き交かう人々や店の中、つまりは大勢の視線だ。

（彩佳と歩いているときみたいだけど……、ちょっと違ちがう）

　美人で派手な彩佳と見比べられ、勝手にデートだと勘かん違ちがいされて「地味ー」「つりあってないし」などと陰かげ口ぐちを叩たたかれることには慣れている。だがこれは……。

（──避さけられてる）

　史佳とユリウスの周りに、人はいない。自分たちを中心に半径一メートルほどの円を描えがいたように、誰だれも近づいてこなかった。歩きやすいと言ってしまえばそれまでだが、疑問は残る。

　ヴァロの話からすれば、ユリウスは魔法界で一番魔力の強い魔法使いであると同時に、羨せん望ぼうの的のはずだ。彼が学園長だからこそエーデルフェルトへの入学希望者が増えたこともまた事実なのに、このよそよそしさはなんなのだろうか。

　人が多いから居い心地ごこちが悪いだけなのかもしれないと先を急ごうとした矢先、目の前で幼い男の子が転んだ。

「あ！」

　駆かけ寄ろうとした史佳より先に、ユリウスが転んだ子どもに手を差し伸のべる。

「大丈夫？　ケガはない？」

　きょとんとしながらも頷うなずいたその子の手が、ユリウスのそれにもう少しで触れる、その直前。

　背後から叫さけぶような声が聞こえてきた。

「やめて！　触らないで!!」

　メインストリートが静まり、母親の声に驚おどろいた男の子の泣き声だけが響ひびく。

　いつの間にかできていた人ひと垣がきをかき分けて出てきた母親は、泣きじゃくる子どもを胸に抱き上げた。そして、改めてユリウスの顔を見るなり彼女は急いで数歩後ずさり、離はなれた場所で深々と頭を下げる。

「もっ、申し訳ございません！　エーデルフェルト家のご子息に、なんて失礼なことを……！」

　顔色をなくして謝る母親を前に呆ぼう然ぜんとしていると、伸ばしていた手で拳こぶしを握にぎったユリウスはゆっくりと首を横に振った。

「こちらこそ、申し訳ないことを。声をかけていただいてよかった」

「そんな……！」

「……史佳、行こう」

「う、うん」

　さっときびすを返したユリウスに手を引かれたまま、騒そう然ぜんとしたその場を抜けて湖のほとりまで歩く。その間中、ユリウスは一言も話さなかった。史佳もまた、彼にかける言葉が見つからず、二人は無言で先を急いだ。

　喧けん騒そうから離れ、ひと息つく頃ころにはすっかり額に汗あせをかいていた。

　草の上に腰を下ろし、湖面に映る山が木の葉が落ちてできた波は紋もんで消えていくのを見ながら乱れた呼吸を整えていると、ユリウスがぽつんと言う。

「驚かせてしまったね」

「確かに驚きはしたけど……。それより、あの母親はどうして……」

　ユリウスから守るように子どもを引き寄せたのか。続けられるはずのない言葉を吞のみ込んだ史佳は、動どう揺ようを隠かくすように湖に左手を入れる。水の冷たさが心地ここちよかった。

「なにもかも、僕の魔力のせいだよ。強過ぎるから触れられない。誰かに……、なにかに触れようとすると必ず傷つけてしまう」

　ユリウスの口調は、なにもかもを諦あきらめているように聞こえた。不自然なほどに史佳と距離を取り、腰こしを下ろそうとしない彼を見上げると学園を出るときと同じ寂さみしげな表情をしていた。

「傷つけるって、どういうこと……？」

「……見ていて」

　史佳が尋たずねると、ユリウスがその場にしゃがみ込み湖に手をかざす。すると、彼の手から逃のがれるように湖面がたわんだ。

「え!?」

　驚いた史佳が声をあげると、彼はさらに手を深く差し入れる。たわんでいた湖面はそれに合わせるように二つに割れ、そう浅くはない水みな底そこが見えた。

「み、湖が……」

　まるで、湖水が意思を持っているようだった。

　ユリウスが湖から手を引くと、何事もなかったかのように湖面が元に戻る。湖を割っても水が一いつ滴てきすらついていない手を、彼はそのまま近くに咲さいていた花に伸ばす。

　すると、指先が触れただけで花は一いつ瞬しゆんにして萎しおれてしまった。

「……！」　>>>♥

「これが僕だよ、史佳。……怖こわい？」

「怖くはないけど……」

　だが疑問は残る。一度だけ唇くちびるを引き結び、史佳はそれをユリウスにぶつけることにした。

「でも、アウリは？　アウリには乗ってたじゃないか」

「彼女には短時間だけ魔法をかけていたから」

「……じゃあ、おれは？　ユリウスの隣となりにいてもなんともない」

　重ねて尋ねたのは、ユリウスが触ふれても傷つかない自分がいるということを彼に伝えたかったからだ。それが、ユリウスを安心させるためなのか、それともこれ以上彼に寂しそうな顔をさせたくなかったからなのかはわからない。

「それは、史佳が特別だから」

「おれが？」

「そう。僕は、きみにしか触れられない」

　パチン、とユリウスが指を鳴らす。萎れていた花は見る間に色を取り戻し、花弁が風に揺ゆれた。

「……史佳だけなんだ」

　湖面を渡わたる風にかき消されそうなほど小さな声は、史佳の耳にきちんと届いた。

　つぶやくなり、ユリウスは湖から史佳の手を引き上げて握る。「冷たい」と笑う彼が、直接湖の水に触れることは叶かなわないのだ。

（……そうか、そういうことか……）

　始業式の日にヴァロから聞いた話が、やっと腑ふに落ちた気がした。

　多少なりとも魔力を持った者は、自分より強い存在に憧あこがれる。それはごく普ふ通つうのことだが、ユリウスの場合は次元が違うということなのだろう。強過ぎるからこそ尊敬され、だからこそ周囲への影えい響きようも大きい。大き過ぎる影響は、持たざる者からすれば脅きよう威いだ。

（ユリウスは、こうやってずっと独りだったのかな）

　花にすら触れられない彼の悲しみなど、想像したところで到とう底ていわからない。

　指と指を絡からめてつなぎ、史佳の手の感かん触しよくを楽しむように甲こうにくちづけているユリウスを、いつものように咎とがめる気にはなれなかった。

「同情してる？」

「いや……、いつからそうなのかなとは考えてたけど」

　史佳の言葉にユリウスからの答えはない。

「さ、湿しめっぽい話はここまでにしてデートに戻もどろう。見たい店は決まった？」

　つないだ手を引かれて立ち上がる。ユリウスの明るい声にほっとして、「本屋」と短く告げた。

「本が見たいし、万年筆がほしい。それに、ヴァロへのおみやげも買わないと」

「それならまずは、文具店から案内しよう」

　ユリウスの穏おだやかな笑え顔がおが、微かすかな痛みとともに胸に刺ささった。

　彼が、自分の置かれている状じよう況きようをすべて受け容いれてこうして笑っているのだとしたら、笑えるようになるまでにどれだけの時間が必要だったのだろう。それを考えると、同情などしていないはずなのに、重なった手から伝わってくる少し低い体温が切ない。

（……今だけ。ヤルヴィにいる今だけだから）

　誰にともなく断って、史佳はそっとユリウスの手を握り返した。




　　　　＊＊＊




　準備が整い次し第だい種を植えるつもりでいる、丘おかの一角を耕して作った畑から戻ると、準備室が荒あらされていた。

　デスクの引き出しは中身が出され、筆記用具が散乱している。読み途と中ちゆうだった本も床ゆかに落ち、拾い上げるとページが折れていた。授業の終わりに出席番号順に提出してもらったレポートは、乱雑にデスクの上に広げられている。──ぐちゃぐちゃだ。

「またかよ！」

　ユリウスとヤルヴィに出かけた週末以降、いたずらの頻ひん度どが目に見えて増えている。今まではマグカップや教科書や皿など標的になっていたものは一度にひとつだけだったのだが、最近では部屋全体を引っかき回されるようになってしまった。

「しまってある物まで全部出して荒らしていったのか……。大変だっただろうに」

　どこか他人ひと事ごとのように言うと肩かたにいるヴァロがそこで地じ団だん駄だを踏ふむ。

「いつまで悠ゆう長ちようなこと言ってるんだ！　これ、このままだとそのうち教室までやられるぞ？」

「うーん……。そうかもしれないけど、まだ大だい丈じよう夫ぶ」

「危機感を持て、危機感を！　今はまだ部屋だけだからいいけど、そのうちおまえ自身になにかされるかもしれないんだぞ。史佳が言わないならオレがユリウスに言いつけてやる！」

「いい。そのうち自分で言うから」

　右肩で憤ふん慨がいしているヴァロに、今日は無事だったお菓か子し入れから取り出したクッキーを一枚渡した。

「こんなんで騙だまされるとか思うなよ！　今日という今日は、絶対言う!!」

「食べるか喋しやべるかどっちかにしなって。あ、そこでこぼさないようにね」

「わかってるっ」

　怒おこったように言いながらもクッキーを頰ほお袋ぶくろに詰つめ込んでいるヴァロから視線を外し、荒らされた準備室を見回す。

　まずは床に落ちている物をすべて拾うことから始めなければならない。明日の準備はそれが済んでからだ。

「……せっかくだから、ついでに掃そう除じしよう。箒ほうきとチリトリ、あとは雑ぞう巾きんも持ってこないと」

　準備室の中にあるドアを通り、生活科室に移動する。

　教室の後方にある掃除用具入れは備えつけられてはいたものの、中にはなにも入っておらず形だけだった。魔ま法ほうさえ使うことができれば掃除など自分でする必要はないのだからそれも当然なのだが、それでは生活科の勉強にはつながらない。それをユリウスに伝えると、彼は箒とチリトリ、それにモップを揃そろえてくれた。雑巾は確か、教きよう卓たくの隣にある史佳用の作業台の引き出しに新しいものを予備としてしまっておいたはずだ。

　一段だけ高くなっている教きよう壇だんに上がり、教卓に近づくと胡桃くるみ色いろのそれに点々と赤い色がついているのが見えた。

「なんだろう……」

　訝いぶかしみ、さらに近づいてよく見ると教卓と作業台がインクで汚よごされている。黒や青、それに黄色のインクには見覚えがあった。

「ほら見ろ！　教室までやられた!!」

「……これ、ステンシルのインクだ」

「あ？　あの、エプロンにどうとか言ってた授業で使ったやつ？」

「そう。減りが速いとは思ってたけど、……こんなことに使われるとは思わなかった」

「絶対、アンテロたちだ！」

　ここまで来ると、さすがに史佳もヴァロの意見に賛同するしかなくなる。なぜなら、インクが少なくなっていたのは、アンテロがいる十四グループだけだったからだ。

「準備室の掃除よりこっちが先だ。乾かわいたら落としにくい」

「まだ乾いてないってことは、やったばっかってことだろ？　授業抜ぬけ出してこんなことやってんのか、悪ガキ共め!!」

「自分たちでやってるとは限らないと思うよ。みんな、魔法が使えるんだから」

「なにかにやらせてるってことか？　それ、余計タチ悪いぞ」

「魔法でもなんでも、やられたことはもう仕方がないよ」

　作業台の下から取り出したバケツに水と洗せん剤ざいを入れ、絞しぼった雑巾で教卓から拭ふき始める。見つけるのが早かったためか、食器用洗剤でも落ちそうだ。

「……これ、もういたずらじゃないだろ」

「ん？」

　すぐに真っ黒になってしまったバケツの水を教室の窓側にある流しで交こう換かんしていると、ヴァロが肩から肘ひじまで降りてくる。

「いたずらなんて可愛かわいいもんじゃない。これは史佳をいじめてるだけだ」

「教師いじめってこと？……そうしたくなる気持ちもわからなくないかな。おれは魔法が使えるわけでもないし、ちゃんとした教師でもないから」

「そういう問題じゃないだろ。教える立場に魔力の有う無むは関係ない」

　史佳を諭さとすようにそう言ったヴァロになにも言い返すことができない。

（それは確かにそうなんだけど、いきなり生活科なんて勉強したくもない教科を習う羽目になった生徒も可哀かわい想そうだと思う。魔法を勉強しに来てるのに、って普通は思うだろうし……）

　なにも言わず黙もく々もくと教卓を拭く史佳に肩を竦すくめ、ヴァロは定位置の右肩に戻った。ひっきりなしにしっぽを揺らしている彼は史佳以上に苛いら立だっているのだろう。この様子だと、後でユリウスに報告するのは間ま違ちがいない。

（正直……、ユリウスに知られたくない。こんな嫌いやがらせをする理由はきっと、授業が気に入らないっていうことだけじゃないだろうから）

　近づきたくてもそれすら叶かなわない、絶対的存在である魔法使いの隣となりに立てるのが、魔力も持たないただの人間だ。その人間に向けられる感情など、想像するのは容易たやすい。

「あれ？　赤だけ落ちない」

「赤？」

「うん、ほら」

「……ほんとだ」

　他ほかの色を落とし終えた教卓には、真っ赤なインクだけがべったりと残っている。何度雑巾で擦こすってもまったく落ちそうにない。

「これだけインクの種類が違ちがうのかな。とりあえず後回しにして、作業台も拭かないと……」

「そうだな」

　授業で使っていたインクの中には、ここまで鮮あざやかな赤い色はなかったように思うが、これだけ別に生徒たちが用意したのだろうか。

「……おかしいね。僕が史佳先生に準備した作業台は、こんなに奇き抜ばつな色ではなかったはずだけれど」

　突とつ如じよよく知った声が聞こえ、驚おどろいて振ふり返ると黒板の横にある準備室へと続くドアにユリウスが腕うでを組んで寄りかかっていた。

「ユリウス……」

「いいとこに来た！　ユリウス、準備室もやられたんだ！」

「うん、見たよ。落ちていた物は全部デスクに上げておいた。やっと治ったのに、また指を傷つけたら大変だからね。ここも手伝うよ、史佳」

「──いい」

　スッと右手を持ち上げ、指を鳴らそうとしたユリウスを史佳が静かに止める。

「史佳？」

　魔法を使えばインクの汚れを消し去ることなど一いつ瞬しゆんで、難しいことなどないとわかっている。だが、ここで魔法に頼たよってしまうのは違う気がした。

「これは、おれがどうにかしなきゃいけないことだから」

　まっすぐにユリウスを見て言うと、彼は史佳を見つめ返してから微かすかに目を眇すがめた。

「……わかった。それなら僕は、別の物をなんとかしよう」

「別の物？」

　訊きき返した史佳に答えることなくユリウスは黒板に近づいた。粉受けに置いてあるチョークを指先で摘つまむと、それがキラリと光る。

「あ……！」

「ガラスの破は片へん。このまま握にぎったら、確実にまたケガをしていただろうね」

「……」

　わざわざ使いかけのチョークに仕込むということは、史佳に確実にケガをさせたかったのだろう。その行こう為いには、憎ぞう悪おすら見え隠かくれしている。──楽観視していていいような状じよう況きようではないのかもしれない。

　器用にガラスを抜き取ったユリウスが指を鳴らすと、それは消えてなくなっていた。

「十四のヤツら、やり方が卑ひ怯きよう過ぎる！」

「十四？」

　ユリウスがヴァロの言葉に眉まゆを上げて訊き返す。すると、ヴァロは思い出したように史佳をちらりと見てから、キッと視線をユリウスに戻もどした。

「……史佳には黙だまってろって言われてたけど！」

　できればユリウスに知られることは避さけたかったが、こうして実際に現場を見られてしまった以上は隠し通せるとは思えない。

（ユリウスが動いたら、嫌がらせはもっとひどくなるんだろうな……）

　ユリウスとの関係について余計な詮せん索さくをされるのも嫌だが、これでは本当に、史佳がユリウスに守られているだけになってしまう。

　それになにより、ユリウスがなにも知らないわけがないと史佳は思っていた。すべて学園内で起きたことだ。指を切ったときですら駆かけつけてきた彼だ、史佳の状況などとっくに把は握あくしていたのではないだろうか。

「アンテロがいる、十四グループのヤツらが史佳のこといじめるんだ。準備室を荒あらしたのも、作業台をインクまみれにしたのも、全部あいつらの仕し業わざに決まってる！」

「……ああ、魔法界有権者の三代目が集まっているグループか」

「史佳がなにも言わないでいるからつけ上がって。ただの七光りだってことに気づきもしないで！　たいした魔力もないくせに、態度はデカいし努力もしないし！」

「ヴァロが生徒をここまで言うとはね。珍めずらしいな」

　案の定、ユリウスが嫌がらせの事実を知って過か剰じように反応することはなかった。むしろ、全身の毛を逆立てて怒いかりをあらわにするヴァロを物珍しげに見つめている。

「言わずにいられるか！　史佳をなんだと思ってるんだ、あいつらは!!」

「随ずい分ぶんと史佳を気に入っているんだな」

　ユリウスのからかうような声に、ヴァロはふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。

「さて、史佳。明日からの授業は、当分見学させてもらうことにする。いいね？」

「ど、どうして？」

「学園長命令。賢かしこい史佳なら、理由もわかってくれると思うけれど」

　艶つややかな銀ぎん髪ぱつをさらりと揺ゆらしてユリウスが史佳に顔を近づけてくる。

「……近い」

　彼を避けるように作業台の側面を拭こうと屈かがんだ史佳は、そこにも赤い色がついているのを見つけた。

「こんなところにまで……」

「今日のところは、これぐらいにしておくといい。もうすぐ下校時間になるからね」

「え、もうそんな時間？」

　下校時間になれば生徒だけでなく教師も教室にはいられなくなるのが学園のルールだ。

　完全に陽ひが落ちると、校舎内でこの学園を卒業した魔ま法ほう使つかいたちが自由に動き出す。──と言っても、『生前の』がつくのだが。先人たちに敬意を表して、学園長以下全員が下校時間以降は一いつ切さい本館の一、二階に残ることはない。

　教室の壁かべに掛かけられている時計を見ようと顔を上げた史佳の唇くちびるにユリウスのそれが触ふれる。

「!!」

「今日も愛しているよ、僕の可愛い史佳」

「おれはユリウスの所有物じゃないし、そういうのやめろって言っただろう！」

　唐とう突とつに贈おくられた軽いくちづけと熱い告白に声を荒あらげる。インクを落とすことに集中していたせいで、完全に油断していた。

「ははっ、史佳は元気なほうがいい。きみが塞ふさぎ込んでいると、どうしたらいいかわからなくなってしまう」

　意外なことに、ユリウスの行動は言葉数も少なく感情的になるわけでもなかった史佳を心配してのことだったらしい。

「……えぇと、ありがとう……？」

　心配してくれていたことは嬉うれしいが、それとキスされることとは別の話だ。素す直なおに感謝するのも違う気がして、疑ぎ問もん符ふをつけてお礼を言うとユリウスにくすりと笑われた。

「どういたしまして？　お礼は史佳からのキスがいいな」

「絶対にしない」

「相変わらずつれないね。そこも愛しているけれど」

　やっぱりもう一度、と伸のびてきた彼の手を叩たたき落とす。調子に乗るのもいい加減にしろ、と持っていた雑ぞう巾きんを投げつけてやろうかと思ったが、楽しそうな顔を見てしまうとそれもできない。仕方なく、史佳は苛いら立だち紛まぎれに流しでゴシゴシと雑巾を洗う。

「明日の授業はなにをするつもり？」

「まだ準備中だけど、丘おかの隅すみの畑でこれから何種類かハーブを育てる予定だからその事前学習」

「どんなハーブ？」

「考えてるのは、カルキッアとディリース、エカッティにヴィフレア」

　専門書と料理本を見ながら決めた魔法界のハーブは、史佳からすればどれもこれも不思議なものばかりだった。カルキッアは綿わた菓が子しのように甘く、ディリースは水分を含ふくむとぱちぱちと弾はじけるらしい。エカッティはかなり酸味が強く、ヴィフレアに関しては人間界の飲み物である緑茶に似た味がすると書いてあった。

「いいね。ヴィフレアのお茶は僕も大好きだ」

　洗い終えた雑巾を干す史佳の隣でユリウスが楽しそうに言い、それに応こたえるように「オレはカルキッア！」とヴァロが続けた。

「まだ種たね蒔まきもしてないんだけど」

「お茶の話をしていたら飲みたくなったね。史佳、部屋に戻ったらお茶にしよう。きみが淹いれてくれたお茶は、きっととてもおいしいんだろうな」

「おれ、明日あしたの準備が……」

「賛成！　ミルクティがいい！」

　いつの間にか、史佳が淹れたお茶を飲むことがユリウスとヴァロの間で決まっていた。

（まぁいいか……。実習じゃないから、そこまで準備に時間はかからないし）

　正直、誰だれかがいてくれたほうがいい。

　チョークに仕込まれたガラスを見てしまっては、身の危険を感じないわけにいかなかった。

　ユリウスに促うながされ、上じよう機き嫌げんなヴァロを右みぎ肩かたに乗せて準備室に戻る。ドアを閉める瞬しゆん間かんに、視界の端はしに入った赤いインクがぎょっとするほど鮮あざやかで、史佳はふるりと身体からだを震ふるわせた。







　それからというもの、ユリウスは史佳の授業を見学することが増えた。今学期が始まった当初よりも頻ひん繁ぱんに、しかも長時間教室の中にいるようになった。

（ユリウスがいてくれると、授業はスムーズに進む。……授業は）

　学園長の姿に、生徒たちはどうしても緊きん張ちようする。そして件くだんの十四グループの生徒たちは、史佳がグループに近づくと小さな声で罵ば倒とうしてくるようになった。にこやかに手を挙げ、質問がある様子を装よそおって史佳を呼ぶ。そうしてグループに近づくと、『根こん性じよう無し』『チクリ魔ま』など、謂いわれのない悪口ばかりを史佳にしか聞こえないほど小さい声で並べてくるのだ。

　気にしなければなんてことはないと思えていたのは数日だけで、それ以降は毎日少しずつ苛いら立だちが蓄ちく積せきされていった。

「……また増えた」

　生活科室の赤い落書きは日に日に増え、ユリウスが長く授業に顔を出した翌日は特にひどい。いまだに落とし方がわからないこのインクは、幸か不幸か史佳が使う物にしか付着しておらず、どうにか隠かくすことができている。おかげで、教きよう卓たくと史佳用の作業台にはずっとテーブルクロスがかけられたままだ。

「ほんとに……、これ、なにで落ちるんだろ」

　わざわざかけられているクロスを剝はいでまで赤い色を増やしていく執しつ拗ようさに、自分への嫌けん悪お感かんや憎にくしみが表れている気がして、自おのずと表情が昏くらくなった。

「史佳、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うん、まだ平気。みんながみんな、おれのこと嫌きらってるわけじゃないと思うしね」

「そりゃそうだ！　若い生徒ほど、史佳のこと好きだと思うぞ？」

「だといいんだけど」

　右みぎ肩かたに手をやり、慰なぐさめてくれたヴァロの背中を指で撫なでる。

　この赤いインクが教室につけられるようになってからというもの、ヴァロは今まで以上に史佳の傍そばを離はなれなくなった。図書室に行くときも畑に行くときも、片時も離れず右肩に乗っている。それはとても心強いが、心配させるのが嫌いやでため息もろくにつけない。

（こんなの、ただのわがままだ。それはわかってるのに……）

　わかっていても、一人の時間がほしいと思ってしまう。

　珍しくヴァロが肩にいないと思ったときには、決まってユリウスが姿を現すのだ。史佳は温かいね、などと言いながら髪かみを撫でたり手をつなごうとしてくる。

　史佳を案じてくれているのか、嫌がらせへの牽けん制せいなのかはわからないが、ユリウスがしてくれていることは残念ながら逆効果だ。彼が史佳と一いつ緒しよにいる時間が増えたことで、史佳が女子生徒達から睨にらまれることも正比例して増えている。鋭するどい視線にさらされることも、史佳の疲ひ労ろうの要因になっていた。

　辛かろうじて、本を読んでいるときにはユリウスもヴァロも史佳の邪じや魔まをしないでいてくれる。そのことに気づいてからは、今まで以上に読書に励はげんだ。おかげで、図書館にある本を手当たり次し第だい借りては読み漁あさるのが史佳の日課になっている。

「今日はなんの授業？」

「今日も座学だよ。そろそろ畑の土に養分が回ってきたから、ハーブを育てるための準備を急がないと」

「早く調理実習になんないかなー」

「それはもう少し先」

　今日の授業は一時限目だ。そろそろ生徒たちが教室に来る。疲労が浮うかんだ顔ではきちんとした授業もできない、と両手で頰ほおを軽く叩く。

「それ、最近よくやるな」

「気合だよ、気合」

「人間界のまじないか？　それで気合が入るとは思えないけどなー」

　他愛たわいもない会話をしているうちに生徒たちがやって来る。

　彼らの大半は今でも史佳を疎うとんでいることを隠しもせず、じっとりとした目で見つめてくる。だが、中には生活科という授業におもしろさを感じてくれたのか、あいさつをしてくれるようになった生徒もいた。史佳の勘かん違ちがいでなければ、その数は日を追うごとに増えているように感じる。

　そうなってくると、なにもかも手て探さぐりで自分にできるわけがないと思っていた教師という職業も、悪くないと思えるから不思議だった。懐なつくとまではいかなくとも、目を合わせてにこやかな表情を見せてくれる生徒はやっぱり可愛かわいい。

（だから、なにがあっても辞やめたくない）

　赤いインクで汚よごされようとも、イライラが増えようとも、逃にげ出すという選せん択たく肢しだけは史佳の中には生まれなかった。

　始業を告げるベルが鳴り終える直前に、十四グループの生徒たちがアンテロを先頭に教室の前のドアから堂々と入って来る。それも、すでに見慣れてしまった。

「それでは授業を始めます。昨日配ったプリントを出してください」

　授業を進めているうちに、ユリウスが後ろのドアから音もなく入ってくる。これもまた、見慣れた光景だ。

「今日は、グループごとに育てたいハーブの種類を決めましょう。調理実習でお菓か子しを作って、育てたハーブでお茶を淹れて、なにもかも自分たちで作ったものでお茶会ができればいいなと思っています。なので……」

　教室内を歩きながら説明していると、史佳が近づくなり「魔ま法ほう使えば速そつ攻こう育つのに、ほんっと無む駄だ。魔力がないから頭も悪いんじゃねぇの？」とアンテロが言い始める。それに賛同するようにグループメンバーがくすくすと笑う。そのやりとりは、きっとユリウスのいる位置からは見えないだろう。気にはなるが、それにいちいち反応する暇ひまはない。

「ハーブの種類が決まったら、配った紙にハーブの特とく徴ちようや育てるうえでの注意点などをグループでまとめてみてください。質問はいつでもどうぞ」

　クラス全体に向けて話し終えると、ざわざわと生徒たちが作業を開始する。難しいことなどひとつもない、実習準備の授業風景──の、はずだった。

「なに、このつっまんない授業！　やってらんねぇんだけど」

　聞こえてきた声に目を向ける。案の定、声の主はアンテロだ。十四グループの生徒たちは、誰一人として筆記用具を持とうともしていない。

　それまでの様子とは打って変わり、大声で発せられた言葉に怯ひるんでいるとユリウスが史佳の前に移動してくる。

「きみがこの授業をやっていられない理由を、私にわかりやすく教えてくれないか？」

　これまで授業を見学するだけで生徒に声をかけることなどなかったユリウスに、十四グループだけでなく他ほかの生徒たちも息を吞のんだ。

「ここ、エーデルフェルトには無駄な授業など一つもない。今学期からの新しい授業とはいえ、それは生活科も同じことだ。私が用意したカリキュラムがきみに合っていないのなら、残念ながらきみは魔法使いに向いていないのかもしれない。授業に参加しない生徒に単位を与あたえることはできないから──、困ったことになったね」

　エーデルフェルト学園は単位制になってはいるものの、すべての単位を満たさなければつぎの学期に籍せきがなくなる。学園の規則は厳しく、理由もなく欠席すると最終試験の受験資格を失ってしまう。だからこそ、どんなに史佳が気に食わなくとも彼らが授業を欠席することはなかったのだ。

「魔法使いは誇ほこり高いもの。誰かを貶おとしめ、傷つけようと企くわだてる者に、魔法使いになる資格はない。……そう。たとえば、室内を荒あらし、チョークにガラスを忍しのび込ませるなど、愚おろかなことは決してしてはならない」

　色の異なるユリウスの瞳ひとみに見つめられたアンテロが険しい顔をして俯うつむく。

　たった一歩、ユリウスがテーブルに歩み寄る。それだけで、十四グループの生徒たちはびくりと身体を強こわ張ばらせた。生徒たちを怒ど鳴なったわけではないが、ユリウスの雰ふん囲い気きに教室の後方が凍こおりついたようにすら見える。

　このままでは授業を続けることは難しい。そう判断した史佳はおそるおそる口を開いた。

「が、学園長。そろそろお時間じゃありませんか？」

「……史佳先生？」

「お客さまがお見えになると記き憶おくしていましたが……」

　すべて口から出まかせだった。だが、そうでも言わなければユリウスは教室から出て行かないだろうし、彼がこのままこの場所にいたのでは授業どころではない。

　ゆっくりと目を瞬まばたかせ、ユリウスが微かすかに首を傾かしげた。その視線にもういいのか、と問われている気がして史佳は小さく頷うなずく。

「……では、私はこれで失礼するよ。邪魔をしてすまなかった、授業を続けて」

　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせ、ユリウスは教室を出て行った。

（……さて、と）

　学園長直々に厳重注意されたアンテロは、先ほどより何倍も憎にく々にくしげに史佳を睨んでいる。十四グループの他のメンバーも同様に、史佳に向けてくるのは憎ぞう悪おのこもった視線だ。

　結局、ユリウスがなにを言ったところで悪いのはすべて史佳になってしまう。おまえさえ学園長に告げ口しなければ……、と彼らが言いたいことは見当がつく。

（これを解決するのは学園長のユリウスじゃない。おれが自分で、なんとかしないといけないことだ。……だけどその前に、今日の授業を進めないと）

　どう声をかけようか考えあぐねる史佳より先に、クラス全体を包む重苦しい空気を破ったのは、成り行きを見守っていた生徒たちだった。

「史佳先生ー、教えてくださーい」

「あ……、はい。今、行きます」

「他のハーブはダメですか？」

　その声で、他の生徒たちも作業を再開する。ぎくしゃくしてはいるが、また授業が進み始めた。それに安あん堵どしながら、史佳は急いで手を挙げている生徒のもとへ向かう。

「収しゆう穫かくまでの時間が、この四種類と同じくらいのものなら大だい丈じよう夫ぶですよ。手に入りにくいハーブ以外だと助かります」

「はーい」

　滞とどこおりなく答え、最後に「質問してくれてありがとう」と小さな声でつけ加えた。すると、そのグループの生徒たちが顔を見合わせてから首を振ふった。

「この前授業で作ったリリスの鉢はち植うえ、もう蕾つぼみがつきそうなんです。土、触さわるの嫌いやだなって思ってたし、魔法使えばいいのにって思ったけど、自分で植えたのがちゃんと育ってるのがすごく楽しくて。だから、畑も楽しみにしてます」

　にっこりと笑って言われた言葉に胸が熱くなった。泣きそうになるのを堪こらえて、史佳もそっと笑い返す。

「また、なにかあれば訊きいてくださいね」

　まだ平気だと、ヴァロに言った言葉は噓うそではない。

　授業が楽しかったと言ってくれる生徒が一人でもいてくれるだけで頑がん張ばることができる。自分が伝えたいと思っていることが伝わり始めている喜びが、そのまま仕事への活力に変わっていく。単純かもしれないが、それが事実だった。

　史佳が再び教室内を歩き出すと、突とつ如じよ、ガタン！　と大きな音が聞こえてくる。

「どうしました!?」

　急いで音がしたほうへ向かうと、十四グループの椅い子すが倒たおれていた。

「気分が優すぐれないので、保健室に行ってもいいですか」

　手を挙げて史佳を呼ぶことすらせず、大きな音を立てるためにわざと椅子を倒したらしい。

「俺らでつき添そうんで、先生は来なくて大丈夫ですから」

　六人グループのうち、三人の女子生徒が一いつ斉せいに気分が悪くなったという申し出に返答に詰つまる。だが、仮け病びようだという確信もない。

「わ……、わかりました」

　そう答えると男子生徒に守られるように座ったままだった女子生徒たちが立ち上がった。

「……ほんっと最低。あんたが学園長にチクったんでしょ」

「これぐらいで、いい気になんないでよね」

「いつまで守られてるつもり？　信じらんない」

　ハンカチで口元を押さえた彼女たちの表情は、あくまで体調が悪そうなそれだ。だが、言葉は見た目とは正反対のものだった。それぞれがくぐもった声で言いたいことを口早に告げ、さっさと教室を出て行ってしまう。

（どう見ても仮病だ……）

　そうと知っても、今さら許可を取り消すわけにはいかない。

　それでも、せめて今日の授業に参加していたという理由づけになればと、荷物を持って教室を出ようとしていたアンテロに声をかける。

「十四グループは、どのハーブにするか決まりましたか？」

　呼び止められた彼は、舌打ちをしてから振り返る。そして、皺しわくちゃになったレポートを投げるように史佳に手て渡わたしてきた。

「とっくにできてんだよ。茶番でも授業は授業だからな。これで満足か？　史佳先生」

　わざとらしく史佳を先生と呼び、きびすを返して出ていく。そんな生徒の背中を見つめることしかできずに立ち尽つくす史佳の髪かみを、ヴァロがつんつんと引いた。

「……なに？」

　授業中にしては珍めずらしく、ヴァロが耳元で「そろそろ時間だぞ」と小声でささやいた。のろのろと時計を見ると、確かに授業終しゆう了りよう十分前になっている。

「そ、それではまとめ終わったグループから提出してください。今日の授業は、提出したグループから終わりになります」

　ぎこちなく言いながら教きよう壇だんに戻もどった史佳の前に、他の生徒たちがレポートを持って並ぶ。一部始終を見ていたのにも拘かかわらず、自分の指示に従ってくれることが嬉うれしかった。

「史佳先生、また明日あした」

　声をかけられ、手元ばかりを見ていた顔を上げる。すると、そこには質問をしてくれた女子生徒とそのグループのメンバーがいた。

「また明日。今日も一日、頑張って」

「先生もね？」

　笑いかけてくれた彼女に笑えみを浮うかべて頷くと、喉のどが詰まり鼻の奥がツンとした。

（泣くな泣くな。いくらヘコんでるからって、生徒の前で泣くなんて恥はずかし過ぎる）

　バイバイ、と手を振って教室を出ていく生徒たちに手を振り返し、誰だれもいなくなった生活科室で史佳はぐったりと教きよう卓たくに突つっ伏ぷした。

「……ヤバかった」

「おう、お疲つかれ！　よくキレなかったなー」

「……生徒たちが笑ってくれたぐらいで泣きそうになるとか、もう末期だ……」

「んー……、史佳やられてるもんなぁ」

　史佳の肩かたから教卓に降りたヴァロは、一度伸のびをしてからしっぽを振った。白いそれが史佳の髪を掠かすめる。ぱさぱさと数回髪を揺ゆらされて顔だけは上げたものの身体からだまで起こす気にはなれず、史佳は教卓に頰ほおをつけたままだ。

「あー……、今日のはさすがに、結構疲れたかも……」

「あっ！　しっぽ触るか？　ほら、癒いやされるかもしんないし！」

「気持ちだけもらっておく」

　今日という今日は、精神的疲ひ労ろうが半はん端ぱではない。剝むき出しの悪意を突きつけられ、それでもなお平静を保つことは容易ではなかった。

（ユリウスが言ってたことは間ま違ちがいじゃない。だけど、あの子たちには逆効果だと思う……）

　生徒を窘たしなめるということは、彼らの将来を思いやってのことだろう。だが、根本的に史佳を嫌っているのだ。ユリウスの行動はすべて、史佳を守るためのものだと思われているに違ちがいない。そして、そう思っているのはなにも十四グループの彼らだけではないだろう。

　ユリウスが自分を思いやって振る舞まってくれればくれるだけ、嫌がらせがエスカレートしていると思えて仕方がない。

　考えなければならないことが山積し、気持ちもめげてしまいそうだ。

　疲れているのは確かだが、これからレポートに目を通して、どのグループがどのハーブを選んだのか把は握あくしなければならない。それを済ませてから畑に行き、種類を見ながら植える場所を考えるまでが今日の史佳の仕事だ。

「赤いインク、結局全然消せてないからどうしようかと思ってたんだけどな……。いいや、放課後に回そう。まずはレポートが先かな」

「なぁなぁ、その前に休きゆう憩けいにしようぜ。喉のど渇かわいた」

「……じゃあ、少し休もう。甘い物でも食べて気分転てん換かんしたい」

「おっ、それいいな！」

　瞳ひとみをキラキラさせて同意したヴァロがぴょんと肩に飛び乗る。

　こんなにも気が滅め入いっているときに、傍そばにいるのがヴァロでよかった。もしこれがユリウスだとしたら、優やさしくしてくれるであろう彼に八つ当たりしていたに違いない。

（八つ当たりしてもなにも解決しない。……わかってる）

　わかっていてもしてしまいそうで嫌だった。それでユリウスを傷つけることになってしまうのが、一番怖こわい。

（怖いってなんだ。こうなってるのはユリウスのせいかもしれないのに）

　考えていると頭が混乱してきた。史佳はふるりとかぶりを振って、教卓から身体を起こす。

「史佳、早くあっち戻ろう！」

「今行くってば」

　面めん倒どうなことはすべて後回しにして、糖分補給のために準備室に足を向けた。
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「なんで落ちないんだ、このインク……！」

　スーツを汚よごさないようにとエプロンをつけ、シャツの袖そでを捲まくった史佳は天てん井じようを仰あおいだ。その手には、食器洗い用のブラシが握にぎられている。

　やるべきことを片づけて、生活科室に戻ってからすでに二時間が経過しようとしていた。

「なー、もう諦あきらめないか？　昼ひる寝ねしたいー」

　あくびをしながらヴァロが言った。はじめのうちこそ、液体洗せん剤ざいや重じゆう曹そうなど思いつく限りの物を手にインクと格かく闘とうする史佳を面おも白しろがっていた彼だったが、さすがに飽あきてきたらしい。

「寝てていいよ。終わったら起こすから」

「史佳は真ま面じ目めだよなぁ。そんなん、ユリウスに魔ま法ほうでどうにかさせちゃえばいいだけじゃん」

「嫌いやだ。自分でどうにかできることなら自分でする。魔法に頼たよらない」

「ほーんと、真面目だなぁ。史佳は」

「そんなことないと思うけど。……あと試ためしてないのはアルコールだけか」

　洗剤はあらかた試した。お湯も氷水も重曹も試したが、効果はなかった。こうなれば、生活科室にあるものすべてを試してみるしかない。それでもどうにもならなかったときは別の方法を考えるしかないだろう。

　史佳は作業台の前でしゃがみ込み、焼き菓が子し作りのために準備していたブランデーを取り出した。

「もったいないけど、これで落ちるなら」

　ブランデーを沁しみ込ませた布ふ巾きんを教卓のインクの上に広げた。インクにアルコールが浸しん透とうするのを待つ間に教室の窓を開ける。

「んー、いい匂においー。史佳、一口くれ！」

「ダメ。っていうか、ヴァロ、酒も飲めるのか。リスなのに？」

「だーから、オレをそこらへんのリスと一いつ緒しよにすんなって言ってるだろ！　酒を嗜たしなんでこそ一人前の白いシマリスだ」

　胸を張ったヴァロは教卓によじ登り布巾の端はしを持ち上げようとした。滴したたるほどではないがブランデーを吸った布巾は重く、ヴァロの力では微かすかにしか上がらない。

「重っ！」

「手伝ってくれるのは嬉しいけど、邪じや魔ましないように」

「邪魔なんかしないぞ！　ちょっとブランデーの味見をだな」

「手伝ってくれないのか……」

　二カ所の窓を開け、教壇に戻る。持ち上げることを諦めたヴァロの前で布巾を退どかすと、赤いインクが浮き上がって見えた。

「……浮いてる？」

「みたいだな」

　二人で覗のぞき込みながら、インクを爪つめで引っ搔かいてみる。すると、まるでシールのようにそれが剝はがれ始めた。ちぎれないように慎しん重ちように引っ張っていくと、インクがつるりと取れる。

「と、取れた……」

「おお、ほんとだ！」

「よし、これで全部落とせる」

　ブランデーをこんなことに使うようになるとは思ってもみなかったが、とにかくすべて落としてしまわなければすっきりしない。

　史佳はつぎつぎと布巾をブランデーに浸ひたし、インクの上に置いていく。アルコールが沁み込んだ部分からインクを剝がし、教卓が済むと作業台に取りかかった。教卓よりも広こう範はん囲いにインクで汚されている作業台には、布巾ではなく準備室から持ってきていた大きめのタオルを使うことにする。

「もったいない！」

「仕方ないだろ、これしかないんだから」

　思い切りよくブランデーを使う史佳に、いつの間にか右肩に乗っていたヴァロが残念そうな声を上げる。それに構うことなく作業を続け、作業台のインクをあらかた剝がした。最後の仕上げにブランデーを拭ふき取り、新しい雑ぞう巾きんと布巾を持ってこようと思ったところで、ずるずるとエプロンの肩かた紐ひもが下がってきた。

「ヴァロ？」

　訝いぶかしんだ史佳が名前を呼んでも、肩から答えが返ってこない。それどころか、どうにか紐に摑つかまっていたらしいヴァロがころりと作業台の上に転がり落ちてきた。

「……もしかしなくても、匂いで酔よった？」

「酔ってなーい」

　仰あお向むけのまま笑い声交じりにそんなことを言われても信しん憑ぴよう性せいなど欠片かけらもない。とにかくそこから退かそうと手を伸ばしたが、ひょいとかわされてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　水持って来るから飲んで」

「みずぅ？　なぁんでそんなもん飲まなきゃいけないんだよー。あー、あっつーい！」

　上じよう機き嫌げんな彼はそのまま窓に向かう。酔っているというのに動きは機き敏びんで、史佳が駆かけ寄ったときにはすでに窓まど枠わくから身体からだが半分ほど出ていた。

「ちょっ……、落ちそう……！　危ないからこっち戻もどって！」

「だーかーらぁ、オレは白いシマリスだぞ？　危なくなんか……」

「あっ！」

　話の途と中ちゆうでバランスを崩くずしたヴァロの姿が消える。

「ヴァロ!!」

　慌あわてて窓から身を乗り出してヴァロを探すと、彼は派手な装そう飾しよくのガーゴイルを器用に伝い、スルスルと一階まで降りているところだった。

（そ、そっか。リスだもんな、雨どいを伝うくらいなんでもないか……）

　ヴァロの姿に胸を撫なで下ろしたものの、安心はできない。あんなに酔ったままで、もしも森に入ってしまったら、捜さがし出すことは難しくなってしまうだろう。放ほうっておいても無事に戻って来るような気もするが、相手は酔っ払ぱらいだ。どこでなにをするかわからない。

　窓を閉め、ふーっと息を吐はき出した史佳はエプロンを外した。水を張ったバケツにブランデーの沁み込んだ布巾とタオルを突つっ込み、生活科室を足早に出る。

（そういえば、こんな時間に一人で学園内を歩くのは初めてかもしれない。……廊ろう下かが伸のびたりしないといいけど）

　そんなことを考えながら人ひと気けのない本館の二階の廊下を進み、階段を降りた。幸い、廊下は史佳を惑まどわせることはなく、部屋の並びも廊下の長さもいつものままだ。そのまま観音開きの本館の玄げん関かんをどうにか押し開け、外に出る。

　さわさわと風に揺ゆれる緑の丘おかを見回し、ヴァロの姿を捜した。

「いた！」

　遠くに見つけたヴァロの姿はもうすでに森へ入ろうとしているところだった。

「ヴァロ！」

　呼びかけた声は風にかき消され、小さな白い影かげはすっと森へと消えていく。史佳は、本館と西にし棟とうの前を通り、ヴァロを追いかけて森に足を踏ふみ入れた。







　初めて入った森の中は思っていたよりも明るく、図書室から手当たり次し第だいに借りた図ず鑑かんで知った、魔法界特有のあらゆる植物がいたるところに自生していた。人間界の植物に関しては大たい抵ていのものは覚えていた史佳にとって見ることも触さわることも初めての植物を、時間さえあればゆっくりと見たいところだったが、目的は酔ったヴァロを回収することで植物観察ではない。

（ああ、でも。今度森に来るときは図鑑を持って来よう）

　そう決めて、史佳はヴァロの名前を呼びながら森の奥へと進む。

「ヴァロー、ヴァロ、どこー？」

　傾かたむきはじめた陽ひの中で、時折ちらりと白いしっぽが視界に入る。見失う前にと先を急ぐが、いかんせん不慣れな場所を革かわ靴ぐつで歩いているため分が悪い。それでもどうにか追いかけていくと、突とつ然ぜん視界が開けた。

「……随ずい分ぶん、太い幹だな」

　そこには、大木がどっかりと鎮ちん座ざしていた。幹の太さから推測するに、樹じゆ齢れいは軽く二百年ほどはありそうだ。周囲に他ほかの樹木はなく、ここまで歩いてくる間には見かけなかった短く柔やわらかな芝しば生ふのような草が地面を覆おおっている。

　道なき道を歩いてきたせいで乱れた呼吸を整えながら、目の前に現れた大きな樹きを見上げた。左右に広がる枝には、数え切れないほどの蔦つたと蔓つるが絡からまっている。

「こんなにたくさんの蔦と蔓……。これだけ太い樹じゃなかったら、養分吸い尽つくされそうだな」

　図鑑でも見たことがない樹に、呼ばれるように近づいた。幹に手が届きそうな距きよ離りまで来ると、メープルシロップのような甘い匂いに包まれる。

「ふにー……」

　突とつ如じよ、聞き覚えのある声が頭上から聞こえてきて慌てて顔を上げると、心地ここちよさそうに蔦に絡まっているヴァロを見つけた。

「ヴァロ！　こんなところでなにを……」

「あー、史佳だぁ。だって、甘い匂いがしたからさぁ」

　そう言って笑うヴァロに手を伸ばし、絡まっていた蔦を外す。

「まったくもう、心配かけて……っ」

　ヴァロを右の手のひらに乗せたと思った瞬しゆん間かん、左手に持っていた蔦が史佳の腕うでに巻きついた。

「え!?」

　本来、植物は受動的な生物だ。彼らが意志を持って動く目的は、ただひとつ。

（捕ほ食しよく行動……！）

　人間界で捕食するのは食肉植物だけだ。図鑑で調べ、植物園で何度も実物を見た。育てたこともあるが、捕食する樹など聞いたことがない。これが魔ま法ほう界の食肉植物なのだとすれば、自分は間ま違ちがいなく獲え物ものとみなされたのだろう。

（は、早く逃にげないと……っ）

　そう思ったところで、口元にするりと薄うすい黄緑色の蔓が伸びてくる。食肉植物に多く見られる繊せん毛もうは、この蔓にはないようだ。

「ん！　なに、っ」

　蔓の先せん端たんから溢あふれる透とう明めいな甘い蜜みつが頰ほおに滴したたった。執しつ拗ように追いかけてくる蔓から顔を背そむけて逃げようとしているうちに、右みぎ脚あしに別の蔦が絡まってくる。

「あ！」

「わーぁ」

　太い蔦に持ち上げられ、身体が簡単に宙に浮ういた。その拍ひよう子しに両足から靴くつが脱ぬげ、ヴァロが手のひらから転げ落ちる。

「ヴァロ！」

　ころんと草の上で転がったヴァロは、ゆっくりと起き上がり身み震ぶるいした。ケガのない様子にほっとしていると、また別の蔦が右みぎ腕うでと首に絡まり、ぴたりと密着する。

「う……っ！」

　身動きが取れなくなった史佳に、再度伸びてきた蔓が蜜を零こぼした。首を固定され、息苦しさに薄く開いた唇くちびるの隙すき間まから蜜が入り込む。

「ん、ん！」

　吐き出そうとしたがそれも阻はばまれ、史佳は蜜を飲み下す。甘いそれは水みず飴あめのように喉のどに粘ねばつき、ほんの少ししか口にしていないのに吐いた息が熱くなっているのを感じた。

（な、んで？　ブランデーよりも強い……）

　アルコール特有の匂においなど感じなかったが、腹に落ちた蜜はまるで強い酒を飲んだかのように身体の内側から熱を発しているようだ。

「んん、オレなんでこんなとこに……？　って、史佳!!」

　ようやく正気を取り戻したヴァロが蔦に搦からめ捕とられた史佳を見て悲鳴に近い声を上げる。

「おまえ……！　よりによってなんでこの樹に……っ」

「な、に？　どういう意味……？」

「待ってろ、ユリウス呼んでくる！　あんまり蜜、飲むんじゃないぞ!!」

　言い終えるやいなや、ヴァロは勢いよく駆け出した。

（ユリウスならなんとかしてくれる……はずだ）

　左右の腕と右脚に絡まった蔦はいくら力を入れてもびくともしない。自由な左脚でどうにかならないかと思ったが、蜜を飲んでから身体をうまく動かせなくなっている気がする。

　それでも、特に危害を加えてくるわけでもないため、これならばユリウスを待つことぐらい造作もないと高を括くくっていたのだが、徐じよ々じよに上気していく頰とひっきりなしに零れていく熱い吐と息いきに、史佳は否いや応おうなしに身体の変化に気づく。

　自分の意志とは無関係に熱が生まれ、下腹部に溜たまっていった。

「ど……、どうして……っ？」

　ぞくぞくする。

　よく知った感覚に背筋を震ふるわせていると、足首から太ふと腿ももを撫でるように這はい上がってきた蔓が、スラックスとシャツの隙間を縫ぬって内側に入り込んだ。素す肌はだに直接触ふれるぬるりとした感かん触しよくは、きっと蔓が零した蜜だろう。

「やめ……っ」

　もがけばもがくほど、シャツが捲まくれる。細い蔓は器用にベルトを外し、ボタンとファスナーを下ろしてスラックスの前を寛くつろげた。

（捕食にしては執拗過ぎる。相手を酔よわせて食べるなら、蜜だけ飲ませればいいはずだ。それに、もしこの樹が食肉植物なら、おれを丸まる吞のみするはず……）

　魔法界の図鑑にも食肉植物は載のっていたが、ここまで大きくなるという記述はなかった。記き憶おくにはないが、それでもどうにか逃げ出す方法はないかと、霞かすみそうになる理性を引き留めて考える。

　だが、史佳が冷静でいられたのはここまでだった。

「あ！」

　それまで下着の上から蜜を零すだけだった蔓が、いつの間にかゴムをかいくぐり兆きざし始めていた史佳の中心に巻きつく。根元から先端にかけてスルスルと数回巻きついたそれは、緩かん急きゆうをつけて史佳自身を刺し激げきした。

「ふ……っ、ぅ……！」

　乱れ始めた呼吸で緩ゆるんだ口元に零された蜜を自分の唾だ液えきと一いつ緒しよに飲み込む。ぞくりと背筋を走ったのは、紛まぎれもなく快感だった。

　そんな史佳を追い立てるように、上半身に蔦が伸のびてきた。腕や太腿に巻きついているそれよりも細い蔦は、捲れ上がったシャツの中に忍しのび込み右胸の突とつ起きにへばりつく。

「っ！」

　吸きゆう盤ばんが貼はりついたような感触に、史佳はびくりと身体からだを震わせた。

（もしかして……、寄生される……？）

　引き剝はがさなければいけないと頭ではわかっていても、身体が動かない。蔦が絡まっているからというだけでなく、もはや力が入らなかった。

「っ、……あぁ！」

　右胸と中心とを同時に嬲なぶられ、堪こらえきれずに嬌きよう声せいが漏もれる。その声に呼応したのか、蔓が史佳自身のスリットを穿うがつように刺激した。しなやかな蔓がそこに入り込んで来るかもしれない不安に小さく腰を捩ひねるとスラックスが膝ひざまで落ちてしまう。邪じや魔まな布が一枚減ったことで蔓はそれまで以上に縦じゆう横おう無む尽じんに動き回った。

「！」

　下着がずり下げられ、すっかり立ち上がっている中心が顔を出す。無防備な背中を蔓が這い上がり、シャツの中に入り込んで、うなじまでをも蜜で濡ぬらした。

　背筋を伝った蜜が双そう丘きゆうまでゆっくりと滴っていったとき、ぐい、と蔦が動き右脚を開かされた。

「い、や……っ、やだ……！」

　双丘の狭はざ間まに入り込んだ蔓の感触に、堪たまらず声をあげる。それにかまうことなく、蔓は蜜を塗ぬり込めるようにぬるぬると史佳の秘所を行き来した。

（こんな……っ、こんなことって……！）

　蔦に捕つかまり、蔓に乱されている自分がどうやっても信じられない。あろうことか、身体は勝手に反応し、抵てい抗こうひとつままならなくなっている。

「ひ……っ！」

　蜜にまみれた史佳の蕾つぼみに蔓が直接触れた。先ほどのように腰を捩ろうとしたが蔦がきつく絡まりそれすら許さない。蕾をつつくだけだった蔓の先端が一ひと際きわ強く、ぐっとそこを押した。侵しん入にゆうされるかもしれない──、恐きよう怖ふを感じた瞬間、待ち望んでいた声が聞こえてくる。

「あぁ……、ロディベロの樹きに捕まったね」

　冷静なその声が幻げん聴ちようのようだった。どうにか声のしたほうに顔を向けると、長い銀ぎん髪ぱつをひとつにまとめ、濃こい灰色のスラックスに白いシャツを着たユリウスの姿が視界に入る。彼は、荒あらい呼吸を繰くり返す史佳の着衣を乱された姿を見てスッと目を眇すがめた。

「ロ、ディ……？　あ、の、催さい淫いんの……？」

　図ず鑑かんなのに、なぜか図が載っていなかったからよく覚えている。

　幻まぼろしの催淫の樹木、それがロディベロだった。蜜で人や動物を酔わせ、堕だ落らくさせると書いてあったはずだが、まさか学園の森に実在しているとは思わなかった。

「……驚おどろいた。史佳、僕の声が聞こえているの？」

「聞こ、える……」

　掠かすれた声で肯こう定ていの返事をした史佳の顎あごをユリウスが掬すくう。蔓つるに汚よごされた頰を見た彼は、吐息が触れるほど顔を近づけてきた。　>>>♥

「蜜を飲まされたね？」

　こくりと頷うなずくと触れるだけのキスをされる。

「ロディベロの蜜を飲んでも意識を保っていられるなんて、並なみ大たい抵ていの魔法使いでもできることじゃない。……本当に、そろそろなのかもしれないね」

「な……に、が……？」

「……史佳、身体熱い？　どうにかしてほしい？」

　史佳の質問には答えず、反対に問いかけてきたユリウスに再び頷く。シャツの袖そでを捲る彼の怪あやしげに光った瞳ひとみに、気づく余よ裕ゆうなどなかった。

「きみを助けたら、ご褒ほう美びをくれる？」

　耳元でささやいたユリウスについでとばかりに耳じ介かいを嚙かまれ、痛いはずのそれすら快感にすり替かわってしまった史佳は頷くことしかできない。

「ユリ……っ、たすけて……」

　振ふり絞しぼった声は小さく震えていたが、それでもユリウスには届いたようだ。パチン、と指を鳴らす音がして、身体に纏まとわりついていた蔦つたと蔓がすべて消え去った。支えをなくし、倒たおれ込んだ力の抜ぬけた身体を軽々と抱だきとめたユリウスは、そのまま草の上に史佳を横たえる。

「史佳」

「んん……っ」

　覆おおいかぶさってきたユリウスに抱き締しめられ、史佳は無意識にその背中に腕うでを回す。自分よりも少しだけ低い体温が心地ここちよく、忙せわしなく手のひらを動かした。

「さわ、って……、ユリウス、早く……っ」

「蜜みつのせいで積極的になっているみたいだね」

　ユリウスが史佳の顎を舐なめてそこに軽く歯を立てる。蜜で額に張りついた前まえ髪がみを分けたユリウスは、史佳の、鼻先に自分のそれを擦こすりつけた。なにをされても身体を震わせる史佳を愛いとおしげに見下ろし再び抱き締める。

　ふわりとユリウスの匂においに包まれ、それだけでも気持ちがよかった。だが、身体は満足するどころか直接的な刺激を求めて腰がもじついてしまう。

「我が慢まんできない？」

「なんとかして……！」

「仰おおせのままに」

　くすりと笑ったユリウスが史佳の身体に手を這わす。ぷつりと尖とがっていた両胸の突起を蜜で濡れたシャツの上から摘つままれた。

「あぅ！」

「可愛かわいいよ、史佳。食べてしまいたいくらい」

「んんっ」

　爪つめで引っ搔かかれ、余計に尖った右の飾かざりをシャツごと食はまれる。じゅっと音を立てて吸われ、背中が浮ういた。史佳の動きを利用して、ユリウスはロディベロに脱ぬがされかけていたスラックスを下着ごと取り去る。ぐっと脚あしを開かれても羞しゆう恥ちを感じる余裕はなかった。

「……ここにもロディベロが？」

「あっ、ん！」

　二種類の蜜にまみれた史佳自身を根元から指でなぞり、返事を待っているユリウスにこくこくと頷いて返した。

「そう……。こんなことなら、もっと早く駆かけつけていればよかった」

　悔くやしそうに言ったユリウスが史佳の中心に息を吹ふきかける。その刺激で滲にじんだ蜜は、ロディベロのものではない。

「史佳の初めては、すべて僕がほしかったのに」

「あ、あぁっ！」

　根元に指を回されたと思ったつぎの瞬しゆん間かんには、すっぽりと口こう腔こうに含ふくまれていた。

　甘い蜜をこそぎ落とすように全体を舐め取ってから、改めて味わうように舌を這はわされる。括くびれの部分を甘嚙みされ、腰が浮いてしまう。　>>>♥

「んっんっ……！　ユリ、ウ……っ」

　無意識に手を伸ばした史佳に応こたえて、ユリウスは指を絡からめた。ロディベロの蜜のせいなのか、溜たまった熱はすぐに解放を求めて渦うず巻まき始める。爪つま先さきを丸め、薄うすい腹筋を震ふるわせる史佳に気づいたのか、ユリウスは蜜の溢あふれるスリットに舌先を捻ねじ込むように刺激を与あたえた。

「もぅ、い……っ！」

　こんなに短時間で達してしまうなんて恥はずかしい。だが、どうしても堪えられなかった。

　断続的に吐はき出した史佳の白はく濁だくは、すべてユリウスが飲み干した。ごく、と喉のどが鳴る音を聞いて初めて、史佳はそれに気づく。

「の……、飲んだの……？」

「もちろん、きみのものならいくらでも。ごちそうさま、史佳」

「な……っ」

「一度出したくらいではまだ熱は引かないだろう。つぎは僕が、ご褒美をもらってもいい？」

　確かに、熱はまだ身体からだの奥で燻くすぶっている。一度達したそこも萎なえてはいない。

「ご、褒美……？」

　思考が霞かすみ、本能に従順になっている史佳が自分の顔に添そえられたユリウスの手のひらに頰ほおをすり寄せると、それを合図に彼が史佳のシャツのボタンを外し始めた。その丁てい寧ねいな動きさえも焦じれったく感じてしまう自分の浅ましさに羞恥を覚える。

「右胸の横に赤い痕あとが……」

「さっき……、蔦から吸きゆう盤ばんみたいな……」

「そうか。……それなら、僕が消毒してあげよう」

「んっ」

　吸盤が残した赤い鬱うつ血けつの痕を、消毒と称しようして何度も吸い上げられた。

　チリチリとした軽い痛みも快感に変わる。右から左へと移動したユリウスの愛あい撫ぶが終わる頃ころには、史佳の呼吸は再び乱れていた。

　絶え間なく襲おそってくる熱は大きく、為なす術すべなく翻ほん弄ろうされるしかない。終わりの見えない波に流されてしまうのが怖こわくて、史佳はユリウスにしがみつく。

「はぁ、は……っ」

「そのまま力を抜いていて。大だい丈じよう夫ぶ、なにも怖くないから」

　灰色と青色の瞳に見つめられ、見つめ返しているうちに彼の指が後こう孔こうに触ふれた。蔓とは違ちがう、温度も太さもあるそれに史佳の肩かたが揺ゆれる。

「……！　そ、んなとこっ……」

「キスして、史佳」

　額を合わされ、すっかり霞みがかった頭では抗あらがうこともできず言われるままに唇くちびるを重ねる。唇が触れるやいなや、ユリウスは角度を変えて深くくちづけてきた。

「ん、……ふ、……っ」

　舌を絡め、二人分の唾だ液えきを混ぜるような深いキスに喉が鳴る。飲み下したそれは、ロディベロの蜜よりも濃のう厚こうで甘い気がした。

　キスに夢中になっている間に、円を描えがいていただけだったユリウスの指が後孔を軽く押し揉もんでくる。そちらに意識を向けそうになると舌先を嚙まれた。

「ん！」

「キスだけじゃ足りない？　それなら、こっちも」

「やっ……！」

　顔を背そむけてキスから逃にげた史佳のはだけた胸に、ユリウスの大きな手のひらが這う。白い肌はだが上気して、薄うす桃もも色いろに染まったそこに鬱血の痕が花弁のように散っている。尖ったままの左の乳ち首くびを乳輪ごと指の腹で捏こねられ、史佳の中心からとろりと蜜が溢れた。

「敏びん感かんだね。どうしてきみは、こんなにも僕好みなんだろう」

　うっとりとため息をついてつぶやき、ユリウスは溢れた史佳の蜜を指先に纏わせる。ロディベロの甘い蜜でどろどろになっている慎つつましやかな史佳の蕾つぼみに指を押し当て、彼はゆっくりと侵しん入にゆうさせた。

「あ、あ……！」

　力が入らなくなっている身体は、入り込んできた指に違い和わ感かんを覚えるどころか悦よろこんできゅうきゅうと締めつける。締めつけが緩ゆるんだのを見計らって、ユリウスが長い指を根元まで収めた。繊せん細さいなガラス細工に触れるように指を動かし、なにかを探し始める。

「──あ！」

　身体の内側にある、自分でも意識したことなどない場所を押し上げられたとき、びくりと大きく腰こしが跳はねた。痺しびれるような初めての感覚に、史佳は目を見開いてユリウスを見上げる。

「心配しなくていい。史佳はそのまま、感じていて」

「あぁ……っ！」

　顔中にキスを降らせながらユリウスは見つけ出したその場所を優やさしく掠かすめるように押し、ぐちゅぐちゅと音を立てた。

　聞くに堪たえない濡ぬれた水音を出しているのが自分の身体だなんて、信じられない。だが、それ以上に信じられないのは、この状じよう況きようになってもまだ疼うずきを覚えたままの身体の奥だ。

「史佳、僕がほしい……？」

　蜜と汗あせで汚よごれ、服も辛かろうじてシャツを羽織っているような状態の史佳とは対照的に、ユリウスは袖を捲まくっているだけでボタン一つ外していない。そんなことに気づくはずもなく、史佳は夢中で頷うなずく。

「奥……っ、身体の奥が、さみし……っ」

　零こぼれていった言葉が妙みように説得力を持って史佳の中に落ち着いた。寂さみしいからなんとかして、とユリウスに向かって震える手を伸のばす。

「ほしいって言って。僕をほしがって、史佳」

「ほし……っ、ほしい、ユリウス……！」

　伸ばした手を引かれ、抱だき起こされて身体を返された。腕うでに力が入らず、腰だけを高く掲かかげた体勢でユリウスの熱を後孔に感じる。

「──ッ！」

　一気に入ってきたユリウスの熱は、圧あつ倒とう的てきな存在感だった。ひきつれるような痛みは一いつ瞬しゆんで、そこから先はもっと奥に彼を誘さそいこみたくて仕方がなくなる。それを知ってか知らずか、ユリウスは史佳の細い腰を支え、自身を根元まで押し込んだ。

「あ、あっ、いや……！」

「史佳？　どこか痛い……？」

　史佳の背中が大きくたわむ。

　一方的に快感を与えられる側に回ったのは紛まぎれもなく今日が初めてだ。それなのに、拒きよ絶ぜつするどころか身体が純じゆん粋すいに悦んでいる。

（恥ずかしい。……でも、すごく気持ちいい）

　ユリウスの手が史佳の中心を確かめるように触れた。そのまま握にぎり込まれるのかと思えば長い指は史佳自身を根元から先せん端たんまでなぞっただけで離はなれていく。

「痛くはなさそうだね。こんなにいやらしくて可愛かわいいなんて予想外だ……」

「だ、れがっ……！」

　すべてロディベロのせいだと言ってやりたい。だが、唐とう突とつに最さい奥おうを穿うがたれて史佳は声もなく喉を反らした。引き出し、捩じ込むように戻もどされるユリウスの熱を引き留めるように内ない壁へきが蠕ぜん動どうする。

「そんなに僕がほしい？……まいったな、我が慢まんが利きかない」

「あぅ、んんっ」

　後ろから顎あごを摑つかまれ、無理な体勢でくちづけられた。舌を絡めているとユリウスの律動が始まる。上と下の粘ねん膜まくを縦じゆう横おう無む尽じんに搔かき回され、頭の中が真っ白になっていく。

「ん、んっ……！　ふ、ぁ……！」

「……思い出して、史佳」

　ユリウスの言葉を遠くで聞き、史佳は理性を手放した。










　　　　＊＊＊




　ロディベロの樹きの蜜みつで乱れに乱れた翌日、史佳が目覚めたのはユリウスの寝しん室しつにある大きなベッドの上、しかも彼の腕の中だった。残念なことに記き憶おくはきちんと残っていて、自分がなにをしたのかユリウスになにをされたのか、なにもかもが鮮せん明めいで頭を抱かかえるしかなかったのだが。

（どうして……。どうしてあんなことに……！）

　特に下半身に倦けん怠たい感かんの残る身体を叱しつ咤たし、史佳は生活科室の壁かべを磨みがいていた。

「史佳っ、風！　風強いぃ！」

「我慢して。また匂においで酔よって森に入られたら困る。つぎは助けに行かないからな」

「ううう、史佳冷たい。だって、あれはっ」

「だってじゃない」

　窓という窓を開け放ち、それだけでは足りず教室の前後にあるドアもすべて開けた。そうしながら壁につけられていた赤いインクにアルコールを浸しん透とうさせる。

「史佳ひどい！」

　あんなことになったのはすべてヴァロが元げん凶きようなのだから、これぐらいは我慢してもらいたい。だが、史佳が八つ当たりしていることもまた事実だった。それもこれも、朝からひっきりなしに続いたユリウスからの度が過ぎたスキンシップのせいだ。

（どうしてあんなにベタベタベタベタ！）

　起き出した史佳が逃げ込んだバスルームにまで追いかけてきて、目覚めのキスがほしいとねだられた。それを断ると一いつ緒しよにシャワーを浴びると言い出し、諦あきらめさせるために最終的に三回もキスをした。スキンシップを好み、キスをねだってくることも日常茶さ飯はん事じにはなっていたが、今日のそれはさすがに度が過ぎている。

　理性を取り戻した状態では、昨日のことなどロディベロのせいとはいえ恥はずかしくて思い出したくもない。だが、ユリウスは違ちがったようで「史佳が僕をほしがってくれたんだから」と最中の言葉を何度も何度も嬉うれしそうに繰くり返していた。

　ユリウスの相手をするだけで朝からすっかり疲ひ弊へいしていたというのに、生活科室に入ると大変なことになっていた。

（教室は水みず浸びたしだし、しかも赤いインクが壁にまで……っ。なんなんだ、一体！）

　思ったように動けないせいで、ただの水を拭ふきとるのに必要以上の時間がかかってしまう。ユリウスに魔ま法ほうを使わずに手伝わせてやろうかとも思ったが、わざわざ呼んで顔を見るのも癪しやくで、結局は午前中いっぱいかけて一人でそれを片づけた。

　インクのほうはといえば、汚された範はん囲いが広過ぎて、これから一時間もすれば生徒たちが来るというのにまだすべてを落とし切れていない。もちろん、昨日せっかくきれいにした教きよう卓たくと作業台にも、きっちりとインクがつけられていた。

「ああ、もう！　腰ダルい……！」

　剝はがしたインクをバケツに放ほうり込み、代わりに雑ぞう巾きんを取り上げた。固く絞しぼろうとしたが腰が引けてしまうせいで力が入らない。立ったままでは埒らちが明かないと膝ひざをつくと、腰に鈍にぶい痛みが走った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……？」

「……大丈夫に見えるのか」

　俯うつむいたまま低い声で言うと右みぎ肩かたにいるヴァロがぴたりと動きを止める。さすがに言い過ぎた、と彼に視線を向けたとき、スッと扉とびらが開いた。

「史佳先生？　大おお掃そう除じでもなさってらっしゃるんですの？」

「わ！　あ、レータ先生」

　床ゆかから目を離さずにいた史佳の視界に、真っ赤なハイヒールが飛び込んできた。足音に気づかなかったせいで、声をかけられてやっとそこに立っているのがレータだと知れる。

「お一人では大変でしょう。お手伝いしましょうか？」

「いえ、そろそろ終わりますしスカートが汚れますから。……先生、どうしてここに？」

　腰の痛みを知られないよう、そろそろと立ち上がった史佳にレータが小首を傾かしげて微笑ほほえむ。栗くり色いろの長い髪かみが風に揺ゆれた。

「先日のハンカチのお礼を。新しい物を買っていただいて、ありがとうございました」

　そう言われて、彼女にポケットチーフの礼にハンカチを買って渡わたしていたことを思い出す。

「いえ、そんな……。むしろ、お礼を言うのはこちらのほうですから」

「差し上げたつもりでしたし、お気になさることなかったのに。ちなみに、あれはどちらで？」

「ヤルヴィです。行く機会があったもので……」

「まぁ！」

　大きめの声を出してしまったことを恥じるようにレータが口元を手のひらで隠かくす。その指の爪つめは、今日も鮮あざやかな赤で彩いろどられていた。

「あの花はな柄がら、今シーズンの流行なんですのよ？　ヤルヴィでしか手に入らないと聞いていましたのに、史佳先生からいただいたから驚おどろきましたわ」

「そうだったんですか。気に入っていただけたならよかった」

　レータと話しているとヴァロが肩からシャツのポケットに移動した。強い風が寒いのだろう。すでに充じゆう分ぶん過ぎるほど換かん気きもしたし、そろそろ窓を閉めなくては。

「それでは、わたくしはこれで」

「あ、はい」

　わざわざお礼を言うためだけに来てくれた彼女にお茶も出さず申し訳ないことをしてしまった、と思いながら窓を閉めていく。

「……はぁ、寒かった」

　最後の窓を閉め終えると、ポケットからヴァロが顔を出した。ぷるぷると身体からだを震ふるわせてから定位置の右肩に戻る。

「アイツ、なにしに来たんだ？」

「ハンカチのお礼を言いに来てくれたんだよ」

「わざわざ？　しかも今さら？」

　珍めずらしく姿勢よく肩に座り、ヴァロは耳までぴんと伸ばしている。

「ヴァロ？」

　名前を呼んでも返答はなく、史佳は仕方なく教室のドアを閉めて雑巾とバケツを洗う。

　最初こそ見ることも嫌いやですぐにアルコールに浸ひたした布ふ巾きんで隠していたインクを、今ではきちんと見てから剝がすようになった。はっきりと読めるわけではない。だが、どうにも文字のように見える気がしてならない。

（もし、本当に文字だったら？　生徒たちからのメッセージかもしれない）

　洗い終えた雑巾を干し、バケツを持って準備室に戻る。

　図書室から借りた本の前にある時計に視線をやった。規則的に動く秒針を目で追う。──今日もまた、あと三十分で授業が始まるのだ。

（授業をして、明日あしたの準備をして、明日ここに来たらまたインクを消して？……こんな、いたちごっこみたいなのがいつまで続くんだろう）

「遅おそくなってしまったね」

　ドアが開く音など聞こえなかったが、この声を聞き間ま違ちがうはずがない。首筋にかかったのは、彼の銀ぎん髪ぱつだろう。

「呼んだ覚えはないけど。……それと、腰こしに腕うでを回すな」

「どうして？　僕はいつだって、きみに触ふれていたいのに」

「史佳はユリウスのせいで腰がダルいんだから、今日ぐらいは言うこと聞いてやれー」

「……ああ、なるほどね」

　ヴァロの忠告を聞き入れ、一度はおとなしく腕を外したユリウスだったが、より密着するように改めて史佳を抱だきすくめた。

「ユリウス！」

「その元気があれば大丈夫。今日の授業もきっと、うまくいく」

「……え？」

　後ろを振ふり返ると、にっこりと笑ったユリウスと目が合った。

（おれ、ため息とかついてたっけ？　授業が嫌だなんて、一言も言ってないのに……）

「……史佳、ミス・レータに会った？」

「え？　ああ、うん。さっきハンカチのお礼を言いに来てくれたけど」

「そう」

　突とつ然ぜん訊きかれた内容を肯こう定ていすると、彼はすんなりと離はなれて椅い子すに座る。その対面に腰を下ろした史佳は、長時間の肉体労働のせいで余計に痛む腰に顔をしかめた。

「大丈夫？」

「……腰が痛くて重い」

「大丈夫、慣れると気持ちいいだけになるから」

「そういう問題じゃない！」

　楽観的なユリウスに声を荒あらげると、彼は楽しそうに笑う。

　きっと、これもまた彼なりに史佳を元気づけてくれているのだろう。そう思うと、からかってくる言葉がどことなく優やさしく聞こえてくるから不思議だ。

（……きっと、うまくいく）

　そうなるように祈いのりを込めて、史佳はユリウスの言葉を繰り返した。







　それは、突とつ然ぜんのことだった。

「もうやってらんない！」

　そろそろ収しゆう穫かくを迎むかえるハーブを使ったお茶会に備え、それに合うお茶菓が子しを考えてもらっているときに、十四グループの生徒たちが大きな声を上げ始める。

「学園長に媚こびてるだけの、ただの人間の教師になにを教われって言うんだよ？」

「こんな授業がなにかの役に立つなんて思えないんだけど」

　ここ数日間、必ず授業を見学していたユリウスがいなくなったことで、生徒たちの苛いら立だちがそのまますべて史佳に向いたらしい。とはいえ、一時限の授業時間のちょうど半分が過ぎたところで騒さわぎ出すあたり、授業を欠席扱あつかいにされたくはないのだろう。

（……おれに、どうしてほしいのかな）

　ゆっくりと歩き、十四グループに近づいた。他ほかの生徒たちは手を止めて成り行きを見つめている。

「また仮け病びようを使いますか？」

「またってなんですかー。あれは本当に具合悪くなっただけだし。誰だれかさんの、つまんない授業のせいで！」

「もっと面おも白しろい授業なら、とっくにおとなしく受けてやってるよなぁ？」

　ばかにしていることを隠しもしない口調を耳にしているうちに、史佳は怒いかりを覚えるどころか自分の頭の中が冷静になっていくのを感じた。ここで怒ど鳴なっても、彼らを喜ばせることにしかならないだろう。

「面白いかどうかは、きみたち次し第だいだと思いますよ」

「はぁ？　意味わかんないし！」

「これから先も魔ま法ほう界だけで生きていくならそれでいい。……でも、もし人間界で生活することがあったとしたら？　そうすれば、なにもかもを魔法に頼たよることはできません」

「説教かよ！　簡単な魔法も使えない人間が!!」

「！」

　アンテロが、史佳の顔に向かってペンを投げつけた。「危ない……！」と右肩のヴァロが急いで髪を引く。史佳はぶつかる寸前でそれを摑つかみ、そっとテーブルに戻もどした。十四グループ全員に向かって言う。

「自分たちでなにかを作ることは煩わずらわしいでしょう。けれど、それだけじゃなかったはず。そのことに、まだ気づきませんか」

「気づくってなに？　気づいてほしいなら、そういう授業すればいいじゃん！」

「こっちに責任なすりつけるとか、教師としてどうなの？　もういいよ、時間の無む駄だ！」

　ガタガタとわざとらしく大きな音を立てて、生徒たちが立ち上がる。筆記用具もなにもかもをそのままにして教室を出ていく彼らを、史佳も呼び止めようとはしなかった。

（──……やってしまった）

　大声だけは出さずに済んだが、結果的に生徒たちを窘たしなめるどころかエスケープを助長させてしまった。

「オレ、あいつらについてってみる」

　耳元でそうささやいたヴァロに小さく頷うなずくと、彼は史佳から降りて教室を出ていく。

　静まり返ったままの教室の凍こおりついたような雰ふん囲い気きに、切り出す言葉が見つからない。どうしたものかと思っていると、凜りんとした声が聞こえてくる。

「史佳先生はなにも悪くないです」

「……え？」

「そうそう。アイツら、生活科以外でも態度悪かったし。自分のじいちゃんとかばあちゃんと比べられて、イライラしてるからその八つ当たりだよなぁ。三代目って大変ー」

「生活科、楽しいですよ？　史佳先生の授業、面白いもん」

「うん、あたしもそう思う。魔法使わない授業も新しん鮮せんだし！」

　いつも質問してくる生徒以外の、どちらかといえばおとなしい生徒たちがつぎつぎと口を開く。しかも、史佳の授業が楽しいと言ってくれている。

「あ……、ありがとう……」

「先生が言ったこと、間違ってないと思います。料理とか洗せん濯たくとか、この授業がなかったらきっと大変さがわかりませんでした」

　魔力だけで言えば、ここにいる生徒の誰よりも史佳は劣おとっている。そんな史佳が、魔法を一いつ切さい使うことのない生活科で伝えたかったことを、受け取ってくれている生徒がちゃんといた。

（なにも解決できてないのに、嬉うれしくて泣きそう……）

「ごめんね、ありがとう」

　そう言って笑うと、史佳の笑え顔がおを見た生徒たちがそろってハッと息を吞のむ気配がした。

「さぁ、作業に戻ってください。今日中にお菓か子しを決めないと、調理実習ができませんよ」

　気を取り直して言った史佳に、生徒たちは素す直なおに従う。そうして、四時限目の終わりを告げるベルが鳴る頃ころには、すべてのグループが作るお茶菓子を決め終えた。

「先生、またね」

　ひらりと手を振って教室を出ていく女子生徒に手を振り返すと、史佳の顔から表情が消える。

　残っているのは自己嫌けん悪おと、苛立ちだけだ。

（もっとうまく説得できていれば、あの子たちは出ていかなかったかもしれない）

　十四グループのテーブルの上には六人分の筆箱と真っ白なままのレポート用紙が載のっている。それがすべてを物語っている気がして、史佳は唇くちびるを嚙かんだ。

　物思いにふけっていると、コンコンと窓を叩たたく音が聞こえてくる。慌あわてて開けると、ヴァロが顔を覗のぞかせた。

「史佳！　あいつら、肝きも試だめしとか言ってサンマロの谷に向かってったぞ」

「サンマロの谷？　それって確か、エタナがいるっていう……」

「そうだ。この時間に行くなんて、エタナたちの餌え食じきになりに行くようなもんなのに！」

「餌食ってどうして？　エタナはナメクジの魔ま獣じゆうで、害はないって書いてあったけど」

　読んだばかりの魔獣図ず鑑かんの説明をそのまま伝えると、ヴァロは首を横に振って返す。

「夜行性のエタナは夕暮れ時が一番凶きよう暴ぼうになるんだよ。あいつらだけで敵かなうわけがない！」

「……！」

　勢いよくきびすを返した史佳の肩かたにヴァロが飛び移った。

　サンマロの谷にいる魔獣は幸いなことにエタナだけだ。彼らが相手なのであれば、魔法が使えない史佳でもなんとかなるかもしれない。

（魔獣だろうが、ナメクジはナメクジだ。これでどうにかなるはず！）

　準備室の棚たなからきっちりと封ふうがされたままの茶色の紙かみ袋ぶくろを二つ取り出し、それを抱かかえて史佳は部屋を飛び出す。

「ユリウス探して呼んで来ようか？」

「いい、探す時間がもったいない」

「確かにもうすぐ日が暮れる。急がないと間に合わないかも」

「ヴァロ、道案内して！」

「おう！」

　身体からだの倦けん怠たい感かんも腰こしの痛みも、すべて忘れて史佳はヴァロの案内で先を急いだ。







　昨日迷い込んだ森を抜ぬけ、その先にある橋を渡わたるとやっと谷が見えてくる。

「ここから先はエタナたちの縄なわ張ばりだ。いつもはおとなしいけど、夕暮れ時に侵しん入にゆうしてきた相手には必ず襲おそいかかる。それに……」

「それに？」

「あいつらに触さわると溶とける。体液で相手を動けなくさせて、溶かして食べるんだ」

「うわ……」

　苔こけむしてぬるつく岩に足を取られそうになりながらも進んでいくと、人ひと影かげが見えた。その数が六つあることに安あん堵どしたが、様子がおかしい。

「もしかして、あそこに見えるのって……」

「ああ、間ま違ちがいないだろ。動けなくなってるみたいだな」

「なにをそんな冷静に！」

　悪い予感ほど的中する。周囲を警けい戒かいしながら近づいてよくよく見ると、生徒たちの足元はすでにエタナの体液で固定されていた。

「先生、なんで!?」

「どうしてここに……っ」

「……教えてもらったから。大だい丈じよう夫ぶ、きっと助ける」

　史佳の姿を見た彼らが、一いつ瞬しゆんだけほっとした表情を見せる。だが、すぐさま顔色をなくして悲鳴のような声を上げた。

「先生、後ろっ！」

　指で教えられた方向を振ふり向くと、そこには五匹ひきのエタナがずるずると這はってきていた。

「これは確かに……、立派なナメクジだ」

　花屋に勤めていたときによく見ていたナメクジがそのまま巨きよ大だい化したような姿に、史佳が覚えた感想はそんなものだった。エタナはすでに動けなくなっている生徒たちには頓とん着ちやくせず、新しく侵入してきた史佳を狙ねらってじりじりと間合いを詰つめてくる。

（四キロ持ってきて正解だったな。これだけあれば、動きを封じることぐらいはできる）

　ちらりと見上げた先には崖がけから張り出した枝があった。それは青々と葉が茂しげり、ちょっとやそっとでは折れそうにない。

「ヴァロ、お願いがあるんだけど」

「なんだ？」

「あの枝に向かってきみを放ほうり投げるから、合図したらこれの中身をばら蒔まいて」

「いいけど……、うまくいくのか？」

　首を傾かしげるヴァロに頷いて、史佳は持っていた袋ふくろの片方を足元に置く。もう片方にヴァロがしっかりとしがみついたのを確かく認にんして、枝に向かって弧こを描えがくように投げた。うまく枝に引っかかったらしく、袋は落ちてこない。

（よし、あとは……）

　拾い上げた袋の封を開け、いつの間にか随ずい分ぶんと近くまで来ていたエタナたちと対たい峙じする。思っていたよりも動きは速いらしい。

「日が暮れる前になんとかしないと」

　夕暮れ時に凶暴になるという魔獣に、敵うとすれば今が最後のチャンスだろう。史佳はわざとエタナたちの間を走り抜け、自分を追いかけさせるように仕向けた。

　ずるずると音を立てて動くエタナは、興奮しているのか体液を撒き散らしている。

「う……っ、気持ち悪い！」

　飛んできたそれを避よけると、足元の岩にびちゃりとへばりついた。

（赤いインクより落とすの大変そうだな。えぇと、枝があそこだから……）

　魔獣相手にどこまでうまくいくかわからないが、やるしかない。袋の中に手を突つっ込み、中身を握にぎりしめる。

　史佳の匂においを嗅かぎつけたエタナが、急に立ち上がった。その高さは二メートルほどあるだろうか。器用に尾おの部分でバランスを取り、威い嚇かくしてくる。

「すごい……、さすが魔獣。立ち上がるナメクジなんて見たことない。……あれって歯なのか？」

　鋭するどく細かいノコギリの歯がびっしりと並んだような口に、ぞくりと悪お寒かんが走った。舐なめ溶かされるというよりは、あの口で吸いつかれて削けずり取られるのだろう。

「うぅ、見慣れてるとはいえやっぱり苦手だ」

　手のひらの中身をさらさらと少しずつ落としながら、史佳はエタナの背後に回り込んだ。

「危ないっ!!」

「！」

　一いつ匹ぴきのエタナが尾を振り回した。持っていた袋を落とさないようにかばった史佳の左ひだり腕うでに尾が掠かする。じゅっと音がして、スーツが溶けた。

「先生、血が……っ」

　生徒の悲鳴で腕が傷ついたことに気づいたが、それどころではない。俊しゆん敏びんさが増してきているということはつまり、日にち没ぼつが迫せまっているのだ。

「あんまり手て荒あらな真似まねは、したくなかったんだけどっ」

　勢いよくエタナに駆かけ寄り、そのうちの一匹に握りしめていた手のひらの中身を投げつける。

「ぎゃあぁ！」

　広こう範はん囲いには至らなかったが、それを受けたエタナの体表が溶けていった。負傷した仲間を守るように他ほかの四匹のエタナが取り囲み、そのまま史佳に迫って来る。怒おこっているのか、その動きは先ほどよりも速い。

　ひとつにまとまった彼らから逃にげることなく、史佳は崖を背にわざと追いつめられる態勢を取った。ギリギリまで引き寄せ、これ以上近づけば逃げ場を失う距きよ離りになってからようやく走り出す。彼らの背後に回り込み、袋の中身を円を描くように撒いた。

「ヴァロ！」

　枝の上にいる彼の名を呼んだ史佳の声が崖に響ひびく。その声に応こたえて、真上の枝からバサバサと、まるで雪のように白い粒つぶがエタナ目がけて降り注いだ。

「ぎぃぃ……！」

　のたうちまわるエタナがどんどん縮んでいく。枝からなにも落ちてこなくなる頃ころには、見覚えのあるサイズになっていた。

「……はぁ」

　自分の縄張りを荒あらされたために生徒と史佳に襲いかかってきた彼らにとどめを刺さすのは忍しのびなくて、史佳は蠢うごめくエタナから生徒たちへと目を向けた。固定されたままの足をどうにかしてやらなければ、彼らは身動きが取れない。袋の中身がまだ残っていることを確認してから、史佳は生徒たちのもとへと急いだ。

「大丈夫ですか？」

「せっ、先生こそ！　腕、血が出てる……！」

「これくらいなんてことないです。みんなが無事でよかった」

　涙なみだぐんでいる女子生徒たちから先に、足元にしゃがみ込みさらさらとそれをかける。

「さっきからずっと気になってたんだけど……」

「はい？」

「それ、なに？」

「ああ、塩です。ナメクジ退治にはコレでしょう」

　尋たずねてきたアンテロの足にも塩をかけた。確信はなかったが、浸しん透とう圧あつが関係しているらしくエタナそのものだけでなく体液にも塩は効果を発揮している。

「魔ま法ほうも使えないくせに、あたしたちのこと助けにきて……っ」

「え？」

「もう、ほんとばかじゃないの？……っ、怖こわかった……っ！」

「わっ！」

　動けるようになった女子生徒たちが史佳にしがみついてきた。

（……間に合ってよかった）

　サンマロの谷が、ひっそりと日没を迎むかえようとしていた。
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　左腕の傷は、史佳にとって名めい誉よの負傷だった。ユリウスにはかなり心配されたが、出血量のわりに傷は浅く一週間もしないうちに治り、今では痕あとすら残っていない。

　あんなにも反はん抗こう的てきだった十四グループは、少しずつではあるが史佳との距離を縮め、授業態度はまるで別人だ。四時限目の授業が終わると、口ではいろいろと言うものの片づけを手伝ってくれるようになっている。少し前の彼らからは想像もできない。

「皿割ったり、教室水みず浸びたしにしたり、そういういたずらなくなったよなー」

「うん」

「てことは、やっぱあれは全部あいつらがやってたってことじゃん！　史佳、今なら怒ってもいいんじゃないか？」

「もういいんだ。あの子たちも反省してるだろうし」

「甘っ！　激甘っ！」

　確かに、アンテロを中心に十四グループの生徒たちがしていたのであろう、教室を荒らしたり史佳の物を狙ったいたずらはなくなった。

　だが、それに反比例するように赤いインクはひどくなるばかりだ。

　赤い色は生徒たちのテーブルも汚よごすようになり、メッセージかもしれないと思っていた教きよう卓たくに書かれる文字のようなものは、とうとうしっかりと文章になった。

（あれは、やっぱりメッセージだった。……それも、おれに向けての）

　古代魔法文字で書かれたそれからは、史佳を疎うとましく思う気持ちしか伝わってこない。教卓に文字が残されているのは決まって授業が一時限目の日だけで、消す間もなく滅め入いった気分のままで生徒たちを迎えるしかない。それすら狙って書かれているのかもしれないと気づいたときにはぞっとした。

　このことは、ヴァロにもユリウスにも話していない。──いや、話せなかった。

（話すとしたら、なにもかもを話さなきゃいけなくなる。アンテロたちが反抗しなくなってからも嫌いやがらせが続いていることも、赤いインクがひどくなっていることも、全部。……おれだけが黙だまっていればそれで済むなら、このままでいい。わざわざ嫌な思いをさせる必要なんてどこにもないだろうし）

　確認中のレポートに意識を集中させる前に、ふっと手元に影かげが差す。

　嫌な予感がして無意識に眉まゆを寄せると想像通りの声が聞こえてきた。

「史佳、お茶を淹いれてくれる？」

「断る」

　サンマロの谷で起きたことをヴァロから聞いたユリウスは、史佳の自室に押しかけ、ぎゅうぎゅうに抱だきしめて放さなかった。ロディベロの樹きとサンマロの谷、その二つのことが起きてからユリウスのスキンシップは日を追うごとに濃のう厚こうになっている。

「……今なにをしてるか、見ればわかるだろう」

　万年筆を持ったまま顔を上げずに言った史佳の声は低い。だが、それを気にする素そ振ぶりもなく、デスクに寄りかかったユリウスは髪かみを撫なでてくる。

「髪、撫でなくていい」

「どうして？」

「仕事中だから」

　素っ気なく告げると小さなため息が聞こえてきた。

「本当に……、史佳はつれないね。せっかく、愛を確かめ合うことができたというのに」

「っ、あれはロディベロのせいで……！」

「史佳ー、あんまりいじめるとユリウスが泣くぞ？　ガキの頃みたいに、丘おかで泣くぞ？」

「ヴァロ、余計なことを言うんじゃない」

　なんの話をしているんだ、と荒あらい口調で言ってしまいそうになった言葉を吞のみ込んだ。そのとき、ヴァロがなにかを感じ取ったかのように耳としっぽをぴんと伸のばす。

「……史佳、なんか音がする」

「え？」

「ああ、本当だ。隣となりから聞こえてくるみたいだね」

　生活科室のほうに耳を向けたヴァロにユリウスが賛同する。どんなに耳をそばだてても物音はしないが、二人が言うのならと席を立った。すかさず右みぎ肩かたに乗ったヴァロと部屋を移動する。

「うっわ、最悪！」

「……ひどい」

　ドアを開けた途と端たん、視界に飛び込んできたのは赤い色だった。生徒たちが自分たちで作った石せつ鹼けんで洗せん濯たくし、干したばかりのエプロンが汚されている。

「どうして？　隣にいたのに……！」

「これ、落ちるのか？」

　室内に対角線上に張ったロープに干したエプロンは、一枚残らずどこかしらに赤いインクが付着していた。一番近くにあったエプロンを取ると、乾かわく前のインクが史佳の手を汚す。手のひらについた赤い色に、自分の中でなにかがぷつりと切れる音がした。

「──もう嫌だ、どうしてこんな……っ！」

　ここからがスタートだと思ったのに。

　ようやくアンテロたちとのわだかまりがなくなり、生活科でしか伝えることができないことを伝えようと考えていた。その場所を、汚された。

　エプロンを握にぎった史佳の両手が怒いかりでわなわなと震ふるえる。

「史佳？」

「どうしてこんなことまでされなきゃいけないんだ？　おれがなにをしたって言うんだよ！　今朝だって……っ」

「……今朝？」

　口走ってしまってから気づいても、もう遅おそい。すぐ後ろで室内の惨さん状じように目を瞠みはっていたユリウスがエプロンを手にしたまま身体からだを縮こまらせている史佳の肩に触ふれた。

「今朝、なにがあったのか話して」

「……嫌だ」

「史佳」

　硬かたい声を出して俯うつむくと、優やさしいが逆らえない強さで振ふり向かされる。顔を覗のぞき込んできたユリウスの髪が揺ゆれ、銀色が煌きらめいた。

「言って」

「学園長から離はなれろ、汚けがらわしい一いつ般ぱん人」

「な、なに？　史佳、いきなりどうした？」

「資格のない者はこの場から立ち去れ、無能な教師。色目を使うな、恥はじを知れ。学園長をたぶらかす雌めす猫ねこ」

　一字一句、片時も忘れることなどできなかった言葉をつらつらと唇くちびるに乗せた。右肩でヴァロがおろおろしているのがわかる。

「全部、教卓に赤いインクで書かれてたんだよ。……もういいだろ」

「……史佳、」

「──言えなかった。ユリウスが動き出せば、きっとまたインクが増えると思ったから。……ここのところ、ずっと考えてたんだ。ユリウス、おれにかまうな。助けてもらってる自覚はあるし、こんなこと言いたくないけど……」

「史佳……」

「しんどいんだ」

　ユリウスに言わずにいたことには、史佳なりの理由があった。赤いインクでわざわざ古代魔法文字で書かれていた内容は、すべてではないが事実も入り混じっていて、それを知った彼が傷つくのではないかと考えたのだ。

（なのに、結局全部言ってしまった。しかも、言わなくていいことまで……）

「──わかった」

　しばしの沈ちん黙もくの後、ユリウスは史佳の肩から手を離した。眉をひそめ、痛みを我が慢まんするような顔で彼が自分との間に距きよ離りを作る。

　見覚えのある距離は、ユリウスが周囲と一線を引くために取るものと同じだった。

「金輪際、浮うわついた真似まねはしない。近づくことも止やめよう。僕の行動が史佳を傷つけていたなんて……。僕が、きちんと気づいていればよかった」

「ユリ……」

「すまなかった」

　きっちりと頭を下げ、ユリウスが史佳の右肩に目をやる。そして、きびすを返して生活科室から出て行こうとして足を止めた。

「……せめて、これぐらいはさせてくれるかな」

　振り返ったユリウスがパチンと指を鳴らすと、エプロンについたインクが一いつ瞬しゆんで消える。

「あ……、ありがとう」

「どういたしまして」

　史佳の頭に伸ばしかけた手にハッとして、ユリウスはぐっと拳こぶしを握った。困ったような表情で笑い、部屋を出て行く。

　こんな顔をさせるつもりはなかった。目に焼きついて離れない彼の笑え顔がおに胸が痛む。

「史佳、さっきのって本当なのか？」

　銀ぎん髪ぱつが見えなくなるまで見送ってからヴァロが口を開いた。

「……うん」

「本当は、あれだけじゃないんだろ？　もっとひどいことも書いてあったんじゃないのか？」

　聡さといヴァロに返す言葉が見つからず、持っていたエプロンをロープに戻もどす。

「ごめん、言いたくない」

「史佳……」

　古代魔ま法ほう文字が読めるようになって、初めて書かれたのがその言葉だった。目にした瞬しゆん間かん、急激に血の気が引いていった。まるで身体の中の血液がすべて冷たくなったかのような感覚は、今でも鮮せん明めいだ。

「オレは史佳の傍そばから離れないからな」

「ヴァロ……」

「史佳が嫌だって言っても、ここにいる」

「うん、ありがとう」

　右肩に手をやりヴァロの背中を撫でる。小さくて温かな体温に安あん堵どして、史佳は準備室へと戻った。







　あれから一週間が経たとうとしているが、ユリウスとは一度も話をしていない。

「史佳せんせー、これこっちでいい？」

「…………」

「先生ってば」

　収しゆう穫かく祭と称しようしたお茶会を終え、片づけをしているとアンテロたちが手伝いを買って出てくれた。一いつ緒しよに片づけていたはずだが、史佳の前からはなかなか皿が減っていかない。

「先生、最近おかしいよ？　みんなも心配してる」

「そんなことは……」

「あっ、そろそろ休きゆう憩けい時間終わっちゃう！」

「もうそんな時間か。みんな、ありがとう。四時限目もしっかり勉強してください」

　予よ鈴れいを前にぞろぞろと生活科室から出て行った生徒たちがドアを閉めると、史佳の顔から表情が消えた。ついてしまいそうになるため息を堪こらえて、焼き上がったばかりのクッキーをオーブンから取り出す。

「うまそうな匂においー。史佳、一枚！」

「まだ熱いからダメ。冷めてからお茶にしよう」

　毎朝ユリウスが起こしに来ることも、朝食を一緒に摂とることもなくなった。授業に顔を出すこともなくなり、彼と顔を合わせる機会はめっきり減っている。それでも、生徒たちと学園内を歩いているときや図書室に向かっているときにすれ違ちがうことはあった。不自然にならないよう、せめてあいさつだけでもと思ってもユリウスの横顔が史佳の知っている彼とは別人のように見えて、結局は言葉をかけられずに会え釈しやくをするだけで精せい一いつ杯ぱいになってしまうのだ。

（ヴァロは……、あれが今までの、おれがここに来る前までのユリウスだって言ってたけど。本当なのかな）

　どこにも隙すきのない穏おだやかな微笑ほほえみは、他人を寄せつけなくするためのものにしか思えない。

　会わなくなってから、物思いにふけるように丘おかにたたずむユリウスを生活科室や準備室の窓からよく見かけるようになった。ヴァロ曰いわく、それもまた今までの彼に戻っただけのことらしい。

（これでいい。これでよかったんだ）

　ユリウスと一緒にいる時間がなくなってから、赤いインクのメッセージは残されていない。

　これがあるべき姿なのだ。ユリウスは魔法界最強の魔法使いであり、エーデルフェルト学園の孤こ高こうの学園長。史佳は彼に雇こ用ようされ、生活科を担当する一教師。甘いセリフも過か剰じようなスキンシップも、日常的過ぎて当たり前になっていたが、それらがすべてなくなりただ穏やかに日々が過ぎていく。

（……なのに、どうして）

　最後に見たあの笑顔が忘れられない。

　丁てい寧ねいに包帯を巻いてくれた手も、ヤルヴィでつないだ指も、少し低めの体温も、こうして離れたことで鮮明に思い出す。距離を取ったのは史佳だったというのに。離れた場所からユリウスの姿を見つけただけで、胸が締しめつけられるように苦しかった。

　塞ふさぎ込む史佳の耳に、コンコン、とノックの音が届く。すでに四時限目が始まっている時間に生徒が戻って来るとは考えにくい。

「はい、どうぞ？」

　オーブンの天板を洗いながら答えたが、ドアが開く気配はなかった。不思議に思って手を止め、ドアに近づくと右みぎ肩かたのヴァロが身構える。

「ヴァロ？」

「……なんでもない」

　両手足で肩にしがみついてきた彼をそのままにしてドアを開いた。すると、そこにはレータが立っていた。

「こんにちは、史佳先生。少しお邪じや魔ましてもよろしいですか？」

「洗い物が少し残っていますが、それでもよろしければどうぞ」

「では、お言葉に甘えさせていただきます」

　柔やわらかな表情のまま室内に入ってきたレータの足音がいつもと違うことに気づく。よくよく彼女の足元を見ると、普ふ段だんよりヒールが高くより鮮あざやかな赤いハイヒールを履はいている。

「レータ先生、靴くつ、変えられました？」

「まぁ、お気づきでした？　まだ慣れなくて、少し歩きにくいのですけれど」

「真っ赤なピンヒール、とても似合ってます。レータ先生はスタイルもいいから。どうぞ」

　勧すすめた椅い子すにきっちりと足を揃そろえて座った彼女は短めの黒のタイトスカートの上に淡あわい桃もも色いろのハンカチを広げた。

「ついさっき、クッキーが焼き上がったんです。ペリラとナウヴィンのチーズを入れて、少し塩気のある味のものですが、もしよろしければ」

「ごちそうになります」

　粗あら熱ねつを取るために、フリルのついたペーパーナプキンを敷しいた皿の上のクッキーは、ペリラというハーブが入っている。説明を読むと人間界の紫し蘇そによく似たハーブらしく、懐なつかしくなって少し植えてみたところ、たちどころに育った。

（ナウヴィンのチーズ、か……。ユリウスが、ここに来て初めての朝食でオムレツに入れてくれたっけ……）

　余計なことを考えないようにとクッキーを作っていたはずなのに、ふとした瞬間にユリウスを思い出してしまう。

「まぁ、おいしい！」

　レータの声にハッと我に返った。

「それはよかった」

　よく拭ふいた天板をオーブンに戻すためにしゃがみ込んだ史佳の耳元でヴァロが「ずるい！」と抗こう議ぎする。それに小さく謝ってから姿勢を戻すと、レータがハンカチで口元を押さえているところだった。

「レータ先生、なにか用事でも？」

「特別なにかがあったわけではありませんの。ただ……、最近、史佳先生があまり元気がないように見えたものですから」

　そう言って、レータは小首を傾かしげてにっこりと笑ってみせる。

「わたくしでよろしければ、なんでも話してくださいな。人間界から魔法界に来て、戸と惑まどうこともたくさんありますでしょう？」

「……ご心配をおかけしてしまってすみません」

「そんな！　史佳先生が謝ることではありませんわ」

　彼女は明るい表情のまま手を振ふってみせた。

　生徒からもレータからも心配されるほど、落ち込んでいるように見えるのだろうか。自覚はないが、なにかが足りないという感覚は日増しに強くなっていることだけは確かだ。

（おれは、……寂さみしいのか）

　足りないなにかは、ユリウスだ。生徒たちや他ほかの教師と同じように、一定の距きよ離りでしか彼に近づくことができない現状が歯は痒がゆくて、寂しい。

　なんて勝手なんだろう。自分から離はなれてほしいと頼たのみ、ユリウスはそれを了りよう承しようしてくれただけだ。それがまさか、こんな気持ちになるなんて。

　レータに話せることはなにもなかった。親切心から言ってくれているのはわかっているが、これは誰だれかに話して解決するものではない。

　そんな史佳の心情を察してか、レータが静かに立ち上がる。

「お邪魔なようですわね」

「あ……っ、すみません……」

「いいえ。押しかけたのはわたくしですから。クッキー、ごちそうさまでした」

　そのとき、彼女が膝ひざに広げていたハンカチがひらりと落ちる。

　気づかないレータに代わって拾い上げたそれは、真っ白な生き地じに細かい模様が赤一色で描えがかれていた。遠目で桃色に見えていたのはそのせいだったらしい。

「落とされましたよ」

「……あら？　ありがとうございます」

　一いつ拍ぱく置いてからハンカチを受け取り、レータは足早に生活科室を出て行った。

「なんでこうタイミングよく来るかな。オレも焼きたてのクッキー食べたかったのに！」

　静かにドアが閉まってから、ヴァロが右肩で騒さわぎ出した。よほど憤ふん慨がいしているのか、髪かみを引っ張ったり肩に爪つめを立てたりと暴れている。

「痛い痛い。ちゃんとあげるから静かにして」

「先に食べたかった!!」

　クッキーの皿を置いていた作業台の上にヴァロを下ろした。サクサクと軽い音が聞こえてきてから改めて声をかける。

「味はどう？」

「うまい！」

「よかった」

　乾かわかしてある鍋なべをしまうために窓まど際ぎわに近づいた。ついでのように丘を見下ろし、無意識にユリウスの姿を探している自分に気づいて史佳はかぶりを振る。

（……自分から言い出したのにな。ユリウスの顔を見なくなってイライラは減ったけど、物足りない。なんなんだ、おれ……）

　考えれば考えるほど、ユリウスに会いたいと思った。

　だがそれは難しく、本人にそう伝えることもままならない。この一週間、生活科室から自室に戻もどる途と中ちゆうに、何度も躊躇ためらった挙げ句にユリウスの部屋をノックした。だが、返事はなく、できてしまった距離を縮めることができないのかもしれないと実感するだけだった。

「史佳ー」

　鍋を手にしたまま微び動どうだにしない史佳をヴァロが呼んだ。その声に我に返り、史佳は鍋を持って戸と棚だなに移動する。

「こんな遠くから探してないで、会いに行けばいいのに」

「……なんのこと？」

「とぼけたってダメだ。オレが騙だまされると思うなよ！　史佳のこと、一番近くでずっと見てきたんだからな。ユリウスに会いたいんだろ？」

「そんなこと……」

　壁かべ側の棚たなに鍋を戻そうと足を向け、しまう直前で手が滑すべった。落ちた鍋がガランガラン！　と大きな音を立てる。

「図星じゃん。史佳、動どう揺ようし過ぎ」

「う、うるさいな」

「オレからすれば、アイツも史佳もまどろっこしいだけだ。素す直なおになれよ。なんでみんなが心配してくれてるのか、ちゃんと考えてみれば？」

　こんなときばかり年長者のように諭さとしてくるヴァロに返す言葉が見つからない。黙だまり込んだ史佳を見て、彼は肩から腕うでに移動した。

「ま、お茶でも飲みながらゆっくり考えろ。史佳、喉のど渇かわいた！」

「はいはい」

　自分が飲みたがっているフリをして、ヴァロは史佳に考える時間をくれた。それがわかっている史佳も、いつものように振る舞まう。

（最初は嫌いやだったのに、いつからこんなことになっていたんだろう……）

　思えば、初対面だと言う自分に感かん極きわまったようにキスしてきたユリウスは、どんなときでも史佳に優やさしかった。

　ヤルヴィで湖面をたわませて自分のことを話してくれたユリウスに、史佳が覚えたのは同情ではない。彼の孤こ独どくに初めて触ふれて、傍そばにいられることが嬉うれしいと感じたのは紛まぎれもなく事実だ。

（ロディベロの樹きに捕つかまったときも、花にも触れないユリウスに、触さわってほしいと思った。……やっとわかった。おれは、ユリウスに会えなくて寂しいんだ。ユリウスが、すきなんだ）

　整った外見に気を取られ、比ひ較かくされるのが嫌で目を背そむけていた。

　ユリウスはずっと、史佳の外側も内側もひっくるめて、すべて欲ほつしてくれていたというのに。

「……謝らなきゃ」

「ん？」

　史佳のつぶやいた言葉にヴァロがクッキーを食べる手を止める。

　勝手な言い分でユリウスを傷つけた。許してくれるかどうかはわからないが、まずはそれを謝りたい。

（許してもらえなかったとしても、今度はおれがユリウスに言おう。すきだって、ちゃんと）

「史佳、なんか顔がスッキリしてる」

「そうかな」

「なにかわかったのか？」

「わかったっていうか……」

　作業台に近づき、左手を差し出すと、ヴァロはひょいと手のひらに移った。そのまま目を合わせられる高さに腕を上げる。

「ユリウスに言いたいことがあるって気づいたんだ」

「そうか。ユリウス、きっと喜ぶぞ！」

「どうかな……。勝手なことばっかり言ったし、おれのこと怒おこってると思うけど」

「アイツが史佳に怒るわけないだろ」

　史佳の背中を押すようにそう言ったヴァロをもとの場所に戻した。「どこに行くんだ？」と尋たずねたヴァロに笑いかける。

「ユリウスを探しに。今行かないと後こう悔かいすると思うから」

「おう、そうしろそうしろ！　オレは邪じや魔ましないように留守番しとく！」

「ありがとう」

　しっぽを振って見送ってくれたヴァロに手を振り返し、史佳は生活科室を後にした。
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　ユリウスがいそうな場所をつぎつぎと見て回ったが、彼の姿はどこにも見当たらなかった。

（学園長室にも図書室にもいなかった。食堂にも聖堂にもいないとすると……）

　学園内を歩いている途中で四時限目の終しゆう了りようを告げるベルを聞いた。一日の授業が終了し、生徒も教師もそれぞれ寮りように戻り始める。移動する彼らとは反対方向に歩きながら、生徒たちからかけられる声に笑え顔がおを返した。

　下校までに残されている時間は少なく、自室に戻らなければならないのは学園長であるユリウスも例外ではない。それでも、史佳にはユリウスが丘おかにいるという確信があった。根こん拠きよはないが、自分の目で確かめるために、史佳は玄げん関かんの重いドアを時間をかけて押し開けた。

　夕焼けの迫せまる丘に吹ふく風が、生おい茂しげった葉をさわさわと揺ゆらしている。

「いない、か……」

　見み渡わたす限り人ひと影かげはなく、大きく息を吐はいて膝をつく。確信ではなくただの思い上がりだったのかもしれない。胸の真ん中が、冷たい風が吹いたように一気に冷えた気がした。

　俯うつむいた拍ひよう子しに、以前ユリウスとの会話に出てきた葉が目に入る。

「どんな色の花が咲さいてたのかな」

　ぽつりと言って触れた葉についている蕾つぼみは、あれから何週間も過ぎているが、硬かたく閉じ、花の色も見えない緑色のままだ。この花は、このまま咲くことはないのだろうか。

（……こんなにたくさんついた蕾が、全部咲いたらどんなにきれいだろう）

　綻ほころぶ気配など微み塵じんもない蕾をそっと撫なでた。

「覚えてらっしゃらないの？」

　頭上から唐とう突とつに聞こえてきた声は、つい先ほど自分を心配してくれていた人物のものだった。

「レ、レータ先生？」

　にっこりと笑ったレータは、始業式で着ていたマントを身に纏まとっている。史佳が似合うと褒ほめた真っ赤なピンヒールと漆しつ黒こくのマントのコントラストに、頭を強く揺さぶられたようにクラクラし、こめかみが痛み始めた。

「なに……？」

「本当に、なにひとつ覚えていなくって？」

　含ふくみのある言い方をした彼女が史佳の見つめる先で口紅を取り出す。史佳に見せつけるように引いたルージュの色は、深しん紅くだった。

「──ぁ、……？」

　なぜか、向こうの世界にいるときに幾いく度どとなく繰くり返し見たあの夢の映像が頭の中に浮うかんでくる。灰色の雨、蒼あおい丘、そして──。

（赤……。それから、黒……）

　自分を見下ろすレータの姿が、自分の知らないはずの記き憶おくと重なる。

（これ、は……）

「あなたのような凡ぼん人じん、ユリウスさまに相応ふさわしいはずがないわ！」

　語気の荒あらい言葉にハッとした史佳は意識をレータに戻す。見上げた彼女の表情は、史佳がよく知っているそれではなかった。

「と、突とつ然ぜんなにを……」

　問いかけようとした史佳を気にかける様子もなく、レータはマントの中から瓶びんを取り出す。蓋ふたを開け、勢いよく史佳に振ふりかけようとした。

「なっ……!?」

　身を翻ひるがえして立ち上がると、それまで自分がいた場所には見覚えのある色が広がっていた。

「この赤いインク……。まさか……！」

　教きよう卓たくを、作業台を、生活科室を汚よごして自分を苛さいなんだインクの色を史佳が見み間ま違ちがえるはずがない。だが、事実がにわかには信じられず史佳はレータを見つめた。

「ええ、そうよ？　メッセージも、生徒たちのエプロンを赤く染めて差し上げたのも、すべてわたくし。きれいな赤だったでしょう？」

「どうして……」

「どうしてですって？　くだらない質問をなさるのね、史佳先生。生徒からばかにされるのもよくわかりますわ」

　嘲あざけるように、それでも仕草だけは上品にレータが声を出して笑う。口元を隠かくした指先を彩いろどるマニキュアも、口紅と同じ色だ。

「凡人は凡人らしく、人間界で暮らしていればいいものを！　今さら魔ま法ほう界に来て、魔法も使えないというのにユリウスさまの傍にのうのうといるなんて、ふざけるのも大たい概がいにして！」

「レ……」

「あなたなんて消えてしまえばいい！　ユリウスさまの隣となりに立つのは、このわたくしよ!!」

　バサリとマントを払はらったレータは瓶の底に残っていた赤いインクを指につける。

　そして、足元の葉を数回細いヒールで踏ふみにじり、その場に跪ひざまずいた。

「ペトネン・ハースト・マーギ！」

（魔ま獣じゆう召しよう喚かんの呪じゆ文もん……！）

　見たことも、聞いたことも、本で読んだことすらない呪文に覚えがあった。耳にしただけでそれの意味に思い当たると、ズキリと頭が痛んだ。

（……どうしておれが、こんな呪文を知ってるんだ）

　戸と惑まどう史佳をよそに、レータの声に呼応して彼女の目の前に赤い円が浮き上がる。魔法界の数字とレータの名前が書かれたそれの中心に、地面から溢あふれ出た煙けむりが大きな渦うずを巻いた。

「これは……、ディノレックス？」

　恐きよう竜りゆうの背中にコウモリの翼つばさを生やし、トカゲによく似た顔をしたディノレックスはエタナと違ちがって攻こう撃げき性せいの高い魔獣だ。力の強い魔法使いが描えがいた魔ま法ほう陣じんでなければ召喚することは難しいと図ず鑑かんで読んだ記憶がある。

「まぁ、よくご存じですわね。それならば、これから自分がどうやって消されるのかも見当がついて？　カド・ルタ！」

「！」

　声に呼応し、バサリと翼で風を切ったディノレックスが史佳に向かって大きな口を開けた。剝むき出しになった鋭するどい牙きばに一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだが、レータの呪文の意味が頭に浮かんだ史佳は咄とつ嗟さに走り出す。

（ここにいたら丘が……っ、ユリウスが大切にしてる丘が焼かれる……！）

「逃にげても無む駄だだとわかるでしょう？」

　ヒステリックなレータの声に続いてディノレックスが口から炎ほのおを吐いた。

　ゴウゥ……と熱風とともに紅ぐ蓮れんの炎が史佳に迫る。

「つ……っ！」

「どうぞお逃げくださいな。どこまでも追いかけさせるだけですもの！」

　高らかに笑うレータに炎に感じたものとは別の恐きよう怖ふを覚えたが、史佳はどうにかして丘を守る方法がないかとそればかりを考えていた。

「グァァ！」

　威い嚇かくするように吼ほえたディノレックスの足元をすり抜ぬけるように走り、丘から遠ざかる。レータの呪文は史佳を焼き尽つくせという、魔獣への命令呪文だった。そのことを考えれば、自分が丘から遠ざかりさえすれば丘に炎は及およばないだろう。

「逃げ足だけは随ずい分ぶんとお速くていらっしゃるのね。……ヤフレンダルタ！」

　ころころと笑い、レータは魔獣につぎの呪文を唱えた。それに応こたえて、史佳を追っていたディノレックスが鋭い爪つめのついた翼を広げ飛びながら炎を撒まき散らす。

「丘が……！」

「丘がどうかなさって？　あなたはなにも覚えていないんですもの、ここがどうなろうとかまわないでしょう？」

　火の粉が葉に降りかかり、炎に負けて萎しおれていった。史佳の動きを目を細めて楽しげに見ているレータの足元の葉も、踏みつけられてぐしゃぐしゃになっている。

「グガァァ！」

「あっつ……！」

　ディノレックスが空に向かって噴ふいた炎が史佳のシャツを掠かすめ、点々と焦こがした。頭と顔をかばった腕うでは、ひりつくような痛みを訴うつたえ始める。

「う……」

「あぁ、退たい屈くつだわ……。逃げるだけのあなたを見ているのもウンザリ。そろそろ終わりにいたしましょう」

「……っ……。レータ先生、ひとつだけ教えていただけませんか」

　肩かたで息をしながら、額の汗あせを拭ぬぐって尋たずねた史佳にレータが小首を傾かしげた。そのまま、赤い唇くちびるがゆっくりと弧こを描く。

「よろしいですわ。最後にひとつだけ答えましょう。どうぞ、なんなりと」

「あなたは、ユリウスがすきなんでしょう？　なのにどうして、正面からユリウスに想おもいを告げないんですか。こんなことをして、本当にユリウスが振り向くとでも思っているんですか」

「最後の質問がそれだなんて。……ふふ、滑こつ稽けいだわ！　そんなもの、あなたに答える必要などないわ！」

　笑えみを消し、レータはマントの中から鞭むちを取り出す。ピシリと丘おかに叩たたきつけると、ちぎれた葉が舞まった。長い鞭を彼女がディノレックスに振るう。見る間に魔獣の目の色が変わり、ギロリと史佳を睨にらみつけた。

　それを見るなり、頭で考えるより早く身体からだが動き出す。このままでは危ないと、史佳はレータに背を向けて走り出した。

「逃がすものですか！」

「あ……っ！」

　背後から鞭で足を搦からめ捕とられ、史佳は生おい茂しげった葉に倒たおれ込む。その様子を見て嘲るように笑ったレータが声高らかに言い放つ。

「永久にごきげんよう、史佳先生。ポル・サンタ!!」

「っ！」

（ユリウスが大切にしている丘を、守れなかった……）

　迫せまり来る炎を前に、史佳が思ったのはただそれだけだった。

　彼に謝ることができないのなら、せめてユリウスのために丘を守りたかった。魔獣に敵かなわないことも、逃げられないことも、初めからわかっていたのだ。

「……ユリウス、ごめん……」

　史佳が強く拳こぶしを握にぎり、絞しぼり出すような声で彼の名に続けて謝罪の言葉を紡つむいだときだった。

「バルトレン・ユンスカ」

　ばさりと黒い布に包まれると同時に、よく響ひびく低い声が耳に届く。

　ざぁぁ……、と突然強い雨が降り始めディノレックスの炎は勢いを失っていった。

　史佳の危機に駆かけつけてくれる人物など、心当たりは一人しかいない。

（裏布が空の青……）

　自分より低い体温の持ち主に、一番会いたいと思っていた相手に、史佳はぎゅっとしがみついた。

「ユリウス……！」

　マントの中、片腕で抱だきしめ返してくれたユリウスに促うながされ、史佳はゆっくりと立ち上がる。降りしきる雨の中、ユリウスがディノレックスに向かって指を鳴らすと、史佳に襲おそいかかって来ていた大きな魔獣は、最初からそこにいなかったかのように跡あと形かたもなく消え去った。　>>>♥

「……すごい」

　自分の置かれている状じよう況きようも忘れてつぶやくと、ユリウスがほっと息を吐はいて安あん堵どの表情を浮うかべる。

「史佳、ケガはない？　遅おそくなってすまない……」

「助けてくれてありがとう。……謝るのはおれのほうだ。ユリウスに謝りたくて丘に来たのに、こんなことになって……。ユリウス、本当にごめん……」

　ユリウスの背中に回した腕に力を込めると、彼は一瞬だけ驚おどろいた顔をした。それでも、軽く頷うなずいて史佳の髪かみを撫なで梳すく。懐なつかしさすら感じる指先に目を細め、史佳は再び「ごめん」とつぶやいた。

　レータが召喚した魔獣はもういない。だが、残された問題のほうが大きい。

「なぜ!?　なにも思い出さない、魔力もないただの人間など……っ！」

「魔力があろうとなかろうと、僕は史佳がすきだ。史佳が史佳でいてくれるだけでいい。それ以上に大切な理由などない」

「なぜ、わたくしではいけないのですか！　わたくしはっ、わたくしはこんなにもあなたを愛しているのに……！」

　雨に濡ぬれたレータの髪が、栗くり色いろからブロンドに変わっていく。見覚えのある光景に、頭の中がざわめき出す。頭が、割れるように痛かった。

（──……！）

　雨にけぶる丘、黒いマント、赤いルージュ、ブロンドの髪。

　それを一度に目にした瞬しゆん間かん、史佳の中でバラバラだったパズルが組み合わさっていくように記き憶おくが蘇よみがえってきた。

（……あぁ……、そうだ……）

「ミス・レータ。きみが、僕と史佳に呪のろいをかけたベリネイの魔ま女じよの血を引く者だということは知っていた。知った上で、ここの教師に採用した。野放しにしているよりは目の届く範はん囲いにいさせたほうが好都合だからだ」

「……っ！」

「史佳の血を使ってまで、強い魔獣を召喚したかったか？　僕が史佳に渡わたした辞典に細工をしたのも、きみの仕し業わざだろう」

「え!?」

　深く指を切ったのも、アンテロたちのいたずらのせいだと思っていた。

　ユリウスにしがみついていたままだった史佳は、手を離はなしてレータに向き直る。マントから出ようとしたが、それはユリウスに阻はばまれた。

「じゃあ、タイミングよく準備室に来て応急処置をしてくださったのは……」

「ええ、そうよ。紫むらさきの魔女の孫である、あなたの血がほしかった。あなたの血で召喚した魔獣で、あなたを消すためにね！　ハンカチを落としたのも、あの部屋をあなたごと滅め茶ちや苦く茶ちやにするためだっただけ！」

　一ひと重えの瞳ひとみできつく睨まれ、肩が揺ゆれる。回されたユリウスの腕が落ち着かせるように史佳の腕をさすった。

「……きみが史佳を憎にくんでいることもなにかを企たくらんでいることも、最初から知っていた。史佳の指導につけたのも、そのほうが監かん視ししやすくなるからだ。……なにもかも見させてもらった。史佳を傷つけた代だい償しようは払はらってもらう」

「そ、そんな……！　これはすべて、ユリウスさまのために……!!」

「ユリウスのため……？」

　レータの言葉の意味がわからず、史佳はユリウスを見上げる。その視線に目を細め、彼は口を開いた。

「きみは、史佳のせいで僕が呪いを受けることになったと、ベリネイの魔女……、きみの祖母から聞かされたのか」

「え？」

「強過ぎる魔力を制せい御ぎよすることができず、そのせいで他ほかの生き物にも人間にも触ふれることができない僕の呪いを、すべて史佳のせいだと信じたのか。……真実も知らないまま、史佳を狙ねらうなど魔法使いの風上にも置けない」

　抑よく揚ようをなくしたユリウスの声に、彼の強い憤いきどおりを感じる。思わず、自分の腕にあったユリウスの手に触れた。

　少し汗ばんだ彼の手の感かん触しよくに、残りのピースがすべてあるべき場所に戻もどっていく。

（あの日……。そうだ、あの日、おれはこの丘で遊んで……）

　幼い頃ころの記憶が、あの夢とぴたりと重なる。

　よく晴れた空の下、花が咲さき誇ほこる丘で史佳はきらきらと眩まぶしい銀ぎん髪ぱつの少年と遊んでいた。遊び疲つかれて丘に座り、風に吹ふかれているときに少年が言ったのだ。

『ほんとはひみつなんだけどね。ふみかにも、にじのまほう、おしえてあげる』

　そして、内ない緒しよ話ばなしのように耳元でその言葉を聞き終えたとき、突とつ如じよとして目の前に真っ赤なハイヒールと黒いマントを纏まとった魔女が現れた。そして、彼女は史佳たちを一いち瞥べつすると憎にく々にくしげに言い放った。

『おまえの幸せを願うあの女に、自分がされるよりもつらい思いをさせてやろう。おまえたちに、未来など来ない。太陽など届かない、闇やみ夜よのような魔法をおまえたちに』

　黒いマントから伸のびてきた腕が怖こわくて、史佳は少年の手を取った。すぐさま握り返してくれた彼の手が震ふるえていて、大だい丈じよう夫ぶだと伝えるために握った手に力を込めたのだ。

　赤い唇が歪ゆがむと、雨が降り始める。瞬またたく間に濡れた史佳と少年にかざされた魔女の手が迫り──、二人は呪いを受けた。

　史佳の記憶は、そこで一度途と切ぎれる。つぎの記憶では、史佳は祖母である稀見佳の自宅に戻っていた。目を開けると泣き腫はらした顔の稀見佳がいて、それからは二度と少年と会うことはなかった。

（あの子が、ユリウスだったんだ。ユリウスとおれは、ずっと昔にこの丘で会っていた……）

　背後から強く風が吹く。ユリウスの長い銀髪が揺れて史佳の視界に入った。

　──間ま違ちがいない。

　あの日、史佳が守るように手をつないだ少年が、自分を守ってくれたのだ。

　記憶を取り戻した史佳はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。そうしていないと泣いてしまいそうなほど目め頭がしらが熱くなっていた。

「そんなっ……、では、わたくしは、祖母に騙だまされていたというの……!?」

「処分は追って言い渡す。──逃にげるなど、無む駄だな抵てい抗こうはしないようにな」

「……！……っ、あああ！」

　がくりと膝ひざをつき、両手で顔を覆おおって泣き出したレータに、ユリウスはパチンと指を鳴らす。レータの姿は少しずつ霞かすみ、やがて消えていった。

　彼女もまた、ベリネイの魔女の被ひ害がい者しやだろう。だからといって、レータがしたことが許されるわけではない。

（処分があるのは仕方がないけど、……あまり重くないといい）

　史佳は、重い雨の降り続く空を仰あおぐ。

「……サテン・スオ・カーリ」

　小さく、微かすかな声で思い出したばかりの呪じゆ文もんを歌うように紡いだ。

　ユリウスに言われた言葉の通りだった。自分はユリウスと同じ、こちら側の人間だったのだ。

　あのとき、先に手を握りしめてくれたのも、虹にじの魔法を教えてくれたのも、ユリウスだった。

　雨あま粒つぶはどんどん小さくなり、雲に切れ間ができ始める。その隙すき間まから茜あかね色いろの太陽の光が差し込み、天に昇のぼる梯子はしごのようだ。

「史佳……？」

　訝いぶかしげに顔を覗のぞき込んできたユリウスに史佳は一度だけ頷く。

「全部、思い出した。虹の魔法も、……呪いのことも、全部」

「ふみ……」

「ずっと、一人でつらい思いをさせてごめん」

　ユリウスのマントから出て彼を正面から見つめる。

　揺れる灰色と青色の瞳に史佳が映っていた。

　ベリネイの魔女の魔法は、ユリウスたちが使っている魔法とは正反対の、自らが悪に魂たましいを明け渡さなければ使うことはできない黒魔術だった。その中でも、史佳とユリウスが受けたムスタ・キロスィディという死の呪いはとても強く、絶対的な効力を発揮するものだった。

　史佳の祖母である稀見佳と、ユリウスの祖母であるマイラ・アレクサンドラ・エーデルフェルトという、ともに至高の魔法使いと謳うたわれた二人の魔力をもってしても呪いを解くことはできず、考え抜ぬいた末に二人は史佳たちに三つの魔法を上書きし、かけられた呪いを薄うすめることに成功した。

　史佳には、記憶と持って生まれたすべての魔力を鍵かぎに魔法に関するすべてのことを封ふう印いんする忘ぼう却きやく魔法を。

　ユリウスには、持って生まれた制御不能なほど強い魔力のために史佳以外のどんな生物にも触れることができない拘こう束そく魔法を。

　そして、史佳が記憶を取り戻すことができたとき、二人の魔法も呪いも解けるように、と。

　強い魔力をある程度コントロールできるようになったユリウスが、エーデルフェルトの学園長に就つくことができたあかつきには、史佳を学園に向かわせると祖母たちは決めた。

「忘れないでいてくれてありがとう。おれを、エーデルフェルトに呼んでくれてありがとう。……もう、許してもらえないかもしれないけど。ユリウス、……愛してる」

「史佳……！」

　引き寄せられ、背中がしなるほどに抱だきしめられた。その強さが嬉うれしくて、史佳は呼吸が苦しいことも忘れてユリウスを抱き返す。ユリウスの両手が頰ほおを包み、ゆらりと彼の端たん整せいな顔が近づいてきた。瞼まぶたを閉じるとすぐに唇が重なる。

　これまでに何度となくしてきたキスよりも甘く、胸が苦しい。

「二度ときみを放さない」

　吐と息いきが触れる距きよ離りでユリウスが言った。

　その言葉の通りに、抱きしめられたまま触れるだけのキスが繰くり返される。

　そこから伝わってくる体温がなによりも大切だと心から思った。

　呪いを、魔ま法ほうを解くことができたことより想おもいが通じ合っていることに胸が震ふるえる。

　抱きしめてくる腕の力は強いが、どこか縋すがられているような気がして史佳は背中を抱き返した。怖がることはなにもないと伝えるには、どうしたらいいのだろう。

　長いキスが終わり、ゆっくりと目を開けた。

　目の前にいるのが紛まぎれもなくユリウスだと教えてくれる銀色の髪かみが、夕ゆう陽ひを反射して輝かがやいている。その銀色の先には、澄すんだ空にくっきりと虹が出ていた。端はしから端まで見えるそれは、歪みのない弧こを描えがいている。

　魔法が使えた。自分が唱えた呪文で、空に大きな虹がかかったのだ。

　歓かん喜きとも感動ともつかない気持ちが膨ふくらみ、虹がやたらと眩しく見える。目を細め、ふと足元に視線を移した。

「花が……、ユリウス、丘おかに花が咲いてる……！」

　史佳とユリウスが立っている場所を中心に、雨に濡ぬれた花が咲いていた。空の色よりもずっと鮮あざやかな蒼あおい花に、丘が埋うめ尽つくされている。

「史佳が咲かせた花だよ。アウリンカーザ……、虹の花だ」

　硬かたく閉とざしていた蕾つぼみには、こんなにも瑞みず々みずしく蒼い花が隠かくされていた。

　二人の足元の花は満開に近く、遠く離はなれた場所の花はこれから開こうとしている。丘一面に広がった蒼い花弁は、風が吹くたびに波のように揺れた。

「史佳、誰だれよりもきみを愛している」

　再び重なる唇が甘くささやく声と指が鳴る音を聞き、史佳はそっと目を閉じた。




　　　　＊＊＊




　閉じていた目を開けると、そこはユリウスの寝しん室しつだった。言葉を交かわすことなくお互たがいの服を脱ぬがせ合い、ベッドになだれ込む。

「……本当に、なにもかも夢みたいだ。史佳がすべてを思い出してくれて、僕を愛してくれているなんて……」

　額を合わせてくるユリウスの銀髪がさらさらと顔に触ふれる。閉められたカーテンの隙間から差し込んでくる夕陽よりも眩まばゆく、史佳はそっと手を伸ばした。

「ユリウスに触さわりたい。触っても、いい？」

「もちろん。僕のなにもかも、史佳のものだよ」

　ちゅ、と右の手のひらにくちづけられる。

　なにをしてもさまになる、想いを告げたばかりの恋こい人びとに「上になりたい」とだけ伝えた。少し驚おどろいた顔をしたユリウスは、それでも史佳の言う通りに体勢を入れ替かえてくれる。

「史佳、なにを？」

　返事をすることなくベッドに背中をつけたユリウスに自分からキスをした。軽く触れ合わせ、下した唇くちびるを食はむ。かさついた感かん触しよくのそこをゆっくりと舐なめてから狭はざ間まに舌を忍しのび込ませた。

「ん……」

　深いくちづけを仕し掛かけたのは自分のほうだというのに、鼻にかかった声が漏もれてしまう。それを合図にユリウスの大きな手のひらが史佳の身体からだの線を確かめるように動き始めた。

　歯列を割り、上うわ顎あごをくすぐって彼の舌を探し出す。見つけたそれに自分の舌を絡からめて軽く吸うと、同じように返された。重ねたまま擦こすり合わせると、口の中でぐちゅぐちゅと音が立つ。

「……ふ、」

　呼吸が苦しくなってもキスを解くことができない。もっと触れたいと思うままに角度を変えてくちづけた。

　余計な脂し肪ぼうも筋肉もついておらず、おそらく触り心地ごこちもよくない骨ばった身体をユリウスの長い指が肋ろつ骨こつを下から一本ずつなぞっていく。それが胸の尖とがりを掠かすめ、史佳の身体が微かに揺ゆれた。

「ん、ぅ……っ」

　指の腹で捏こねられた突とつ起きがぷつりと育つ。乳輪ごと摘つままれ、腰こしがじわりと熱を帯びた。

　ようやく唇を離すと、二人の間を銀糸がつなぐ。それを舐め取るように小さくキスをして、史佳は身体を起こした。服の上からではわかりにくかったが、ユリウスの身体にはしっかりと筋肉がついている。引き締しまった腹筋に触れ、臍へそのくぼみにキスを落とした。

「史佳？」

　訝いぶかしんだユリウスに答えることもなく、史佳は彼の長い両りよう脚あしの間に座り込む。そして、躊ちゆう躇ちよせずすでに立ち上がっていた彼自身を両手で握にぎり、先せん端たんをぺろりと舐めた。

「んっ……、しょっぱい……」

「……そんなことまでしてくれるなんて」

「この前はおればっかりおかしくなってたから。……ユリウスのこと、全部知りたい」

　告げた言葉は本心だ。だが、それ以上にユリウスに信じてほしかった。想い合えたことを夢のようだと言った彼に、自分の気持ちが本物だと伝えたかったのだ。

　クッションを背に、少し身体を起こしたユリウスの目の前で彼自身をねっとりと舐め上げる。舌全体を使い、裏側の括くびれ部分に差し掛かかったところで張り出た先端を口に含ふくんだ。なめらかだが大きく口を開かなければ収められない太さに、下半身が甘く疼うずく。

「んっ、……ぅ、んん……！」

　顔をゆっくりと上下に動かし、拙つたない愛あい撫ぶを施ほどこす。それでもユリウスの中心は熱く、スリットからは蜜みつが滲にじんだ。幹を伝った史佳の唾だ液えきが入りきらなかった茎くきを握る手を濡らし、動くたびに小さな水音を奏かなでた。卑ひ猥わいな音に体温が上がる。

「史佳……」

　くしゃりと癖くせ毛げをかき混ぜるように撫なでてくるユリウスの手に、史佳が中心を吸い上げるようにすると力が込められた。感じてくれている彼が愛いとおしくて、史佳は顎あごが疲つかれるのも構わず吸い上げながら上下に動く。

「この角度から見る史佳も、とても可愛かわいい……。よだれが零こぼれるほどおいしい？」

「ん、む……っ」

「うん……、気持ちいい」

　掠れた声に煽あおられて、腰が重くなった。

「でも、二人で気持ちよくなりたいんだ。……史佳、僕もきみに触れたい。早く、史佳の中に入りたい」

「あ……っ！」

　指の鳴る音がして、ふわりと史佳の身体が浮うき上がる。ユリウスの顔に自分の下半身を差し出すような体勢を取らされ、あまりの羞しゆう恥ちに身じろいだがすでに腰を固定されてしまっていた。

「や、やだ！」

「もうこんなに濡らして。僕のを咥くわえただけで感じていたの？」

「なっ！　ちが……っ……あ！」

　割り開かれた双そう丘きゆうにユリウスの吐息がかかる。たった一度とはいえ濃のう密みつな快感を知ってしまった身体は、浅ましく蕾をひくつかせた。

「史佳は、どんな場所でも可愛くて仕方がない。なにもかもすべて、僕のものにしたい……」

　史佳の中心から溢あふれる蜜を纏まとわりつかせた指を、ユリウスが音を立てて舐める。まだどこにも触れられていないというのに、その音に反応したのかまた蜜が零れた。ユリウスの胸に糸を引いて落ちたそれを、彼はまた指で掬すくう。

「……っあ！　指、はい……っ」

「中……、もうとろけてる」

　ゆっくりと根元まで差し入れられた指に、覚えたのは紛れもなく快感だった。自分の内側が絡みつくのがわかったが、自制が利きかない。

　史佳の身体を案じてか、ユリウスはそれ以上動かずに馴な染じむのを待ってくれている。

「はっ、……ん、……っ」

　力が入らなくなり始めた片かた腕うでで体重を支え、利き手だけでユリウスの中心を握り直した。彼の味がする蜜を啜すすり、上顎に先端部分を擦りつけるようにしゃぶる。

「そこ、気持ちいい……」

「……ふっ、……んぅ」

　うっとりとつぶやいたユリウスに応こたえるようにさらに深く咥えようとしたが、動き出した彼の指に敏びん感かんな場所を押すように刺し激げきされて史佳の背中がしなった。

「んっ、ぅ、ん！」

「僕の指を覚えてくれていた？……あぁ、本当に身体のすみずみまで愛おしい」

「んんっ！」

　ガクガクと震ふるえ出した史佳の太ふと腿ももの内側をユリウスがきつく吸う。白い肌はだに咲さかせたばかりの鬱うつ血けつの花にくちづけられながら身体の奥を指で探さぐられる。いつの間にか、史佳はユリウスの中心を握ることしかできなくなっていた。

「ユリ……っ、ユリウス……！」

「なに？」

「早くっ、痛くてもいいから、入れて……」

　全身を緊きん張ちようさせて快感を逃のがすのにも限界がある。

　達するならユリウスを受け容いれてからがいいと訴うつたえた史佳に、ユリウスは困ったような顔で笑った。

「それはとても魅み力りよく的てきな誘ゆう惑わくだけれど……。そのお願いは聞いてあげられない」

「え……、どうして……？」

「少しでも無理をして、きみを傷つけたくないし──」

　指を引き抜ぬかれると同時にぐるりと視界が回る。正面から抱だきすくめられ、ぐっと大きく脚あしを左右に広げられた。

「これからは毎晩、史佳を放さない。傷つけておあずけなんて、我が慢まんできないからね」

「ま、毎晩？　あ、ぅん……っ」

　ぬめりを纏って戻もどってきた指は二本だ。太さを増したそれが入り込んでも史佳の身体は強こわ張ばらない。それどころか、中でバラバラに動かされてもすべての刺激は快感につながっていく。

（ロディベロの蜜なんて到とう底てい敵かなわない……。あのときより、何十倍も気持ちいい）

　どろどろに溶とかされた身体は指だけでは満足できない。もっと奥を、熱い彼自身で擦ってほしい。だが、それを伝えても優やさしくていやらしいユリウスはまだ頷うなずいてくれないだろう。

　史佳はこくりと喉のどを鳴らして別のことをねだる。

「キスして……」

「もちろん、僕の史佳」

　嬉うれしそうに笑い、ユリウスが唇くちびるを重ねてくる。彼の背中にしがみつこうと回した腕が汗あせで滑すべり、それでも構わず抱きつくと密着した身体が自分と同じくらい熱くなっていることに気づいた。

（ユリウスも熱い。……おれと同じくらい）

　翻ひるがえされた舌先に軽く歯を立て、解けかけたキスに縋すがって口外で舌を絡ませる。なにをされても気持ちがよかった。

「中に、入ってもいい？」

　いつの間にか三本になっていた指でそこを押し、史佳の身体を跳はねさせたユリウスが伺うかがいを立ててくる。答えなど決まっているのに、それでも許可を求めてくるのは焦じらしているとしか思えない。

「いい、よ。おれを、ユリウスのものにして……」

　指を引き抜かれた蕾つぼみが閉じる前に、ユリウスはそこに自身の先端を押しつけた。

「史佳のここ、早く食べたいって言ってるみたいだ」

「……っ！　そう、だよ。だから、早く奥まで……っ」

「ダメ……。傷つけたくないって、さっきも言っただろう？」

「あっ、あっあ、あぁ……っ！」

　少しずつ入り込んでくるユリウスの熱を感じて、史佳は全身を震わせる。対面でつながっていく恥はずかしさに顔を背そむけそうになったが、自分の中に自身を埋うめていくユリウスがどんな顔をしているのか最後まで見ていたくて、閉じてしまいそうになる目を必死でこらした。

　眉まゆを寄せ、微かすかに開いた唇から零す吐と息いきは熱い。ユリウスの壮そう絶ぜつな色気を目まの当たりにした史佳は自分の身体からだがさらに熱を帯びるのを感じた。

「あぁ……」

　すべてを収め、声を漏もらしたのは史佳ではなかった。

「ユリウス……？」

　抱きしめてくる腕の力は強いが、まるでしがみつかれているような錯さつ覚かくを起こす。そっと髪かみを撫でると、ため息交じりにユリウスが口を開いた。

「幸せで、死んでしまいそうだ」

「なに言って……」

「だって、史佳。きみがこんなに傍そばにいてくれる。こんなに、温かい……」

「ん！」

　ゆらりと腰こしを揺ゆらされ、史佳の口から短い嬌きよう声せいが漏れる。それでも肩かた口ぐちに埋うずめた顔を上げようとしないユリウスに、史佳はそっと二人の間に手を伸のばし結合部分に指を這はわせた。

「ちゃんとつながってる。ここに、ユリウスが全部入ってるだろ」

「史佳……？」

「だから怖こわがらなくていい。安心して、もっと触さわって」

　確かめるように触らなくても消えてなくなったりしないから、と中に入り込んでいる彼の熱をぎこちなく締しめつけてみる。

「っ！　まだ……っ？」

　これ以上ないと思っていたのに、動いていないユリウス自身が奥に進んだ。

「……史佳が可愛いことを言ってくれたせいだ。責任、取ってもらうよ」

「えっ？　あ、あぁ……！」

　顔を上げるなりユリウスが動き出す。慌あわてて手を伸ばしたが、もう背中に回すことはできなかった。大きなストロークで強く攻せめ立てられても、しっかりと溶かされた身体はそれをすべて快感として享きよう受じゆする。

「んっんっ、……ふ……っ」

「可愛い……。史佳、愛している」

　うわ言のようにつぶやいたユリウスの顎あご先からぽたりと雫しずくが滴したたった。それが汗なのか、それとも別のなにかなのか、確かめる余よ裕ゆうは史佳にはない。

「あ、ぁ……っ！」

　一度も触られていなかった中心にユリウスの指が絡からまる。軽く扱しごかれただけで限界を訴えるそこは、先せん端たんに零こぼれそうなほど蜜みつを滲にじませていた。カリ、とそこを抉えぐるように爪つめを立てられ、びくびくと腰が震える。

「いっ……く、いく……！」

「いいよ、史佳……。何度でも達して、可愛かわいい姿を僕だけに見せて」

「あ、っ……は、ぁ……っ！」

　ぐぅっと腰を引いたユリウスが最さい奥おうめがけて自身を押し込む。史佳の内側はユリウスを引き留めようと蠢しゆん動どうを繰くり返した。強い締めつけに息を吞のんだユリウスの腕に爪を立て、史佳は性を解放する。

「う、んんっ！　あ……っ？　あ、やっ！」

　達したばかりで脱だつ力りよくした史佳のすんなりとした脚にユリウスの手が伸びた。膝ひざを折られ、ギリギリまで股こ関かん節せつを開かれる。開いたままで固定され、奥に自身を押しつけるようにして腰を回された。

「あぁ！　や、だ……っ、やだ、待って、……っ！」

「待てない。もうずっと、待ってきたんだ」

　感じやすいあの場所にユリウスの熱が当たっている。史佳の中心は達したばかりだというのにすぐに立ち上がり、とろとろと蜜を零した。

「可愛い史佳……。全部、飲んで」

「ひ、あ、あぁ！」

　うねるように動く内側をひっきりなしに擦こすられ、身体の震えが止まらない。激しく突つき上げられるその動きが、ユリウスが自分の身体で快感を貪むさぼっているようで嬉しかった。

（おれがユリウスにあげられるものなら、なんだって。なんだってあげたい）

「史佳、史佳……！」

「んっ、ユリウス……っ」

　自分の名前を呼び、絶頂に駆かけ上がっていったユリウスの熱が中で爆はぜる。ぴしゃりと放ほう埒らつを受け、身体は達していないのに感覚だけを追体験した。

　荒あらい呼吸を整える間もなく、ユリウスは史佳の顔中にキスの雨を降らす。

「史佳は、どこまでも僕に優しい」

　ほう……とため息をついたユリウスが言った。

「え？　んっ、」

　訊きき返した史佳の唇を塞ふさぎ、口の中まで敏びん感かんになっているのを楽しむように舌でくまなく探さぐってからキスを解く。

「話、途と中ちゆうだったのに……」

「可愛くて、ついね。こんなに小さい蕾をいっぱいに開いて受け容れてくれるなんて。全部、飲んでくれたし」

「ん！　そういうこと言わなくていい……！　あ、そこ触んないでっ」

「どうして？　さっきは自分で触っていたのに」

　小さく笑ったユリウスは、つながっている場所から手を離し史佳を揺さぶる。ぐぷ、と卑ひ猥わいな水音に顔が熱くなった。

「ねぇ、史佳」

「な、に……？」

　小刻みな動きは波は紋もんのように身体に伝わり、急激な刺し激げきではないが確実に史佳の熱を上げていく。

　赤く色づいた胸の尖とがりを弾はじかれ、肩かたが浮うく。それを見たユリウスが史佳を抱だき起こし、自分はベッドに倒たおれ込む。

「んんっ！　急になに……」

　このまま終わるとは思っていなかったが、急に体勢を変えられた非難を込めて視線を向けた。

「史佳になら、見下ろされるのも悪くないね。……つぎは、一いつ緒しよにいこう」

「あ、あっ！」

　ユリウスに跨またがるような体位は史佳の薄うすい下生えもつながっている場所も、なにもかも彼にさらすことになる。恥ずかしい、と思う間もなく下から突き上げられた。刺激に勝手に腰が揺れ、そのせいでユリウスが与あたえるものとは異なる快感の波が生まれた。

「あっ、あ、……っ」

「もっと奥まで、史佳に触ふれたい」

　甘えた口調と腰の動きが合っていない。それでも、触れたいというユリウスに史佳は拒こばむ理由をひとつも持っていなかった。

「いいよ。ユリウス、全部触って……」

「史佳……」

　カーテンの隙すき間まから差し込んでいた光はすっかり消え、部屋の中に柔やわらかな夕ゆう闇やみが訪おとずれてもなお、二つの影かげが離はなれるまでにはまだ時間が必要だった。







「レータ先生のおばあさん……、ベリネイの魔ま女じよは、どうしておれたちに黒魔術の呪のろいを？」

　思う存分お互たがいを貪り、余すところなく触れて確かめた後で史佳はユリウスに尋たずねた。蘇よみがえった記き憶おくが事実かどうか知っておきたかったのだ。

「僕の祖母を史佳の祖母に取られたと思ったようだよ。もともとは慕したってくれていたらしいけど、それがいつしか独どく占せん欲よくに変わっていったんだろう。黒魔術を使ってでも、祖母の気を惹ひきたかったのかもしれない」

「ふうん……」

　二人で風ふ呂ろに入り、身体を清めて戻もどってきた広いベッドはユリウスが魔法できれいに整えた。ベッドヘッドにもたれたユリウスに背中を預け、やはり上しか着せてくれなかったパジャマ姿で史佳もベッドに入っている。

「おばあちゃんたちはどうして違ちがう魔法をかけたんだろう。ユリウスの魔法のほうがしんどいなんて、フェアじゃない」

「ああ、それは……、二人分の記憶と魔力を封ふう印いんするだけでは元の呪いの強さと代えられなかったから。魔法界に住む僕が重い魔法を引き受けて、祖母の修しゆ業ぎようの糧かてにしただけのこと。それに、」

「それに？」

「自分たちがそうだったように、孫同士にも親友になってほしかったからだそうだ。あのとき、僕よりも強かった史佳の魔力を記憶とともに封印して──、それでも僕のことを思い出すことができたら強い絆きずなになるだろう、と」

　自分の栗くり色いろの癖くせ毛げを指に絡ませていたユリウスの左手を取り、史佳はその指先に唇くちびるで触れる。

「……絆、ねぇ。なんだか別の絆になっちゃった気がするけど」

　親友どころか、それを通り越こして恋こい人びとになってしまった。今の二人の関係を祖母たちが知ったら卒そつ倒とうしてしまうのではないだろうか。

（おばあちゃんはそういうことに柔じゆう軟なんそうだけど、まさかこんなことになるとは思ってないだろうし。彩佳も騒さわぎそう……）

　人間界に住む彼女たちに、今度会ったら説明したほうがいいのか、それとも黙だまっていたほうがいいのか。まだわからないが、隠かくしておくことだけはしたくない。

「もし僕が、史佳以外に触れることができないという魔法をかけられていなくても、きみに一目会っただけで恋こいに落ちていたと断言できるよ」

「どうして？　おれはずっと人間界でなにも知らないまま生きてて、普ふ通つうは腹が立ったりするんじゃないのか？　なんで自分ばっかりって、思わなかったのか？」

　史佳の言葉にユリウスがゆっくりと首を横に振ふった。

「水すい晶しようを扱あつかえるようになるくらい修業して、最初に見たのは人間界だった。あんな別れ方をした史佳のことがどうしても気になって……。それからずっと、水晶越ごしにきみを見てきたんだ」

　ユリウスの左手がするりと史佳のそれに重なる。大きな手に包まれ、いつも通りの自分より少し低めの体温が伝わってきた。

「元気そうな史佳を見て、気づいたんだ。友達だから気になったんじゃなくて、僕はこの子がずっとすきだったんだって。いつ見てもまっすぐな史佳に、僕はすぐ夢中になった。だから、どんなにつらくとも耐たえられた。きみがつらいより、何倍もいい」

「ユリウス……」

「きみに触れてみたいと思っていた。……再会したときは勢い余ってキスしてしまったけれど。水晶越しに見てきたすきな子が目の前にいて、僕を想おもってくれている。そのうえ、こうして触さわることもできるなんて。こんなに幸せなことはないよ」

　ユリウスは史佳の顔に手を伸のばし、親指で眉まゆをなぞり輪りん郭かくを辿たどる。同じように彼の顔に手を伸ばすと、手のひらに頰ほおを擦りつけられた。

　ユリウスの孤こ独どくは彼にしかわからない。史佳がわかっているのは、それが並なみ大たい抵ていのものではないということだけだ。どんなにつらく、寂さみしかっただろう。

　もし、自分がなにも思い出すことができなかったとすれば、彼はこの先もずっと孤独の中にいたのだ。それを考えただけで背筋がぞっとした。こうして想い合えていることが、とても幸せで奇き跡せき的てきなものだと改めて思う。

「それから、祖母たちのことは心配しなくていい。僕の気持ちはとっくに伝えてある」

「ああ、そう。…………え？」

　あまりにもさらりと告げられたせいで納なつ得とくしかけてしまったが、今ユリウスはとんでもないことを言わなかっただろうか。

「つ、伝えるってなにを……」

「すべてを。僕が史佳を愛していて、許されるなら生しよう涯がい添そい遂とげたいと思っていることを」

「えぇ!?」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言われ史佳は勢いよく身体からだごと振り返る。下半身だけが異様に重く、長時間ユリウスを受け容いれていた場所はいまだに熱を帯びている気がしてならない。

　そんな史佳の額にキスを落としたユリウスは、どこまでも上じよう機き嫌げんだ。

「僕の祖母も紫むらさきの魔女も、最終的には史佳もそれを望むならと頷うなずいてくれたよ」

「いっ、いつ？　どうしてそんな、いつの間に……っ」

「きみがロディベロの樹きに捕つかまった夜に。だから、あとは史佳の返事待ち」

　隙すきのない穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべるユリウスに絶句した。

「きみが頷いてくれれば、この瞬しゆん間かんから史佳は僕の婚こん約やく者しやだ」

　うっとりと幸せそうに言われても簡単に頷けるようなことではない。身じろぎもせず固まったままの史佳にユリウスはつと眉を寄せる。

「嫌いや？」

「い、や……っていうか。あの、」

「史佳は僕が、他ほかの誰だれかとこういうことをしてもいいと思っている？」

　史佳の背中に添えていた手をパジャマの裾すそから忍しのび込ませたユリウスが双そう丘きゆうを撫なでる。

「んっ、ダメ……！」

「それはどちらの意味で？　今、触られたくないということ？　それとも……」

　灰色と青色の瞳ひとみが覗のぞき込んできた。

（ズルい……）

　唇を嚙かんで視線を逸そらした史佳にユリウスはなおも続ける。

「僕は嫌だ。僕が触れたいのは、これからも史佳だけだから。史佳がいいんだ」

「う……」

「史佳、返事を」

　史佳の顎あごを掬すくったユリウスが、柔らかく真しん摯しな声で答えを促うながした。

（こんなにキラキラしてて、最強の魔法使いで、おれのことしか見えてないとか……っ）

　一度だけ強く拳こぶしを握にぎり、すぐに開いてユリウスに手を伸ばす。嬉き々きとして受けとめてくれる彼から、もう逃にげることなどできない。

「ありがとう」

「……まだちゃんと答えてないんだけど」

「素す直なおじゃないところも可愛かわいいよ」

　言葉ではない史佳の答えを違たがえることなく受け取ったユリウスの腕うでの中は、どこまでも甘やかだった。




　　　　＊＊＊




　エーデルフェルト学園の丘おかに花が咲さいた。丘を覆おおう花は鮮あざやかで、ヴァロに言わせれば『今までで一番きれいな色』らしい。

「なぁなぁ史佳！　史佳ってば！」

「んー？」

「なんだっけ、なんて言うんだっけあの花の色！」

「花はな浅あさ葱ぎ。どうして何度も確かく認にんするんだ？」

　右みぎ肩かたに乗ったヴァロは、史佳とユリウスが想い合えたことを知り自分のことのように喜んでくれた。報告しに行かないと、とそわそわし始めた彼は今朝から何度も花の色を訊きいてくる。

「間ま違ちがったら大変だからな！　あの花の色は、そのまま花を咲かせた魔法使いの色になる。だから、花浅葱は史佳の色だ」

「えぇと……、全然理解できないんだけど、どういうこと？」

　どうにも、今日のヴァロの説明では足りない部分が多過ぎてなにもわからない。

　いつものように生活科室で授業の準備をしていると、銀ぎん髪ぱつをなびかせてユリウスが入ってきた。

「この丘の花は虹にじの魔法で咲くんだ。まっさらで強い魔力を持つ魔法使いでなければ花を咲かせることはできない。そして、花を咲かせた魔法使いは魔ま法ほう界の歴史に名を残すことになる」

「そう！　で、それを見届けて魔法界を治めてる魔法省ってとこに報告するのがオレの役目だ。おまえたちがあの丘で呪のろいをかけられて、あの場所が穢けがされたせいで長い間花が咲かなくなってたけど、史佳の魔法で全部解けた。これで一安心だ！」

「やっぱり史佳は特別だ。もちろん、僕にとってもね」

　背後から抱だき寄せられ、左の頰に音を立ててくちづけられる。

「ちょっ、ユリウス！」

「ひゅー、朝から熱いねぇ！」

「羨うらやましいだろう？」

　史佳が記き憶おくを取り戻もどし、二人にかけられていた魔法が解けても日常はなにも変わっていない。赤いインクで汚よごされることは今後一いつ切さいないだろう。強しいて言えば、空き時間にユリウスから魔力をコントロールする方法を教わるようになったくらいだろうか。

「そういえば、あの女どうするんだ？」

　小首を傾かしげて尋たずねてきたヴァロにユリウスはわかりやすく不ふ機き嫌げんになって眉をひそめた。口を噤つぐんでしまったユリウスに代わり、史佳が苦く笑しようしながら答える。

「今は自宅謹きん慎しん中。レータ先生には、しっかり反省してもらってからまたここで働いてもらうことになったんだ」

「えぇ!?　なんで？　あんなヤツ解かい雇こでいいじゃんか！　なんなら永久追放でもいいくらいだ」

「ほら、ヴァロも僕と同じ考えだろう。今からでも遅おそくない。史佳、考え直してくれないか」

　畳たたみかけるように二人に言われても、史佳は自分で決めたことを曲げるつもりはなかった。

（永久追放なんて物ぶつ騒そうなことする必要なんかない。確かにいろいろされたけど、あれはおばあさんに騙だまされてたせいだろうし。……それに、レータ先生は、生徒たちのことをちゃんと考えてくれる先生だと思うから）

　校舎を案内してくれたときの彼女の笑え顔がおは本物だったと思いたい。史佳を怖こわがらせながらも、生徒たちのことを考えて最終目標を定めていた彼女は、きっと教師に向いている。

「戻って来てからは、今までよりいい先生になってくれるよ」

「そんなうまくいくかぁ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっとね」

　半分以上疑っているヴァロの背中を指で撫でているとユリウスがその手を止めた。

「……さて、ヴァロ。丘の花は咲いた。きみの役目は終わっただろう」

「なんだよ、ユリウス。伝説通り、オレはつぎに丘の花を咲かせる魔法使いが現れるまで史佳といるぞ！　史佳の力、封ふう印いんされてたから全然汚れてなくてすごくきれいで純じゆん粋すいだし。初めて名前呼ばれたとき、オレの身体光ったもん。運命だ！」

「なんだって？　史佳は僕のもの。運命だなんて、いい迷めい惑わくだ」

　ヴァロの鼻先に指で触ふれ、ユリウスは目を眇すがめる。

「男の嫉しつ妬とは見苦しいだけだ。史佳に嫌きらわれるぞ？」

「問題ない。僕と史佳の仲は、どんな呪いですら引き裂さけないことが証明されている」

「あー、はいはい。ほんっと、史佳が絡からむとウザいんだから」

　言うだけ言って史佳のシャツのポケットに逃げ込んだヴァロは、そこからちょこんと顔だけ出す。

「史佳ー」

「なに？」

「オレ、史佳と一いつ緒しよにいたい。史佳の右肩、気に入ったし！　一緒にいてもいいよなー？」

　ねだるように言ったヴァロに思わず吹ふき出した。頭を撫でると耳がぴくぴくと動く。

「うん、ヴァロがいてくれると心強いよ」

「やった！　ほら見ろユリウス！」

　勝ち誇ほこったように笑い、ユリウスを黙だまらせたヴァロは鼻歌交じりに右肩に戻った。よほど機嫌がいいらしく、しっぽがひっきりなしに揺ゆれている。

「……史佳、その選せん択たくには賛成できない」

「ユリウスに束そく縛ばくされるの嫌いじゃないけど、ヴァロがいてくれなかったらこんなに頑がん張ばれなかったと思う。だから」

「夜は邪じや魔ましないから安心しろっ！」

　腕を組み、頷いてみせたヴァロにユリウスが大きなため息をついた。

「まったく……。……史佳がそこまで言うなら仕方がない」

「これからもよろしくな、史佳！」

　史佳よりもユリウスとのつきあいが長いヴァロは、さっさと話を進める。言いながら史佳の右の頰ほおに軽く鼻先を触れさせ、それを見たユリウスが「あ！」と声を上げた。

「ヴァロ!!　調子に乗るな！」

「なぁんだよ、可愛いシマリスの愛情表現だろー？　これぐらい許せって」

　二人のやりとりに、当事者であるはずの史佳は他人ひと事ごとのように平和だなぁと思う。

（にぎやか過ぎる再就職先だけど、これはこれで）

　準備室の窓から見下ろした丘は、今日も蒼あお色いろで埋うめ尽つくされている。

「史佳、どうかした？」

　隣となりに立ち、背中を支えるように手を回してきたユリウスを見上げた史佳はそっと微笑ほほえんだ。

「よかったなぁと思って」

「なにが？」

「なにもかも」

　そう言って再び窓に目をやると、それに倣ならうようにユリウスもその先を見下ろした。

　視線の先には丘が広がっている。どこまでも続いているような、蒼い丘だ。

　そこに咲く花は、二人を祝福するように揺れていた。
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　はじめましての方も、お久ひさし振ぶりの方も、この本をお手に取ってくださってありがとうございます。相良みことです。




　前回、デビュー作のあとがきでファンタジー要素のあるお話を思いついたこともなかったと書いたはずが、二作目の舞ぶ台たいは魔ま法ほう学園となりました。前作どころではなく、もう、がっつりファンタジーです。

　とにかくカッコよくて、なのに惚ほれた相手のことしか見えてないうえに呪のろわれているユリウスと、いろいろ諦あきらめざるを得なかったのに、いきなり魔法とユリウスからの一方的な愛情を押しつけられてしまう史佳は、これまでに書いたことのない二人となりました。少しでも楽しんでいただけたら本当に嬉うれしいです。

　ちなみに、一番のお気に入りはヴァロですが、今回もまた担当さまから愛情注ぎ過ぎ警告を受けました。その節は大変お世話になりました……。どんどんページが増えてしまい、このまま書き進めていいものかどうか悩なやみましたが、こうして満足いくまで書かせていただくことができたわたしは幸せ者です。これからも精しよう進じんしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　そして、今回もまた素す晴ばらしい先生にイラストを引き受けていただきました。六りく[image: 芦]ろかえで先生、お忙いそがしい中、本当にありがとうございました。大変に見み目め麗うるわしいユリウスと可愛かわいらしい史佳に、ラフの段階ですでに動どう悸きが治まりませんでした。こんなにカッコいいユリウスになら史佳が絆ほだされてしまうのもわかるし、いじらしく可愛い史佳にユリウスが骨ほね抜ぬきになるのもわかるわーと、ドキドキしながらいただいたラフを眺ながめておりました。




　なにもかも無事に解決した史佳とユリウスの二人は、これからも学園で幸せに暮らすのだと思います。喧けん嘩かしてもヴァロが間に入ってすぐ仲直りするでしょうし。問題は、史佳の魅み力りよくに気づいてしまった生徒たちでしょうか。告白されてもやんわりとしか断れなそうな史佳にユリウスが嫉しつ妬として、大変なことになりそうです。それでもきっと、史佳は持ち前の包容力でなんとかしてしまう気がしますが。ユリウスが尻しりに敷しかれるのもそう遠くはないでしょう。




　さて、そろそろ紙面が尽つきてまいりました。ファンタジーに頭を悩ませていたわたしを見守ってくれた友人たちとＪさまに多大なる感謝を。なにより、ここまで読んでくださったあなたさまへ、たくさんの感謝を込めて！

　またつぎのお話でお会いできますように……。




　平成二十六年　九月　秋の匂においが深まってきた朝に
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